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お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツをお 
買い上げいたださ、あ0がとラござ 
います。 

この取扱説日月書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1 日日 km/h を超えたとさの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さい。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 


• オーディオやナビゲーションに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• オプションや仕様により異なる装備 
には* マークが ついていまず。 

• 関連する内容が他のページにちある 
場をは、該当ページを025日ペー 
ジ）のようなかたちで示していまず。 

• 操作手順などは、文頭に►を記し 
ています。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 


• スイッチなどのお状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることび 
ありまず。 





表記と記載内容について 


マ ー ク 

内容 

A 

お化 

口 

重大事故や命にかかわる 
けびを未然に防ぐために 
必ず守ってし）たださたい 
ことでず。 

D 

ミ主意 

けびや事故、車の損傷を未 
然に防ぐため、必ず巧って 
し、にださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なこと 
や、知っておいていたださ 
たいことでず。 


環境 

環境保護のにめのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 


A 事故のおそれびありまず 

車両には警告ラベルが貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るたがの情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶巧にはがさないでくだ 
さい。 
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さ < いん 



雨降りや濃霧時の運お . 191 


雨降0や 濃霧 時の運お . 191 

ま全のために . 13 

4輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い . 16 

オートマチック車の取り扱い . 15 

子供を乗せるとき . 14 

走行する前に . 13 

イージーエントリー機能 . 67 

イラストメッセージ . 215.216 

インジケーター付きバッテ U —. 248 

インストルメントパネル . 21 

ウィンタータイヤ . 185 

ウォッシャー液 . 177.265 

ウォッシャー液容量 . 265 

ウォッシャー液を補給する . 177 

運輯席ドアの解錠 . 233 

運転のヒント . 99 

エアコンディシ ヨナー . 137 

AC モード . 140 

AUTO モード . 138 

エアコンディシヨナーの取り扱い••-137 

コント□ールパネル . 138 

送風温度の調整 . 139 

送風□の開閉 . 142 

送風口の風向き調整 . 143 

送風口を選択する . 141 

送風量の調整 . 141 

デフ□スターモード . 144 

内気循環モード . 145 

を 熱ヒーター. ベンチ レーシヨ ン••-146 

U ア送風口 . 143 

I 」アデフォッガー . 145 

エアコンディシヨナーの取り扱い . 137 

エアバッグ . 32 

ウインドウバッグ . 34 

運転席/助手席エアバッグ . 33 

エアバッグの作動 . 33 

エアバッグの作動条件 . 34 

エアバッグの種類と収納場所 . 33 

エアバッグの効果について . 28 


エマー ジェンシ ーキー . 233 

キーか5エマージェンシーキーを 

取り外す . 233 

エンジンオイル . 170.263 

エンジンオイル容量 . 263 

エンジンオイル量の点検 . 170 

エンジンオイルを補給ずる . 172 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 173 

使用するエンジンオイル . 263 

エンジンスイッチ . 61 

エンジンの始動 . 91 

エンジンを始動する . 92 

シフト位置 . 91 

エンジンの停止 . 95 

エンジンルーム . 167、168 

ウオッシャー液 . 177 

エンジンオイル . 170 

プレーキ液 . 176 

ボンネット . 167 

冷却水 . 174 

エンジンを停止しての走行 . 187 

オイル•液類/パ‘ッテリー . 262 

ウオッシャー液 . 265 

エンジンオイル . 263 

オイル-液類に関ずるま意 . 262 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 263 

燃料 . 262 

バッテ U —. 265 

ブレーキ液 . 264 

冷却水 . 264 

オイル-液類に関ずるま意 . 262 

才ーディオ . 112 

才ートマチック車の取り扱い . 15 

才ートマチックトランスミッション . 95 

運転のヒント . 99 

ク□スカントリーギア . 99 

シフト位置の選択 . 95 

ティップシフト . 97 

ディファレンシャル□ック . 101 















































































さ < いん 5 


オートマチックトランスミッション 


オイル . 173.263 

才ーブン/ク□—ズ . 54 

キー . 54 

車速感応ドア□ック . 57 

テールゲート . 58 

ドアの開閉 . 56 

ドア□ックスイッチ . 58 

U モコン機能 . 54 

オドメーター . 104 

オフ□—ドでの走巧 . 193 

アプ□ーチ/デパーチャアングル••-197 

オフ□ー ドを走行した後に . 198 

オフ □ ードを走行するとき . 194 

オフ□ー ドを走行する前に . 193 

'河川などを渡るとを . 196 

最大許容水深値 . 197 

坂を下るとき . 196 

坂を上り切ったとを . 19己 

坂を上るとき . 19己 

障害物を乗り越えるとき . 197 

砂地を走行ずるとき . 198 

へッドランプガード . 193 

わだちを走行するとき . 198 



外観 . 20 

カップホルダー . 149 

可変スピードリミッター . 130 

可変スピード US ッ ターの使いかた •• 131 

環境保護について . 13 

寒を時の取り扱い . 183 

ウィンタータイヤ . 18己 

スノーチェー ン . 186 

雪道や凍結路面の走行 . 186 

キ. . 54 

キーの電池交換 . 237 

キーの電池を点検する . 237 

電池の交換 . 237 

キーの電池を点検する . 237 

救急セット . 208 


クルーズコント□—ル . 127 

クルーズコント□ールの使いかた••-128 

車を運搬ずる . 253 

グ□—ブボックス . 156 

ク□スカントリーギア . 99 

ク□スカント U — ギアの操作 . 100 

けん引されるとさ . 100 

けん引 . 251 

車を運搬する . 253 

けん引時のを意 . 251 

けん引ずる . 252 

けん引フックの取り付け位置 . 252 

插かるみからけん引ずるとさ . 253 

けん引時のま意 . 251 

けん引する . 252 

けん引フックの取り付け位置 . 252 

フ□ント . 252 

リア . 252 

コーナ IJ ングランプ . 81 

故障/警告メッセージ . 211 

イラストメ ツセー ジ . 21己 

艾字メッセージ . 213 

子供を乗せるとき . 14.37 

チャイルドセーフティシート . 37 

チャイルドセーフティシート 

検知システム . 39 

チャイルドプルーフ□ック . 42 

ル物入れ . 156 

グ□-ブボックス . 156 

シートバックポケット . 158 

センターコンソールのル物入れ . 157 

フ□ントアームレストのル物入れ••-157 

こんなことにもミ主意 . 191 

コンビニエンスオーブニング . 89 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 90 



サイドアンダーミラー . 69 


サイドアンダーミラー . 69 

左ちリアシートベルトの高さ調整 . 74 

シート . 62 

シートの調整 . 62 
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さ < いん 


シー トヒ ーター . 64 

へッ ドレスト . 63 

シート位置の記憶 . 70 

シート位置の呼び出し . 70 

シートの調整 . 62 

シートヒーター . 64 

フ□ントシートヒーター . 64 

U アシートヒーター . 65 

シートベルト . 28.72 

左ち U アシートベルトの高さ調整……74 

シートベルトの着用 . 72 

正しい運転姿勢 . 75 

フ□ントシートベルト . 74 

シートベルトの着用 . 72 

左ちリアシート . 73 

中央リアシート . 73 

フ□ントシート . 73 

事故-故障のとき . 206 

室内センサー . 52 

室の装備 . 158 

12 V 電源ソケット . 161 

サンバイヴー . 158 

灰皿 . 159 

バニティミラー . 158 

フ□アマット . 162 

ライター . 160 

自動防胺機能 . 68 

シフト位置の選択 . 95 

シフト位置 . 96 

シフト位置表示 . 96 

車がランプ消灯遅延機能 . 78 

車載工具 . 208 

車載品の収納場巧 . 206 

救急セット . 208 

事故.故障のとさ . 206 

ジャッキ . 208 

スペアタイヤ . 209 

停止表示板 . 207 

非常信号用具 . 207 

車速感応ドア□ック . 57 

ジャッキ . 208 


車両の施錠 . 234 

12V 電源ソケット . 161 

収納ネット . 150 

助手席側ドア S ラーの 

パーキングヘルプ機能 . 71 

純正部品/純正アクセサ U-. 260 

乗員ま全装備 . 28 

SRS (棄員保護補助装置） . 30 

エアバッグの効果について . 28 

モ供を棄せるとき . 37 

シー トべ J レト . 28 

棄員保護装置 . 28 

U アへッ ドレスト . 36 

乗員保護装置 . 28 

ステアリング . 66 

イージーエントリー機能 . 67 

ステア U ング位置の調整 . 66 

ステア U ング位置の調整 . 66 

スノーチェーン . 186 

スピードメーター . 105 

スペアタイヤ . 209 

スペアタイヤの収納 . 210 

スペアタイヤの取り外し . 209 

滑りやずい路面での発進 . 187 

スライディングルーフ . 147 

スライディングルーフの開閉 . 148 

スライディングルーフの手動操作 . 235 

セーフティネット . 154 

セーフティネットを収納する . 156 

セーフティネットを取0外ず . 155 

リアシートを起こした状態で 

使用ずる . 154 

U アシートを折りたたんだ状態で 
使巧ずる . 155 

積載荷物の制限重量 . 265 

前席上方の操作部 . 25 

センターコンソール . 24 

走巧ま全装備 . 44 

ABS . 44 
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走巧時のミち意 . 187 

雨降りや濃霧時の運転 . 191 

エンジンを停止しての走行 . 187 

こんなことにもミ主意 . 191 

滑0やすい路面での発進 . 187 

走行ずるとを . 188 

走行中に異常を感じたら . 189 

駐停車するとき . 190 

ブレーキ . 187 

走行ずるとき . 188 

走行ずる前に . 13 

走行装備 . 127 

可変スピードリミッター . 130 

クルーズコント□—ル . 127 

パークト□ニック . 13斗 

走巧中に異常を感じた5 . 189 

走行と停車 . 91 

エンジンの始動 . 91 

エンジンの停止 . 95 

駐車 . 93 

発進 . 92 

タイヤ空気圧ラベル . 180 

タイヤとホイール . 178.266 

応急用スペアタイヤ . 267 

走行時のを意 . 180 

タイヤ空気圧ラベル . 180 

タイヤの点検 . 179 

タイヤ □ーテーシヨン . 182 

タイヤを清掃するとき . 180 

標準タイヤ . 266 

タコメーター . 106 

正しい運転姿勢 . 75 

チャイルドセーフティシート . 37 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 . 41 

助手席エアバッグオフ表示巧 . 39 

チャイルドセーフティシート固定機構 • 40 

テヴーアンカー . 41 

駐車 . 93 

パーキングブレーキ . 94 


駐停車ずるとき . 190 

停止表示ホ反 . 207 

テイツプシフト . 97 

デイファレンシャル□ツク . 101 


デイファレンシャル□ツクスイッチ-102 
デイファレンシャル□ツクの使いかた 


. 103 

エマージェンシーキーでの 

テールゲートの解錠/施錠 . 60 

車外からの開閉 . 59 

車内か5の辭錠/施錠 . 59 

車内か5の開閉 . 59 

電球の交換 . 238 

電球一責 . 240 

電話 . 126 

ドアウインドウげ自動で開かないとさ ••• 89 

ドアウインドウの開閉 . 88 

ドアト U ム操作部 . 26 

ドアの開閉 . 56 

車外からの開閉 . 56 

車内か5の開閉 . 56 

ドアミラー . 67 

ドアミラーの角度調整 . 68 

ドアミラーの格納/展開 . 68 

ドア□ックスイッチ . 58 

盗難防止システム . 50 

けん引防止警報機能 . 51 

盗難防止警報システム . 50 

室内センヴー . 52 

トラブルの原因と対応 . 220 

ウインドウ . 230 

エンジン . 227 

オートマチックトランスミッション- 228 

キー . 231 

車を使用しないとを . 232 

警告音 . 225 

事故のとき . 226 

スイッチやボタンの表示灯/警告灯- 220 

ドアミラー . 230 

燃料と燃料タンク . 226 

パークト□ニック . 229 
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表示灯/警告灯 . 222 

へッ ドランプ . 229 

ワイパー . 230 



ナビ ゲーシヨン . 112 


ナビ ゲーシヨン . 112 

慣5し運転 . 164 

日常の手入れ . 201 

荷物の積み方/小物入れ . 149 

カップホルダー . 149 

ル物入れ . 156 

収納ネット . 150 

セーフテイネット . 154 

荷物を固定ずるとき . 152 

荷物を積むとを . 150 

分割巧倒式 U アシート . 153 

ルーフラック . 150 

荷物を固定ずるとき . 152 

荷物固定巧 U ング . 152 

荷物を積むとき . 150 

めかるみか5けん引ずると走 . 253 

燃料 . 262 

燃料消費について . 263 

燃料タンク容量 . 262 

燃料給油フラップの手動解錠 . 234 

燃料の給油 . 165 

燃料を給油ずる . 165 

燃料を給油ずる . 165 


A 


パーキングブレーキ . 94 

パーキング□ックの解除 . 236 

パークト□ニック . 134 

インジケーター . 134 

センサーの感知範囲 . 136 

パークト□ニックセンサー . 134 

パークト□ニックの作動 . 134 

灰皿 . 159 

フ□ントの灰皿 . 159 

U アの灰皿 . 160 


発進 . 92 

ヒルスタートアシスト . 93 


バッテ U —. 247、265 

インジケーター付さバッテ U — . 248 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 265 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意 •• 247 
バッテ I 」一の位置 . 248 

バッテ U —があがつたとき . 249 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意 • • • • 247 

バッテ U — の位置 . 248 

バニティミラー . 158 

パヮーウインドウ . 88 

コンビニエンスオープニング . 89 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 90 

ドアウインドウび自動で開かないとさ • 89 

ドアウインドウの開閉 . 88 

パンクしたタイヤを交換ずる . 241 

ジャッキアップする . 242 

ジャッキダウンする . 246 

スペアタイヤを取り付ける . 245 

タイヤ交換の準備 . 242 

パンクしたとき . 241 

タイヤ交換の準備 . 241 

パンクしたタイヤを交換する . 241 

ビークルプレート . 261 

エンジン番号 . 261 

オプションコードプレート . 261 

車台番号 . 261 

ニューカープレート . 261 

巧常時の施錠/解錠 . 233 

運転席ドアの解錠 . 233 

エマージェンシーキー . 233 

車両の施錠 . 234 

スライディングルーフの手動操作 • •••235 

燃料給油フラップの手動解錠 . 234 

パーキング□ックの解除 . 236 

巧常信号用具 . 207 

非常点滅灯 . 80 

ヒューズ . 254 

ヒューズ交換についてのミち意 . 254 

ヒューズの位置 . 254 

ヒューズボックスを開く . 254 
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マルチフアンクシヨンステアリング•••• 
マルチフアンクシヨンディスプレイ•••• 

オーディオ . 

各種設定 . 

イージーエントリー設定画面 . 

各種設定項目の初期化 . 

各種設定六イン画面 . 

コンフオート . 

車速感応ドア□ック設定画面 . 

シャ U ヨウ . 121、 

設定グループ選択画面 . 

メーター . 

ライト . 

故障表示 . 

故障表示のリセット . 

車両情報 . 

車両情報サブ画面 . 

車両情報メイン画面 . 

走巧速度/外気温度表示画面 . 

mm . 

トリップコンピューター . 

シヨートト IJ ップ;ーター画面 • • • • 

走行可能距離画面 . 

ロングト U ップメーター画面 . 

ナビゲーシヨン. 進行ち向ち位表示-- 
マルチフアンクシヨンステア U ング •• 

方イン画面一覧 . 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示 . 


サイドアンダーミラー . 69 

自動防眩機能 . 68 

ドアミラー . 67 

ルームミラー . 67 

メーター照度調節ボタン . 105 

メーターパネル . 22、104 

オドメーター . 104 

スピードメーター . 10己 

タコ^—夕一 . 106 

燃料給油口位置表示 . 10 己 

燃料計 . 10 己 

燃料残量警告灯 . 10 己 


ヒュ ーズを交換ずる . 256 

ヒューズー覽 . 256 

ヒューズ交換についてのミち意 . 254 

ヒューズの位置 . 254 

ヒューズボックスを開く . 254 

グ□ーブボックス下部の 

ヒューズボックス . 255 

センターコンソー j レち側後部の 

ヒューズボックス . 255 


バッテリー収納部のヒユーズボックス 

. 256 

ランプスイッチ横のヒューズボックス 


. 254 

ヒューズを交換ずる . 256 

標準タイヤ . 266 

ブレーキ . 187 

ブレーキ液 . 176.264 

ブレーキ 液の交換 . 177 

ブレーキ液の量を点検する . 176 

フ□アマット . 162 

フ□ントシートべ J レト . 74 

フ □ントワイ パー . 85 

ウインドウウォッシャーを噴射させる • 86 

フ□ントワイパーを作動させる . 85 

レインセンサー . 87 

ワイパーを1回だけ作動させる 

(ティップ機能） . 86 

分割可倒式 U アシート . 153 

へッ ドランプウォッシャー . 80 

へッドランプの下向き/ 

上向きの切り替え . 79 

へッ ドレスト . 63 

フ□ントへッドレスト . 63 

U アへッ ドレスト . 63 

方向指示 . 79 

ボンネット . 167 

ボンネットを閉じる . 168 

ボンネットを開く . 167 



72435432446833900164565278 
0112112221111 I ) I 


1011122222100 〇 
1— J — J ~ J ~ J ~ 1—1—1—1—1— J ~ 1—1— 1— 


M 5 








































































10 さ < いん 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 


表の . 10斗 

ター照度調節ボタン . 105 

I 」セットボタン . 105 

;令却水温度計 . 105 

メモリー機能 . 70 

シート位置の記憶 . 70 

助手席側ドアミラーの 

パーキングヘルプ機能 . 71 

メンテナンス . 199 

整備手帳 . 199 

日常点検 . 199 

^ンテナンスインジケーター画面 • ••-199 

メンテナンスインジケーター画面 . 199 

表示メッセージ . 200 

夕宇メッセージ . 213 

雪道や凍結路面の走巧 . 186 

ライター . 160 

ランフ . 76 

コーナリングランプ . 81 

車外ランプ消の■遅延機能 . 78 

非常点滅灯 . 80 

へッ ドランプウォッシャー . 80 

へッドランプの下向き/ 

上向をの切り誓え . 79 

ち向指示 . 79 

ランプスイッチ . 76 

ランプスイッチ . 76 

パーキングランプ . 78 

フォグランプ . 78 

へッ ドランプ . 77 

リアへッドレスト . 36 

リアワイ パー . 87 

U アウインドウウォッシャーを 

作動させる . 87 

U アワイパーを作動させる . 87 

リセットボタン . 105 


リモコン機能 . 54 

U モコン機能の設定切替 . 55 

□ケイターライティング . 56 

ルーフラック . 150 

ルームミラー . 67 

ルームランプ . 82 

乗降巧ランプ . 84 

ステップカバーランプ . 84 

ドアミラーランプ . 84 

フ□ント読書'な . 83 

ラゲッジルームランプ . 83 

U ァ読書む . 83 

U アルームランプ . 83 

ルームランプの点灯/消灯 . 82 

冷却水 . 174、264 

オーバーヒートしたとを . 175 

不凍液の濃度 . 264 

冷却水の量を点検する . 174 

冷却水を補給する . 174 

冷却水温度計 . 105 

ワイパー . 85 

フ□ン トワイ パー . 85 

U ァワイパー . 87 

ABS . 44 

ABS び作動したとき . 45 

臣 AS . 46 

EBV . 49 

ESP . 46 

ESP オフスイッチ . 48 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフティシート 
固定装置 . 41 
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SRS (乗員保護補助装置） . 30 

SRS 警告灯 . 30 

エアバッグ . 32 

シートベルトテンシヨナー . 31 

シー トベルトテンシヨナ ーと 

運転席/助手席エアバッグの作動 •• 30 
ベルトフ オースリミッター . 31 


数字 


12 V 電源ソケット . 161 

4 ETS . 49 

4輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い . 16 
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環境保護について 


ダイムラー社では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に点 
検整備を受けて < ださい。 

聲環境 

ダイムラー社は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導入 
しています。 



点検と壁備 

曰常点検や定期点検は、使用を自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごい。 

•才ーバーヒートの予防策として、し、 
つをより頻繁に;ち却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びあ0まずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異苗な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほひったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 
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シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員が 
シートベルトを着用して< ださい。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
で < ださい。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物が入ると、 
ペダルを操作でさな < なるおそれ 
がありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
<使用して < ださい。車に合った 
ちのを使用しないと、ペダル操作 
がでさな < なるおそれがあ0まず。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それがあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が付 
かないラちに吸い込んでいるおそれが 
ありまず。 

ウ オー ハングアップ（暖機運転） 

エンジンが冷えているとさでち、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオー S ングアップして<だ 
さし、。 


子供を乗せるとを 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっているこ 
とを大人が確認して<ださい。正 
し<シートベルトが着用でさない 
小さなモ供は、チャイルドセーフ 
テイシートを使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで<ださい。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と 
車の間に挟まれて重大なけがをず 
るおそれがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモおにはチャイルドセーフ 

テイシート（1>37ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて< 
ださい。助手席では、モ供の動さ 
が気になったり、モ供が運転装置 
に触れるなど、運転の妨げになる 
ことがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、 
必ず後席に装着して< ださい。や 
むを得ず助手席に装着ずるとさは、 
車の進行方向に向けてチャイルド 
セーフテイシートを装着し、助手 
席シートをでさるだけ後ろの位置 
にして <ださい。 
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• モおを助手席に座らせるとさは、助 
手席シートをでさるだけ後ろの位置 
にして、正しく座らせてくださし、。 
エアパッグの作動時に大さな衝撃を 
受けるおそれがあ0まず。 

モ供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• リアドアやテールゲートのチヤイル 
ド プルーフ □ック（[>42ぺージ）、 
パワー ウインドウの セーフ テ ィス 
イッチ（>42ぺージ）を活用して 
<ださい。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フの開□部か5身体を出さない 

モイ共がドアウインドウやスライディン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
ようにま意してください。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をしたり、事故の原因になりまず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こすおそれがありまず。 


「オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し<操 
作して<ださい。「走行と停車」ちあ 
わせてお読みください（[>91ページ)。 


オートマチック車の特性 

ク U —プ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、セレクターレバーが ra 、 
m 政がに入っていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな<てち車がゆっ<り動さ 
出します。これをクリープ現象といい 
まず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速します。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれが 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認して < ださい。 

エンジンの始動 

セレクターレバーが n に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動します。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 

発進 

• エンジンが適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認して<だ 
さし、。 

• セレクターレバーを田 1、 D に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んで<ださい。 
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• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上り坂で発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発造 
して < ださい。 

また、上り坂で発進ずるとをは、ヒ 
ルスタートアシスト （093 ページ） 
び作動しまず。 

走巧中 

• セレクターレバーをに入れた 
まま走行し続けないでください。エ 
ンジンブレーキびまった< 効かず、 
ブレーキペダルだけで走行速度を調 
整しようとすると、車のコント□一 
ルを失5おそれびあ0まず。また、 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ツプして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびありまず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレクター 
レパーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランス S ツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 


• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
バーを MM に入れないで< ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必ず 
セレクターレバーを匿ミ ■ に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止して<ださい。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーを E 1 か mm に戻ずよラ 
にむびけてください。 mm に入っ 
ていることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込むと、車び後退して事故を 
起こずおそれびありまず。 


4輪駆動車 （4 WD ) の取り扱い 

4輪駆動走行は、滑りやずい路面など 
で本来の優れた走行性能を発揮しまず 
び、どこでを走れる万能車ではありま 
せん。路面の状況や斜面にミ主意して巧 
全運転をむびけてください。 

オフ□—ドでの走行 （0193 ぺージ） 
を併せて参照してください。 

オフ□ード走行は慎重に 

急加速や急ブレーキ、急八ンドルを避 
けてください。横滑りや横転などの原 
因になりまず。また、車をジャンプさ 
せないで<ださい。車体や駆動装置を 
損傷ずるおそれびありまず。 

積雪路やま結路を走行ずるとをは 

でさるだけほ速で走行し、急加速や 
急ブレーキ、急八ンドルを避けてく 
ださい。 
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砂地やめかるみを走す5ずるとをは 

車から降り、砂地やめかるみの状態を 
確認してから、でさるだけ低速で走行 
して < ださい。 

急な坂道を上るときは 

±手や斜面では、傾斜に対してまつず 
ぐに走行して < ださい。斜めに走行ず 
ると、車が横転ずるおそれがありまず。 

乾燥した舗装路、高速道路を走巧ずる 
とさは 


• ク□スカント U —ギアにしないでく 
ださい （>99 ページ）。エンジンが 
高回転になり、エンジンを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• デイファレンシャル□ック(>101 
ページ）をオンにしないでください。 
ステア U ングがまわしに<<なるた 
め、車が直進し、事故につながるお 
それがありまず。また、駆動装置を 
損傷するおそれがありまず。 

オフ□—ド走巧後 

損傷した箇所がないか入念に点検して 

<ださい。 

損傷があるとさは、ただちに指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けて < ださい。 
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外観 




名妳 

ぺージ 

の 

テールゲート 

58 

⑤ 

U アデフォッガー 

145 

⑤ 

テールランプ 

240 

④ 

燃料給油口 

165 

⑤ 

ドァ 

56 


ドァ S ラー 

67 

③ 

ヴイ ドアン ダー S ラー 

69 

④ 

へッ ドランプ 

76 



240 


ボンネット 

167 


エンジンオイル 

170 



263 


ブレーキ液 

176 



264 


名称 

ぺージ 

@ウォッシャー液 

177 


265 

を却水 

174 


264 

⑩ワイ パー 

8已 

® タイヤとホイール 

178 


266 

@けん引フック 

252 













インストルメントパネル 
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を 

が 

月 a 

如 



名称 

ぺージ 


へッドランプウォッ 
シャースイッチ 

80 

⑩ 

ランプスイッチ 

76 

@ 

ドアミラー調整スイッチ 

68 

@ 

ボンネット□ック解除 
八ンドル 

167 


名称 

ぺージ 

の コンビネーションレバー 

79 

(へッドランプ/方向指 

79 

示/ワィパー） 

86 

⑤ クルーズコント□ール 

128 

レバー/可変スピード 

131 

IJS ッターレバー 


⑤ メーター パネル 

22 


104 

④ 音声認識レバー 

別冊 

⑤エンジンスイッチ 

61 

® グ□—ブボックス 

1已6 

⑦ホーン 

④ステアリング 

66 

③ステア U ング調整レ 

66 

バー 
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@ ® ® @ @ @ ® @ @ ©©⑩ 



名称 

ぺージ 

① 

へッドランプ表示灯 

77 

⑤ 

ESP 表示灯 

47 

⑤ 

スピードメーター 

105 

④ 

車間距離警告灯 1 > 


⑤ 

方向指示表示灯 

80 


マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ（車両情 
報メイン画面） 

110 

③ 

ABS 警告灯 

45 

④ 

シートベルト警告灯 

29 

感 

SRS 警告灯 

30 

⑩ 

エンジン警告灯 

215 

224 

@ 

燃料残量警告灯 

105 

@ 

燃料給油□位置表お 

105 


名称 

ぺージ 

@ 

燃料計 

105 

@ 

タコメーター 

106 

@ 

八イビーム表示灯 

79 

@ 

マルチファンクシヨン 
ディスプレイ（車両情 
報サブ画面） 

110 

© 

トランスファー表の 

100 

颇 

シフト位置表示 

96 

® 

タイヤ空気圧警告灯" 



ブレーキ警告灯 

216 



223 



224 

@ 

を却水温度計 

105 

感 

メーターパネル照度調 
整ボタン/ U セツトボ 
タン 

105 


1) 曰本仕様車では、警告灯■としては機能しません。 
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名称 

ぺージ 

の 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

107 

③ 

DB 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

107 

⑤ 

因图 

通話開始スイッチ/通 
話終了スイッチ 

107 

④ 

國固 

表示切り替えスイッチ 

107 

⑤ 

口口 

スク□ールスイッチ 

107 
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センターコンソール 



の @ 



PMUe,, の 31 



名妳 ‘ 

ぺージ 

① 

シートヒータースイッ 
チ（運転席） 

64 

⑤ 

U アワイパースイッチ 

87 

③ 

ESP オフスイッチ 

48 

④ 

デイファレンシャル 
□ ックスイッチ 

102 

⑤ 

ドア□ックスイッチ 

58 


けん引防止警報機能解 
除スイッチ 

51 

③ 

シートヒータースイッ 
チ（助手席） 

64 

④ 

室内センサー解除ス 
イッチ 

52 

感 

非常点滅灯スイッチ 

80 



名祿 

ぺージ 


COMAND システム 

別冊 


灰皿/ライ ター 

159 



160 


エアコンディショナー 
コント □ー ルパネル 

138 

® 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

39 

@ 

U アウインドウウオツ 
シャースイッチ 

87 

® 

セレクターレバー 

95 


トランスファースイッチ 

100 


パーキングブレーキレ 
パー 

94 




センターコンソール 
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を称 ‘ 

ぺージ 

の 

U アルームランプ/ラ 
ゲッジルームランプス 
イッチ 

82 

⑤ 

読書灯スイッチ（ち側） 

82 

⑤ 

スライデイングルーフ 
スイッチ 

148 

④ 

ルーム S ラー 

67 

⑤ 

ルームランプスイッチ 

82 


読書灯スイッチ（左側） 

82 


前席上方の操作宮15 


を we 荒如 
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ドアトリム操作部 



を 

が 

Da 

化 

地 


運輯席ドア 




名祿 

ぺージ 

① 

ドアウインドウスイッチ 

88 

⑤ 

シート調整スイッチ 

62 

⑤ 

ドア レバー 

56 

④ 

モ U —スイッチ 

ポジションスイッチ 

70 
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乗員を全装備 . 28 

走巧を全装備 . 44 

盗難防止システム . 50 
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乗員ま全装備 



事故が発生したとさの衝撃により、車 
は急激に加速または減速ずるおそれが 
ありまず。 

そのとさ、乗員は車内に身体を激し< 
ぶつけたり、車がに放出されて、けが 
をするおそれがありまず。 

ただし、シートベルトを中むに、シー 
トベルトテンシヨ ナー やべルトフ オー 
スリミッター、エアバッグなどで構成 
される乗員保護装置によって、負傷ず 
る可能性を最ル限にでさ、また、万一 
負傷したとさにち、けがの程度を最ル 
限にとどめることがでさまず。 

A けがのおそれびあ0まず 

柔員保護装置を取0外した0、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。また、車の電テ制御部品やソフト 
ウェアを改造しないでくださし、。 

誤作動でけがをしたり、事故などのと 
さ、正常に作動しなくなるおそれがあ 
0まず。 


エアバッグの効果について _ 

• UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助する装置であり、シートベルト 
の代わりになるものではありません。 
必ず乗員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
できるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 

〇 シートベルトとエアバッグは、物 
がが部から車内に入り込んだとさの 
衝撃から乗員を保護ずる効果はあり 
ません。 

〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動ずるわけではありません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパツグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 


ソートヘルト 

シートベルトとチヤイルドセーフテイ 
シート（1>37ページ）は、車巧に身体 
を激し<ぶつけたり、車がに放出され 
る危険から乗員を守0まず。 

シー トベルトとチヤイルドセーフテイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

シートベルトについて、詳しくは072 
ページ）をご覧ください。 

D 妊娠中の方やけがの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベルト 
を着用して < ださい。 


磐紙がが 
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/h けびのおそれびあ0まず 

. 乗車するときは、すべての乗員が正 
しくシートベルトを着用しているこ 
とを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかった 
り、シートベルトのプレートが確実 
にバックルに差し込まれていない 
と、事故などのとさ致命的なけがを 
ずるおそれがあります。 

• テ供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急プレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激し < ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがあります。 

• シートベルトやバックルがミちれて 
いたり損傷していると、シートべ 
ルトの保護機能が正し<発揮され 
ません。 

シートベルトを正しく機能させ、損 
傷を防ぐたがにし^下の点にミ主意して 
<ださい。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いち)のをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝撃 
を受けたときは、指定サービスエ場 
で新品と交換し、関連部品の点検を 
受けてください。 

• 純正部品政外のシートベルトは使用 
しないで < ださい。 


シートベルト警告'打 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し、数秒後に消灯しまず。 

点口しないとさは警告口の異常でずの 
で、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

エンジンがかかっているときに運転席 
の乗員がシートベルトを着用していな 
いとさは、シートベルト警告灯が点打 
しまろ。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用し 
ないでエンジンスイッチを2の位置に 
ずるかエンジンを始動ずると、警告音 
が数秒間鳴り、シートベルトの着用を 
促します。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hLi (上になった 
とさに、運転席の乗員がシートベルト 
を着用していないかシートベルトを 
バックルからがしたときは、シートべ 
ルト警告灯が点滅して、断続的な警告 
音ち鳴0まず。 

そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 krn/h 
1；( 上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 


攫骗がが 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシ ヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRS 


エンジンスイッチを1の位置にずると 
点口し、数秒後に消口しまず。 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し、エンジン始動後に消口しまず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
ときは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

似下のよラなときは、 SRS に異常 
が発生していまず。衝撃を受けてち 
エアバッグや シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれがあります。ただち 
に指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさに SRS 警告灯が点灯し 
ないとさ 

• エンジンスイッチを1の位置にし 
たと量は数秒後に、エンジンスイッ 
チを2の位置にしたとさはエンジ 
ンを始動後に SRS 警告灯が消灯し 
ないとさ 

• エンジンがかかっていると量などに 
SRS 警告灯が点灯したとさ 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシ ヨナー とエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
サーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに前方から一定 iU 上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動ずるわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーび検知ずる衝撃の強さや 
方向は、下の要素によってみま 
りまず。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース iJS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の础果を局める装置です。 

フ□ントシートと左ちリアシートの 
シートベルトに装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチが2の位置で、下のと 
さに作動しまず。 

. SRS に異常がないとき 

• シートベルトが正し<バックルに差 
し込まれてし''るとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後ち向に急激に強い衝撃が加わっ 
たとさ 

• 車両の横転などにより、前後方向か 
ら一定政上の衝撃を検知したとさ 

また、助手席には乗員検知機能を装備 
してお0、助手席に乗員がいないと判 
断したとさは助手席のシートベルトテ 
ンシヨナーは作動しません。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは シー トべ 
ルトに一定上の荷重がかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
します。 

フ□ントシートと左ちリアシートの 
シートベルトに装備されていまず。 

フ□ントシートのベルトフ オース リ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動してお0、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙が発生ずることがあ 
りますが、火災のむ配はあ0ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼颐疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがありますので、安全を確認 
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開き換気を行なってくだ 
さし、。 

• U アのシートベルトテンシヨナー 
は、作動時にバックルび下方に引さ 
込まれまず。バックル部分に作動の 
妨げになるよラなをのびないことを 
確認してください。 

• 作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ず指定サービスエ場で新品と 
交換して < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。指定サービスエ場、ま 
たは専門業者に依頼してください。 

Q 助手席に乗車していないとさは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
が作動ずることがありまず。 

〇 シー トベルトテンシヨナーの作動 
時に爆発音が聞こえますが、通常で 
は聴力への影響はありません。 


摆骗がが 
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〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトが正し<着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

0 シ— ト ベル トテンシ ヨナーは、 
パックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーが作動 
すると、 SRS 警告口が点口しまず。 

エアバッグ 


A けびのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく発 

揮するため、の点にミ主意してくだ 

さし、。 

. 乗員全員がシートベルトを正し<着 
用し、バックレストをでさるだけ重 
直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さにな 
るよラに調整してください。 

• 身長1日 Ocm 未満のテ供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後部 
に動かし、エアバッグとの間隔を確 
保してくださし、間隔が狭すざると、 
エアバッグが作動ずる衝撃でけがを 
するおそれがあ0まず。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、必ず前向走に装着して、助手 
席シートををつとち後ろの位置に 
して < ださい。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけな 
いで<ださい。ウインドウバッグが 
作動する衝撃でけがをするおそれが 
あ0まず。 


• 巧服のポケットなどに重い物や鋭利 
な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステア I 」ングのパッド部を 
持ったり、身体をステアリングや 
ダッシュボードにのせないでくださ 
し、。エアバッグの作動が妨げられる 
おそれや、エアバッグが作動したと 
さにけがをずるおそれがお0まず。 

• ドアなどの内張りに寄りかからない 
で < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくださし、。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物を 
置かないでください。 

• アシストグ U ップやコートフックに 
かたい物や鋭利な物をかけないで< 
ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないで< 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミラー 
などを取り付けないでください。 

• エアバッグを取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないでくださ 
し、。誤作動でけがをしたり、正しく 
作動しなくなります。 


A けがのおそれびあ0まず 

心心下のエアバッグ収納部には、 ) 又ッジ、 
ステッカー、 U モコンなどを貼付した 
り、市販のカップホルダーやアクセヴ 
リーなどを取り付けないで < ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• シートのバックレスト側面 
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エアバックの作動 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

• 関連部品に身体を触れないでくださ 
し、。部品が熱くなっており、火傷を 
ずるおそれがあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することがありまずが、火災 
の/。配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがありまずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したエアバッグは、必ず指定 
ヴービスエ場で新品と交換して < だ 
さい。 

未作動のエアバッグを廃棄するとさ 
は、廃棄専用の処置が必要です。指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼して < ださい。 

P エアバッグは高温のガスによりふ 
<らむため、ずり傷や火傷、打撲な 
どをすることがありまず。 

〇 シー トベルトテンシヨナーの作動 
時に爆発音が聞こえまずが、通常で 
は聴力への影響はありません。 

〇 エアバッグが作動ずると、 SRS 警 
告灯が点灯しまず。 


エアバッグの種類と収納場戸斤 

エアバッグを 収納場巧 

運転席 ステアリング 

エアバッグ パッド部 

助手席 助手席ダッシュ 

エアバッグ ボードパネル部 

ウインドウ フ□ントピラー 

バッグ と U アピラー間 

のルーフ ライこ 
ング部 


運転席/助手席エアバッグ 



①運転席エアバッグ 
ステア I 」ングパッド部 


©助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボード V てネル部 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 


攫涨がが 
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運転席/助手席エアバックは、下 

のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
上の衝撃を検知したとさ 

• エアバッグの作動が、シートベルト 
による乗員保護機能をさらに高める 
とシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 車両の横転な どに より、前後方向か 
ら一定 iU 上の衝撃を検知したとさ 

また、助手席には乗員検知機能を装備 

しており、助手席に乗員がいないと判 

断したとさは助手席エアバッグは作動 

しません。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、事故などのときに助手席エア 
パッグが作動ずることがありまず。 

〇 車の前ちからの衝撃が弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことがあ0まず。 

ウインドウパツグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグが作 
動し、頭部などへの衝撃を分散-軽減 
します。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の乗員 
の有無、シートベルトの着用に関わ 
らず、衝突の最初の段階で、左ち方向 
から一定政上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 

また、車が横転したときちウインドウ 
バッグは作動ずることがありまず。 

エアバッグの作動条件 

運転席/助手席エアバッグが作動ず 
るとさ 

正面衝突など車の前方左も 
約3日度政内の方向か5強 
い衝撃を受けたとを 




@ウインドウバッグ 

フ□ン ト ピラーから リア ピラー 部まで 
の ルーフ ライニング部 
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運転席/助手席エアバックが作動し 
ないとさ 


後ろから衝突されたとさ 



運転席/助手席エアバックが作動し 
ない場合があるとさ 


立木や電柱への衝突のとさ 



トラックの下に潜り込んだとさ 



磐涨がが 
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ウインドウバッグが作動ずるとき 

客室部分に横方向から 
強い衝擊を受けたとさ 

寻三 I 

も ゴ^ r •ゴ J 

化壁;^ で最 


ウインドウパツグが作動しない場合が 
あるとさ 


斜め方向から衝撃を受けたとさ 



客室し义外の側面に衝擊を到ブたとさ 

1: 

… IT 

- X ... 

r ： 

1 

: il— 

t 


いずれかのエアバックが作動ずる場合 
があるとさ 



IJ アへツ ドレスト 


心 事故のおそれびありまず 

柔車しているとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けて、ヘッドレストの中央 
が目の高さになるよラに調整してくだ 
さい。事故のとき、首にけがをするお 
それがありまず。 


磐紙が化 
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子供を乗せるとさ 


シートベルトは身長1 50 cm 上の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
す。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、適切なチヤイル 
ドセーフテイ シー トを使用してくだ 
さい。 


A けびのおそれびあ0まず 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用している場合でち、子供だけを 
車内に残して車から離れないでく 
ださい。 

◊運乾装置に触れてけがをずるお 
それがあ0まず。 

◊誤ってドアを開さ、事故の原因 
になりまず。 

◊炎天下では車内が高温になり、熱 
中症を起こずおそれがあります。 

◊寒を時には車内が低温になり、 
命にかかわるおそれがありまず。 

• 重い物やかたい物を積載するとさ 
は、確実に固定してください。 

• 荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、し U 下の 
よラな場含に子供がけがをずる危険 
性が増加しまず。 

◊ 急ブレーキ 
〇急な進路変更 
◊事故 

荷物の積み方について、詳しくは 
(>1 日0ページ）をご覧ください。 


チヤイルドセーフテイシート 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトが正しく着用でをない 
体檐の子供などは、チャイルドセー 
フテイシートを使用してください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体を 
車内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけがをするおそ 
れがあ0ます。 

• シートベルトが正しく着用でをない 
体棺の子供が、そのままシートべル 
卜を着用ずると、首を締め付けたり、 
腹部を強<圧迫したりして致命的な 
けがをするおそれがあります。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフテイシートを 
使用ずることが法律で義務付けられ 
ていまず。 

• 6歳!;!上の子供でを、シートベルト 
が正し<着用でさないテ供は、チャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 

• 身長1 50 cm 未満のモ供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適をしたチャイルド 
セーフテイシートを使用し、子供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激し<ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをずるおそれがあ0まず。 


磐骗がが 
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• センサー付き純正チャイルドセー 
フティシートを助手席に装着ずる 
とさは、必ず助手席エアバッグオ 
フ表示打が点灯することを確認し 
て < ださい。 

• センサー付き純正チャイルドセーフ 
ティシートし U 外のチャイルドセーフ 
ティシートは、リアシートに装着し 
て < ださい。やむを得ず助手席シー 
卜に装着するとさは、前向さに装着 
するタイプのみとし、助手席シート 
をでさるだけ後ろの位置にしてくだ 
さい。事故のと量、助手席エアバッ 
グが作動する衝撃で致命的なけがを 
するおそれがお0ます。 

• センサー付き純正チャイルドセーフ 
ティシートを助手席シートに装着し 
てわ助手席エアバッグオフ表示打が 
点灯しないとさは、チャイルドセー 
フティシートをリアシートに装着し 
て < ださい。やむを得ず助手席シー 
卜に装着ずるとさは前向さに装着 
し、助手席シートをでさるだけ後ろ 
の位置にしてください。 

• チャイルド セーフティシー トの下 
にクッシヨンなどを置かないでく 
ださい。チャイルド セーフティ シー 
卜が確実に装着されないおそれが 
あ0ます。 

• チャイルドセーフティシートが損傷 
しているときは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けた0、損傷 
したをのは子供を保護でをません。 

• チャイルドセーフティシートのクッ 
シヨンカバーが損傷したと量は、純 
正の物に交換してください。 


• チャイルドセーフティシートは確実 
に装着してください。急ブレーキ時 
などに、チャイルドセーフティシー 
卜が放り出されてけがをするおそれ 
がありまず。 

• チャイルドセーフティシートは直射 
曰光に当てないでください。炎天下 
では車内に置いたチャイルドセーフ 
ティシートが高温になり、子供が乂 
傷をずるおそれがありまず。 

• チャイルドセーフティシートの取り 
扱いや装着ちまについては、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
ください。 

〇 チャイ J レド セーフ ティ シー トに関ず 
る ミ 主意事項を記載したステッカーが、 
ヴンノ（イヴーに貼付されていまず。 

純正チャイルドセーフティシート 

ダイムラー社では、モ供の体重や年齢 

に応じた純正チャイルドセーフティ 

シートを用意していまず。 


シート名 

体重 

年齡 

ベビー 

セーフ 

プラス 

約 10 kg 政下 
または 

約 13 kg 似下 

新生児〜 

9力月位 
または 

18 力月位 

デュオ 

プラス 

9 〜 1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1 己 〜 36 kg 

3歳半〜 

12 歳位 


《チヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあ0まず。 
詳し<は販売店におたずねください。 


還択の目を 
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チャイルドセーフテイシート検知シス 
テム 

助手席のシート座面とセンサー付さ純 
正チャイルドセーフテイシートとの間 
で自動的に信号の発信/受信を行な 
い、チャイルドセーフテイシートの有 
無を判断ずるシステムでず。 

助手席にセンサー付さの純正チャイ 
ルドセーフテイシートを装着すると、 
助手席エアパッグの機能が解除され、 
助手席エアパ‘ツグオフ表示灯が点口 
します。 

助手席エアバッグオフ表示灯 



①助手席エアバッグオフ表示灯 

助手席エアバッグオフ表示灯①はエ 
ンジンスイッチを1か2の位置にず 
ると点口し（点口しないとさは表示口 
が故障していまず）、数秒後に消灯し 
ます。 

点灯してから数秒後に消口しないと 
さ、またセンサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着していないの 
に点口ずるときは、システムの故障で 
す。すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


心 けびのおそれびありまず 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 

ティシートを助手席に装着するとさ 

は、必ず助手席エアバッグオフ表示灯 

が点灯することを確認してください。 

• 助手席にセンサー付さ純正チャイル 
ドセーフティシートを装着してち助 
手席エアバッグオフ表示口が点灯し 
ないとさは、助手席エアバッグの機 
能は解除されていません。純正チャ 
イルドセーフティシートは後席に装 
着してください。また、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシート検知シ 
ステムに対応していないタイプの純 
正チャイルドセーフティシートは必 
ず後席に装着してください。 

• やむを得ずチャイルド セーフティ 
シートを助手席に装着ずるときは、必 
ず前向きに装着し、助手席シートをで 
さるだ I ガ妄ろの位置にしてださい。 

• 助手席のシートクッションに、電源 
の入ったパソコンや携帯電話など 
の電子機器、または磁気カードや 
にカードなどを置かないでくださ 
し、。チャイルドセーフティシート検 
知システムが誤作動して、事故のと 
きに助手席エアバッグが作動しない 
おそれやセンサー付さ純正チャイル 
ドシートを検知でをずに助手席エア 
バッグが作動ずるおそれがありまず。 

• 助手席のシート座面とセンサー付さ 
純正チャイルドセーフティシートの 
間に物を入れないで<ださい。チャ 
イルドセーフティシートを検知でさ 
な < なるおそれがあ0まず。 


喔骗がが 
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〇 助手席エアパッグオフ表示灯が点 
灯して助手席エアパッグが解除さ 
れているとさち、助手席のシート 
ベルトテンシヨナーやウインドウ 
バッグの機能は解除されません、 

チャイルドセーフティシート固定機構 

チャイルドセーフティシートを装着ず 
るとき、シートベルトを□ックずるシ 
ステムです。運転席 Li (がのシートべル 
卜に装備されていまず。 

※車種や仕様によ0、後席シートベルトに 
チャイルドセーフティシート固定機構び 
装備されていない場含びあ0ます。 

A けびのおそれびありまず 

子供をチャイルドセーフティシート固 
定機構で遊ばせないで<ださい。固定 
機構が作動ずるとシートベルトが引さ 
出しち向に動かな<なるため、誤って 
シートベルトが首に卷さ付<と、窒息 
など致命的なけがをずるおそれがあ0 
ます。 


Q 助手席シートベルトにチャイルド 
セーフティシート固定機構が装備さ 
れていますが、チャイルドセーフ 
ティシートはでさるだけリアシート 
に装着してください。 

やむを得ず助手席にチャイルドセー 
フティシートを装着ずるときは、助 
手席エアパッグの機能を解除ずるセ 
ンサー付さの純正チャイルドセー 
フテイシートを装着してください 
([>38ページ）。 


固定機構を使用ずる 

► チャイルドセーフテイシートを、製 
品に付属の取扱説明書に従って正し 
<装着しまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込んだ状態でシートベルトを 
いっぱいまで引さ出した後、チャイ 
ルドセーフテイシートが確実に固定 
でさる位置までシートベルトを巻さ 
取らせまず。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定した後、シートベルトが引さ出し 
方■向に動かないことを確認して < だ 
さし、。 

固定機構を解除ずる 

► シー トベルトの プレー トをバック 
ルからがし、シートベルトを巻さ 
取らせまず。 

。シートベルトを着用した状態で上 
体を大さく動かしたとさに 、シー 
トベルトが引さ出されてチャイルド 
セーフテイシート固定機構が作動ず 
ることがありまず。このとさは、固 
定機構を解除してから、シートべル 
卜を再度着用して < ださい。 


磐骗がが 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 



①固定装置 

左ちのリアシー N こ JSO - FIX 对応チャ 
イルドセーフテイシート用の固定装置 
①を装備していまず。 

A けびのおそれびありまず 

• 固定装置は、体重 22 kg 似下の子供 
を乗せるときに使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して<ださ 
し、。装着のしかたを誤ると、事故の 
とさ、十分な効果が得られなかった 
り、チャイルドセーフテイシートが 
外れるおそれがあ0まず。 

• チャイルドセーフテイシートや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場含は、指定サービスエ場で 
新品に交換してください。 


テザーアン カー 



①テヴーフック 
©テヴーアンカー 


ラゲツジルームにテヴーアンカー®を 
装備していまず。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チヤイルドセー 
フテイシートを装着することができ 
まず。 

チヤイルドセーフテイシートの上部を 
固定することにより、事故のとさ、チヤ 
イルドセーフテイ シー トの前方への移 
動を抑えることがでさまず。 

チヤイルド セーフ テイ シー トの取り 
扱いや装着方法については、製品に添 
付されている取扱説明書をお読み< 
ださい。 


摆骗がが 
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〇 純正チヤイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備していな 
いタイプびありまず。詳し<は販売 
店におたずね < ださい。 


テザーフックを取り付ける 



①テヴーフック 
③テヴーアンカー 
③テヴーベルト 


► セーフテイネットを取り外しまず 
(>154 ページ)。 

► U アシートにチャイルドセーフテイ 
シートを装着しまず。 

装着方法については、製品に添付 
されている取扱説明書をお読み< 
ださい。 

► へッドレストの2本の支せの間に 
テヴーべルト③を通しまず。 

► テヴー フック①をテヴーアンカー③ 
にかけまず。 


► テヴーベルト③を締め付けまず。 

締め付け方法については、製品に添 
付されている取扱説明書をお読みく 
ださい。 

► 必要であれば、へッドレストをかし 
下げまず。 

テヴーべルトの動さび巧げられてい 
ないことを確認してください。 

チャイルドプルーフ□ック 


モイ其び後席に乗車ずるとさは、し U 下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• U アドア/テールゲートのチャイ 
ルドプルーフ□ック 
• U アドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A 事故やけびのおそれがありまず 

子供が後席に乗車ずるとさは、チャイ 
ルドプルーフ□ックを設定してくださ 
し、。子供がリアドアやテールゲート、 
リアドアウインドウを開くと、事故や 
けがの原因にな0ます。 


磐骗がが 
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リアドア/ テールゲー トのチヤイ ル 
ド プルーフ □ ツクを設定ずる 



，倒[の - a 容 

间<««1啤， 

1」アドア 

①ノブ 



テールゲート 
①ノブ 


車内のレバーを引いてを1」アドアや 
テールゲー トび開かなくなりまず。 

► ノブ①を、エマージェンシーキーの 
先端やドライバーなどで下側の位置 
にしまず。 

► 1」アドアまたはテールゲートを閉じ 
ます。 

► 解除ずるとさは、ノブ①を上側の位 
置にしまず。 


〇 チヤイルドプルーフ□ックを設 
定した1」アドアやテールゲートを 
開くときは、 U モコン操作やドア 
□ックスイッチで1」アドアやテー 
ルゲートを解綻して、車外から開 
いて < ださい。 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



① セーフテイスイツチ 


1」アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウの操作びでさなくなりまず。 

► セーフティスイッチを■面の見え 
る位置（ちにスライド）にしまず。 

U アドアのスイッチでドアウインド 
ウを開閉でさな< なりまず。 

► 解除ずるときは、セーフティスイッ 
チを D の見えない位置（左にス 
ライド）にしまず。 

〇 セーフティスイッチの設定/解除 
にかわ、わらず、運転席ドアのスイッ 
チでは、リアドアウインドウを操作 
でさまず。 


摆骗がが 
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走巧を全装備 


走行安全装備には、 iU 下のちのがあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• 巨 AS (ブレーキアシスト） 

• ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム） 

• EBV (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワー-ディスト U ビューシヨン） 

• 4 ETS (エレクト□ニック-トラク 
シヨン-ヴポート） 

〇 雪道や凍結路を走行ずるときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを装着 
することで、 ABS や BAS 、 ESP の 
効果が発揮されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備が適切に作動してわ、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界があります。常に道 
路や天候の状況にミ主意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
ません。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのフレーキ時など、車び不 
ま定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよ5になりまず。 

滑りやずい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでを ABS は作 
動しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレーキ 
ぺ夕 } レをしっかりと踏み込んでくださ 
し、。ポンピングブレーキを行なラと制 
動距離が長<なるおそれがあります。 


A 事故のおそれがありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転か5の事故を防ぐ 
ちのではおりません。 ABS が適切 
に作動してち、車両操縦性や走行安 
定性の確保には限界があります。 

また、タイヤのグリップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


. ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ツクします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長< なるおそれが 
あります。 


磐紙がが 
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• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、 BAS と ESP の機能ち） 
解除されます。常に道路や天候の 
状況にミ主意し、十分な車間距離を 
保って運転してください。 

Pabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。 iU 下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した 
路面 

• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたときは(>213 
ページ）をご覧<ださい。 

OaBS に異常があると、 liTF のシス 
テムち正し<作動しな<なることが 
ありまず。 

◊ ESP 

◊ BAS 
0 4 ETS 

OaBS に異常があると、 ESP に関ず 
る故障/警告ッセージが表おさ 
れることがあ0まず。ずみやかに指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


〇 デイファレンシャル□ックをオン 
にずると、 ABS が解除され 、 ABS 
警告灯と ESP 表示灯が点口しまず。 
また、マルチファンクシヨンデイ 
スプレイに " ABS 巧のカノウ□ックサレテイ7 
ス DIF - FERENTIAL LOCK " と表おさ 
れまず（[>1日2ページ）。 

ABS び作動したとを 


ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずるこ 
とがありまずが、異常ではありませ 
ん。そのままペダルを踏み続けて< 
ださい。 

強い制動力が必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
<ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ぺ夕 V レ 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

ABS 警告灯 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点口し（点灯しないとさは警告灯が故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消灯しないとさや、 
エンジンがかかっているとさに点口し 
たとさは、 ABS に異常がありまず。 

通常のブレーキ時の制動力は確保され 
ますむ'く、 ABS 、 ESP 、 BAS 、4 ETS I ま 
作動しません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
指定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 


摆骗がが 
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BAS 

BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

巨 AS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


A 事故のおそれびありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐものではあ0ません 。 BAS 
が作動してち制動距離の短縮には限 
巧がありまず。また、タイヤのグリッ 
プが失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

. BAS に異常があるときち)ブレーキ 
は通常通り作動しますが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なるお 
それがお0ます。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 


H マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ABS に関する故障/警告ッ 
セージが表示されたときは BAS は 
作動しません。詳し< は（杉213ペー 
ジ）をご覧ください。 

〇 BAS に異常があると、 A 巨 S も正し 
<作動しな < なることがありまず。 

〇 BAS に異常があるときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告ッセー 
ジが表示されまずが、ブレーキは通 
常通0作動しまず。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


ESP 

ESP (エレクト□こック•スタビリティ- 
プ□グラム）は、タイヤの空転時や横 
滑り時など、車が不安定な状況になつ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しよラとずるシステムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

. ESP は車両操縦性や走行安定性を 
高めるシステムで、無謀な運転から 
の事故を防ぐわのではありません。 
ESP が作動してち、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界がありま 
す。また、タイヤのグリップが失わ 
れた状況では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 


磐骗がが 
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P 前輪または後輪を持ち上げてけん 
引されるとさや、ダイナモメーター 
上でパーキングブレーキのテストを 
行なうときは、エンジンスイッチを 
2 の位置にしないでください 。 ESP 
によ0ブレーキび作動し、ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

Q ダイナモメーターを使用して検査 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し)。駆動系部品やブレーキシス了ム 
を損傷するおそれびありまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

P マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに ESP に関する故障/警告 
メ ッセージび 表示されたときは、 
(1>213、214ページ）をご覧くだ 
さい。 

〇 デイファレンシャル□ックをオン 
にずると、 ESP の機能び解除され 
ます。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP び 
作動することびありまず（走行中に 
ESP 表示灯び点滅したままになり 
ます）。 

Oabs に不具合び生じたときは、 
ESP を機能を停止しまず。 

Oabs 警告灯胃び点灯していると 
をは、 ESP を作動しません。指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場な どのターンテーブ )レで回転 
させにり、駐車場のらせん状のアフ 
□ ーチを走行してし''るとさなどに、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり、 ESP 表示 
灯や ABS 警告灯び点灯ずることび 
ありまず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に停 
車して、エンジンスイッチを0の 
位置に戻し、エンジンを再始動して 
ください。しばらく走行ずると故 
障/警告メッセージや ESP 表示灯、 
ABS 警告灯は消灯しまず。 

wm ESP 表み打 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点口し（点灯しないとさは表示灯が故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯しまず。発進時または走行中に点滅 
したときは、 ESP または 4 ETS (>49 
ページ）が作動していまず。 

また、下のとさは点口したままにな 
りまず。 

• ESP の機能が解除されているとき 
047ページ） 

• ESP が故障しているとき(>223 
ページ） 


曜骗がが 
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走行ま全装備 


A 事故のおそれびありまず 

ESP 表示灯が点滅しているとさは、夕 
イヤが空転しているか、車が横滑りし 
ています。アクセルペダルを踏む力を 
かしゆるめてください。また、慎重に 
運転ずるととをに、し^下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ操作 
• ESP の機能の解除 

ESP オフスイッチ 



① ESP オフスイッチ 

ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行ずる 
とさや、スノーチェーンを装着してい 
るときなどは、 ESP の機能を解除した 
ほ5が走行しやずい場合がありまず。 


ESP の機能を解除ずる 

► エンジンがかかっているとさに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能が解除され、 ESP 表示 
灯が点灯したままにな0まず。 

ESP を待機げ態にずる 

► エンジンがかかっているとさに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP が待機状態になり、 ESP 表お 
灯が消灯しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• ESP オフスイッチで ESP の機能を 
解除したとさは、必ず路面の状況に 
含わせた速度で慎重に運転ずるとと 
ちに、 i ； rF の操作は絶対に行なわな 
いよラにしてください。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
〇急激なエンジンブレーキ操作 

• ESP の機能を解除ずる必要がなく 
なったときは、 ESP を待機状態に 
してください。車が不安定な状況に 
なったとさに、車両操縦性や走行ま 
定性を確保することができません。 


磐骗がが 
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OESP オフスイツチで ESP の機能を 
解除しているときにタイヤの空転や 
横滑りを感知ずると、 ESP 表示灯 
が点滅しまずが、 ESP は作動しま 
せん。 

ただし、 iU 下のとさは ESP が作動 
します。 

• 走行速度が約 60 km / hl ； LL のとき 
• ブレーキを効かせたとさ 
〇 エンジンを始動したとさ、 ESP は 
常に待機状態になりまず。 

© ESP の機能を解除しても、 4 ETS 
の機能は解除されません。 


EBV (エレクト□ニック-ブレーキパ 
ワー•デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムでず 

A 事故のおそれびありまず 

EBV に異常があるとさを通常のブレー 
キは作動しますが、後輪が□ックする 
おそれがありまず。路面の状況にをわ 
せて慎重に運転してください 


4 ETS 


4 ETS は、滑りやずい路面などで車輪 
が空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムでず。 

4 ETS は速度が約 60 km / h 這 TF のとき 
に作動しまず。 

4 ETS が作動ずると、 ESP 表示:な （>47 
ページ）が点滅しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 4 ETS は駆動力を確保し、車両操縦 
性や走行ま定性を高めるシステム 
で、無謀な運転からの事故を防ぐち 
のではありません。 4 ETS が適切に 
作動してち、駆動力の確保には限界 
があります。 

• 4 ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

Q 前輪または後輪を持ち上げてけん 
引されるとさや、ダイナモ><一夕一 
上でパーキングブレーキのテスト 
を行なラときは、エンジンスイッ 
チを2の位置にしないで<ださい。 
4 ETS によりブレーキが作動し、ブ 
レーキシステムや駆動系部品を損傷 
するおそれがありまず。 

Oabs に不具合が生じたとさは、 
4 ETS 、 ESP 、 BAS の機能も解除さ 
れます。 

OeSP の機能を解除しても、 4 ETS 
の機能は解除されません。 


磐骗が批 
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资難防止システム 


を難防止システム 


を難防止警報システム 



①けん弓 I 防止警報機能解除スイツチ 
③表示な 


システムび待機状態のとを、しツ下のよ 
5な状況を感知ずると、サイレンと非 
苗点滅灯の点滅で周囲に知らせまず。 

• ドアび開けられたとさ 
• テールゲートび開けられたとさ 
• ボンネットび開けられたとさ 

• けん引などで車び持ち上げられて車 
び傾いたとさ（けん引防止警報機能） 
051ページ） 

• ウインドウび割られたり、車内で人 
などび動いたとを（室内センサー） 
052ぺージ） 

システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

けん弓 I 防止警報機能解除スイッチ① 
の表示灯③び点滅し、約10秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のときは、表示 
灯③び点滅を続けまず。 


システムの待機:!犬態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠しまず。 

〇システムび待機状態のとさに車内 
からドアやテールゲートを開くと警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
をは待機状態にしないでください。 

H システムを待機状態にしてを、表 
示灯③び点滅しない場合は、システ 
ムび故障していまず。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

警報の作動 

警報び作動ずると、サイレンび約30 

秒間鳴り、非苗点滅灯び通常の約2倍 

の速さで約5秒間点滅しまず。また、 

ルームランプを約5秒間点灯しまず。 

パッテ U —の接続び絶たれたとさを、 

サイレンび鳴りまず。 

〇 U モコン操作で施湿した後 、X 
マージてンシーキーで 運転席ドア や 
テールゲートを解誌して開くと、警 
報び作動しまず。 

警報び作動したとをの停止ち法 

► キーの解錠ボタンか施錠ボタンを押 
ずか、エンジンスイッチにキーを差 
します。 

〇 ドアやテールゲート、ボンネット 
などを開いて警報が作動したとさ 
は、それらをずぐに閉じてち、警報 
は停止しません。 


磐骗がが 









盗難防止システム 


51 


けん引防止警報機能 



①けん弓 I 防止警報機能解除スイッチ 
③表示な 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、けん引などで車び持ち上げられて 
車び傾< と、けん引防止警報機能び作 
動して、サイレンと非甫点滅灯の点滅 
で周囲に知らせまず。 

けん弓 I 防止警報機能を待機が態にずる 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

約30秒後にけん引防止警報機能び 
自動的に待機状態になりまず。 

〇 けん引防止警報機能び待機状態の 
とさにジャッキアップずると、警報 
び作動ずる場合びありまず。 

けん弓 I 防止警報機能の待機が態を解除 
ずる 

► U モコン操作で解錠しまず。 


警報び作動したときの停止ち法 

► キーの解蟲ボタンか施錠ボタンを押 
すか、エンジンスイッチにキーを差 
します。 

車を立体駐車場に入れたり、カーフエ 
I 」 一 や車両運搬車に載せて移動ずると 
さは、けん引防止警報機能び作動ずる 
ことびありまず。そのよ5なとさはけ 
ん引防止警報機能を解除してから施錠 
して < ださい。 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
9 〇 

► けん弓 I 防止警報機能解除スイッチ① 
を押しまず。 

表示灯③び数秒間点灯し、その後消 
灯して、けん引防止警報機能び解除 
されまず。 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

けん引防止警報機能び解除され、 
車び傾いてを警報び作動しな < な 
りまず。 

〇 けん引防止警報機能を解除して 
ち、盗難防止警報システムは作動し 
ます。 


攫骗がが 
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盜難防止システム 


室内センサー 



①室内センサー解除スイッチ 
③表示な 

車内の状態を監視し、ウインドウび割 
られたり、車内での人の動さなどを感 
知すると、サイレンと非甫点滅灯の点 
滅で周囲に知らせまず。 

室内センサーは車内のルーフ中央部に 
ありまず。 

システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で車を施錠しまず。 

けん弓 I 防止警報機能解除スイッチの 
表示灯び点滅し、約30秒後に待機 
状態になりまず。 

待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作で車を解湿しまず。 

警報が作動したときの停止ち法 

► キーの解錠ボタンか施錠ボタンを押 
すか、エンジンスイッチにキーを差 
します。 


〇ルームミラーにマスコットなどを 
かけたり、アームレストの上に物を 
置いたまま室内センサーを待機状態 
にしないで<ださい。室内センサー 
び正常に作動しなくなるおそれびあ 
りまず。 

車内に人び残る場合などは、室内セン 
サーを解除してから車を施湿してくだ 
さい。 

室内センサーの解除 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

► 室内センサー解除スイッチ①を押し 
まず。 

表示灯③び数秒間点滅し、その後 
消灯して、室内センサーび解除さ 
れまず。 

► U モコン操作で車を施插しまず。 


磐骗がが 
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A 事故のおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れないで 
ください。施錠されていてち、誤つ 
て車内のドアレバーを引いてドアを 
開いたり、運転装置に触れて、事故 
やけびをするおそれびあります。 

• 車から離れるとさは、短時間でをお 
ず車を施綻してください。また、車 
内にキーを残したまま車から離れな 
いでください。事故や盗難のおそれ 
びあ0まず。 

• 重い物やお要！; • Lb に大さな物、ステ 
ア U ングなどの操作部に接触する物 
をキーホルダーとして取り付けなし、 
で < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接軸す 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こすおそれびあ 
0まず。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐにめ、ただちに指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

〇キーは衝撃や水から避けてくださ 
しん故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
おそれびありまず。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 


〇 新たにキーをつくる場合は、指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 
〇2 つのキーを見わけるためキーの 
ストッパーの色は異な0まず。 



①発信部 
③表示な 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥エマージェンシーキー 

1」モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

それぞれのキーにはエマージてンシー 
キーを収納しています。 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにし U 下の操作びでさまず。 

• し U 下の各部の解錠/施插 
◊ドァ 

◊テールゲート 
◊燃料給油フラップ 

• ドアウインドウとスライデイング 
ルーフの開閉 
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操作時に表示灯③び1回点滅しまず。 









Q キーを強い電磁波にさらずと、 
U モコンに障害が発生ずるおそれ 
がありまず。 

Q 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、リモコンが作動しなかったり、 
誤作動するおそれびありまず。 

〇 車びバッテ U —あびりを起こした 
とさは、キーの電池び正甫でを1」モ 
コン操作での解読/施錠はでをま 
せん。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
表示灯び点灯せず、 U モコン操作び 
でさな<なりまずび、エンジンは始 
動でさまず。 

解綻ずる 

► 解绩ボタン④を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび解錠され、非甫点滅灯び1回 
点滅します。 

〇 U モコン操作での解錠後約40秒 
し U 内に、 liTF のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解淀）を 
押す 


施綻ずる 

► 施錠ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅灯び3回 
点滅しまず。 

Q U モコン操作で施錠したとさは、 
非常点滅灯び3回点滅したこと、 
ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび確実に施湿され、ずべて 
のドアウインドウとスライデイン 
グルーフび閉じていることを確認 
して < ださい。 

リモコン機能の設定切曾 


U モコン操作での解綻時に、運転席ド 
アと燃料給油フラツプだけを解錠ずる 
ことびでさまず。 

リモコン機能の設定を切り智える 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン④を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、設 
定び切り替わりまず。 

この状態ではじ(下のよ5に作動しまず。 

• 解錠ボタン④を1回押ずと、運転 
席ドアと燃料給油フラツプび解錠さ 
れます。 

• 続けて約40秒し i (内に解錠ボタン④ 
を押すと、助手席ドアと1」アドア、 
テールゲー トび解錠されまず。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 再度、施錠ボタン③と解錠ボタン④ 
を同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、元 
の設定に戻りまず。 
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□ケイターライティング 


車内か5の開閉 


周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解綻すると、車幅灯、フ□ントフォグ 
ランプ、ドア S ラーランプ、テールラ 
ンプ、ライセンスランプび点灯しまず。 

点灯したランプは、運転席ドアを開い 
たとき、まには約40秒後 I こ消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(W 20ページ）をご覧ください。 


ドアの開閉 



A 事故のおそれびあ0まず 

• ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたび不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアび開くおそれびあ 
0ます。 

• ドアを開くとさは、周囲の安全を十 
分確認してください。 

• 同乗者びドアを開 < とさは、ち;険びな 
いことを運転者び確認してください。 

〇車から離れるとさは、エンジンを停 
止し、必ずドアを施錠してください。 

[I ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよラにミ主意してください。 
車の周りにモ巧びいるときは、特に 
ミ主意して < ださい。 

〇 助手席のドアと1」アドア、テール 
ゲートは、開いているとさに□ック 
ノブを押し込んでから閉じると施錠 
ごれます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、マルチフアンクシヨン 


①□ックノブ 
③インナーグ U ップ 
③ドアレバー 


車内か5開く 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
9 〇 

ドアび施湿されているとさは、□ッ 
クノブ①び上びって解錠され、ドア 
を開さまず。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実に 
閉じまず。 

車夕 I •か5の開閉 




■Mr 


①ドア八ンドル 


ディスプレイに警告マークが表示さ @キーシリンダー 
れます （>21 日ぺージ）。 
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車がから開く 

► キーシ U ンダー③を押し、ドア八ン 
ドル①を持ってドアを開さまず。 

車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 

ドアごとに施綻/解錠ずる 



①□ックノブ 
③ドア レバー 

解綻ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアを開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みまず。 

H 施錠後は、ずべての□ックノブが 
完全に下がっていることを確認して 
<ださい。 

。□ックノブが完全に下がっていな 
し、ドアがあるとさは、そのドアを 
し、つたん開を、再度閉じてから施錠 
して < ださい。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約1 5 km/h (上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施湿し 
9 〇 

この機能の設定と解除については 

(>122 ページ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア □ ックを設定した状 
態で、車を押したり、タイヤ交換 
などで車を持ち上げるとさは、エ 
ンジンスイッチを0の位置にして 
<ださい。タイヤび回転ずると施 
錠され、車外に閉め出されるおそ 
れびありまず。 

Q 車速感応ドア □ ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアかテールゲートを開<ひ 
エンジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックで施强された 
ドアを車内から開いて解錠したとき 
は、開いたドアを再度閉じて走行速 
度び約 15 km/hLi (上になると、ド 
アは再び施淀されまず。 

〇 車速感応ドア□ックにより車び施 
錠されていてを、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーび作動ずると 
ドアは自動的に解錠されまず。 
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ドア□ツクスイッチ 



①ドア□ックスイッチ（解錠） 

③ドア□ックスイッチ（施錠） 

車内から、ずべてのドアと テールゲー 

卜をスイッチ操作で解錠/施錠ずる 

ことびでをまず。 

瞄錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）①を押 
します。施綻する 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を押 
します。 

A けびのおそれびありまず 

テ供だけを残して車から離れないで< 
ださい。施錠されていても、誤って車 
内からテールゲートを開いて、事故や 
けがをずるおそれがあ0まず。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠してあ 
るとさ、車内からフ□ントドアを開 
くと、他のドア、テールゲートち解 
錠されます。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 


〇 リアドアや テールゲー トが開いて 
いるとさにドア□ックスイッチで 
施錠すると、開いている U アドア 
や テールゲー トの□ックノブが下 
がりまず。そのまま閉じると施錠 
されまず。 

〇 助手席ドアが開いているときは、 
ドア □ ックスイッチでは施錠できま 
せん。 

〇 運転席ドアが開いているとさに、 
ドア□ックスイッチで施錠ずると、 
運転席 iu がのドアが施錠されまず。 

〇 リモコン操作で施錠してあるとき 
は、ドア□ックスイッチでは解錠で 
きません。 


っ —ルケート 

A 事故のおそれびありまず 

エンジンがかかっているとをは 、テー 
ルゲートを開いたままにしないでくだ 
さい。排気ガスが車内に入り、意識不 
明になったり、中毒死するおそれがあ 
0ます。 


A けびのおそれびありまず 

テ供だけを残して車から離れないでく 
ださい。施錠されていてを、誤って車 
内からテールゲートを開いて、事故や 
けがをするおそれがあ0ます。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
に十分な空間があり、身体や物に接 
触するおそれのないことを確認して 
<ださい。 


B を邸 e 恒冊 
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H テールゲートを閉じるときは、身車内か5の開閉 
体や物を挟まないようにミ主意してく 
ださい。車の周りに子巧びいるとさ 
は、特にま意してください。 

〇テールゲー トを閉じたときは、 

テールゲートび確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

〇 U モコン操作で解湿でさないとさ 
は、車夕化)、らエマージェンシーキー 
で解綻することびでさまず 

車がか5の開閉 




①インナーグ U ップ 
③レバー 

テールゲートを 開< 

► レバー③を矢印の方向に引きまず。 

テールゲートを 閉じる 

► インナーグ U ップ①を持って確実に 
閉じまず。 

車内か5の解綻/施錠 


① テー ル ゲー ト八ンドル 
③ キー シリンダー 

テールゲー トを開く 

►キーシ U ンダー③を押し、テール 
ゲート八ンドル①を持ってテール 
ゲートを開さまず。 

テールゲートを 閉じる 

►テールゲート八ンドル①を持って確①□ックノブ 



実に閉じまず。 


⑤レバ ー 


車内か5解錠ずる 


I 


► レバー③を矢印の方向に引をまず。 
このとさテールゲートを開さまず。 
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車内か5施綻ずる 

► □ックノブ①を押し込みまず。 

Q U モコン操作で施淀した後に、レ 
バーを引いてテールゲートを解錠し 
て開くと、盗難防止警報システムび 
作動します。警報を停止するには、 
キーをエンジンスイッチに差し込む 
か、キーの解淀ボタンか施錠ボタン 
を押します。 

エマージエンシーキーでのテールゲー 

卜の解錠/施綻 



① キー シリンダー 
③解錠方向 
③施錠方向 

U モコンび機能しないとさは、エマー 
ジェンシーキーでテールゲートを解錯 
/施綻でさます。 

解綻ずる 

► キーシ U ンダー①にエマージェン 
シーキー （^233 ページ）を差し込 
みます。 

► 解錠方向③にまわしまず。 

施綻ずる 

► キーシ U ンダー①にエマージェン 
シーキーを差し込みまず。 

► 施湿方向③にまわしまず。 


QU モコン操作で施淀されていると 
さに、エマージェンシーキーでテー 
ルゲートを解綻して開くと、盗難防 
止警報システムび作動しまず。警報 
を停止ずるには、キーの解錠ボタン 
か施錠ボタンを押ずか、キーをエン 
ジンスイッチに差し込みまず。 

Q エマージてンシーキーでテール 
ゲートを解結/施綻してを、ドア、 
燃料給油フラップは解淀/施淀ご 
れません。 
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作動内容 

@ 0:キーを差し込む/巧く位置 

1:エンジンを停止したまま電 
① 気装備の一部を使用すると 

きの 1 AZ 直 

2:走行ずるとさの位置 
③ ずべての電気装備び使用で 

をます。 

3:エンジンを始動ずる位置 
エンジンスイッチを3の位 
(3) 置までまわして手を放すと、 

自動的に スターターび 作動 
し続け、エンジンび始動し 
ます。 


タツチスタート 


エンジンスイッチを3の位置までま 
わすと、手を放してを自動的にスター 
ターび作動し続けて、エンジンび始動 
します。 


A 事故のおそれびありまず 

ごく短時間でち、車から離れるとさは 
エンジンスイッチからキーを巧いてく 
ださい。また、テ供だけを車内に残さ 
ないでください。いたずらから車の発 
進、义がなどの事故び発生するおそれ 
びあります。また、炎天下では車内び 
非常に高温にな0、熱中症を起こすお 
それびあ0まず。 


Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 

〇バッテ U —あびりを防止ずるた 
め、駐車時は必ずエンジンスイッチ 
からキーを巧いてください。 

。エンジンスイッチにエマージェン 
シーキーを差ずことはでさません。 

〇 セレクターレバーびに入つ 
ていないとさはエンジンスイッチか 
らキーを巧くことびでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧か 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーを いつ 
たん抜さ、再度差してからまわして 
<ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 


I 
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A 事故のおそれびありまず 

運乾席シートの調整は、必ず停車して 
いるとさに行なってください。走行中 
に行なって操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれが 
おりまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。シート調整スイッチに 
触れるとシートが動さ出し、けびをす 
るおそれがありまず。 

シートを調整するとさは、身体や物 
などが挟まれないよラに注意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関する注意をお読みください（1>32 
ページ）。 


。シ_卜を調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損傷 
するおそれがあ0まず。 

U シートを後方に移動した0、バッ 
クレストを後方に倒ずときはリア 
シートと接触しないよラにミ主意して 
<ださい。シートやシートバックポ 
ケットの収納物を損傷するおそれが 
ありまず。 

H バックレストの角度やへッドレス 
卜の高さを調整するとさは、サン 
バイヴーを収納して<ださい。へッ 
ドレストが最ち高い位置にあるとき 
は、サンバイヴーとへッドレストが 
接触するおそれがありまず。 


シートの調整 



左側シートのスイッチ 
①バックレストの傾さ調整 
© シートの前後位置調整 
@シートク ッ シヨンの傾き調整 
® シートの高さ調整 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とき、または操作ずる側のフ□ントド 
アが開いているとさにシートの調整が 
でさまず。 

バックレストの傾きを調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印①の方向 
に操作しまず。 

シートの前後位置を調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印③の方向 
に操作しまず。 

シートクッシヨンの傾きを調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印⑤の方向 
に操作します。 

シートの高さを調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印④の方向 
に操作します。 
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へツ ドレスト 


心 事故のおそれびありまず 

乗車しているとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けてください。事故のとさ、 
首にけがをするおそれがありまず。 


A けびのおそれびありまず 

へッドレストの中むが目の高さになる 
よラに調整してくださし、。事故のとさ、 
首にけがをするおそれびありまず。 

フ□ントへツドレスト 



左側シート 

①高さ調整スイッチ 

へッドレストの高さを調壁ずる 

► 高さ調整スイッチ①を矢印の方向に 
操作しまず。 

へッドレストを取りがず 

►へッドレストをいっぱいまで上げ 
ます。 

►へッドレストの支柱を持ち、引を巧 
をます。 


へッドレストを取り付ける 

► 高さ調整スイッチ①を上方に約5 
秒間操作しまず。 

► へッドレストの支柱を取り付け巧に 
差し込んで、押し込みまず。 

へッ ドレストのリセット 

バッテ1」 一び あび った 〇バッテ1」 一の 
接続び一時的に断たれたとさは、へッ 
ドレストの U セットび必要になること 
びありまず。 

► シートをいっぱいまで前方に移動し 
てから、ヘッドレストをいっぱいま 
で下げまず。 

U アへツ ドレスト 



へッドレストの高さ調壁 

► 矢印の方向に手で上下させまず。 

へッドレストの取り夕1•し 

►へッドレストを引さ上げて取り外し 
まず。 

へッドレストの取り付け 

► へッドレストの支柱を取り付け巧に 
差し込み、押し込みまず。 
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ソ ート t _ —夕一 

D コートや厚手の衣服などを着用し 
ている状態や、毛ななどの保温性 
の高いちのをシートにかけた状態で 
シートヒーターを使用しないでくだ 
さい。また、シートヒーターを連続 
して使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターが故障ずるおそれがあ0まず。 

〇し U 下の事項に該当ずる方は' 熱ずざ 
に0、ほ温乂傷をずるおそれびあ0 
ますので十分にミ主意してください。 

◊乳幼児、高齢ち、病人、体び不 
自由な方 

〇皮膚の弱し、方 
◊疲労の激しし、方 
〇眠気をさそう薬を服用した方 
◊飲ミ酉した方 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな0 
ます。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
りバッテ U —の電圧びほくなると、 
シートヒーターび停止ずることびあ 
りまず。このとさはスイッチの表示 
灯び点滅しまず。電圧び回復ずると、 
再び自動的 I こ作動し、表示灯び点灯 
します。 


フ□ントシートヒーター 



①シートヒータースイッチ 
©表示灯 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

スイッチを押ずごとに点口ずる表示灯 
の数が変わり、シート ヒーターの 作動 
内容が切り替わりまず。 

シートヒーターを使用ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
^ 〇 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に点口ずる表示口®の数が変わり、 
シートヒーターの作動内容が切り替 
ねりまず。 

シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示口®を消灯させまず。 


を邸 S 恒冊 
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点なしている 
表示なの数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 

約5分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シー トヒーター扫'く 
中で作動しまず。 

約10分後に自動 
的に弱に切り替わ 
りまず。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動します。 

約20分後に自動 
的に停止します。 

0 

停止していまず。 


リアシートヒーター 


①表示好 

© リアシート ヒーター スイッチ 


シートヒーターを強で使用ずる 

► U アシートヒータースイッチ®の下 
側を押します。 

表示灯①が2つ点口しまず。 

シートヒーターが強で作動し、約 
5分後に自動的に弱に切り替わり 
まず。 

シートヒーターを弱で使用ずる 

► リアシートヒータースイッチ③の上 
側を押しまず。 

表示口①が1つ点口しまず。 

シートヒーターが弱で作動し、約 
30分後に自動的に停止しまず。 

シートヒーターを停止ずる 

► 強で使用しているときはリアシー 
トヒータースイッチ③の下側を押 
し 9 〇 

► 弱で使用しているときはリアシー 
トヒータースイッチ®の上側を押 
します。 

〇 左リアシートのシートヒーターを 
作動させると、中央 U アシートち暖 
まりまず。 




を邸 S 恒脚 


エンジンスイツチが2の位置のときに 
使用でさまず。 
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ステアリング 


ステアリング 


A 事故のおそれびありまず 

ステアリングの調整は、必ず停車中に 
行なってくださし、走行中に行なって 
操作を誤ると、車のコント□ールを失 
い、事故を起こすおそれがあります。 


A けびのおそれびありまず 

運転中はステアリングのパッド部を持 
たないでください。万一のとさ、運転 
席エアバッグの作動を巧げるおそれが 
おりまず。 

ステアリングのパッド部にカバーをし 
たり、バッジやステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼り付けないで< 
ださい。運転席エアバッグの作動を妨 
ばたり、作動時にけがをするおそれが 
あります。 


A けびのおそれびあ0まず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。ステアリング調整レ 
バーを操作ずることでステアリングが 
動さだし、ステアリングに身体を挟ま 
れるおそれがあ0まず。 

〇ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ず 
るおそれがありまず。 

Q 故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるときは、十分ま意して<だ 
さい。エンジンが停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非常に大 さな 力が必要でず。 



①ステアリング調整レバー 

©前後位置の調整 

@上下位置の調整 

ステアリングを調整ずるときは、 iu 下 

のことにミ主意してくださし、。 

• ステア U ングを握ったとき、腕に適 
度なを裕がある 

• 足を自由に動かせて、ペダルが十分 
に踏み込める 

• ーターパネルのずべての 一夕一 
類やマルチフアンクシヨンデイスプ 
レイ、警告灯や表示灯を確認でさる 

前後位置の調整をずる 

► レバー①を③の方向に操作しまず。 

上下位置の調整をずる 

► レバー①を③の方向に操作しまず。 

〇 ステアリングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることがでさまず 
(>70ページ）。 


B を邸6恒冊 
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イ~ジ~エント1)~機能 _ 

運転席への乗り降りを容易にずるた 

め、なのいずれかの操作をずると、ス 

テア1」ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0か1の位置 
のときに運転席ドアを開く 

ステアリングは、なのいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアを閉じてから、エンジン 
スイッチにキーを差し込む 

• エンジンスイッチび0の位置のと 
をは、運転席ドアを閉じてから1 
の位置にずる 

• エンジンスイッチび1の位置のと 
をは、運転席ドアを閉じて2の位 
置にずる 

この機能の設定と解除については 

(>124ページ）をご覧ください。 

A けびのおそれびあ0まず 

イージーエントリー機能が作動してい 

るとさは、乗員の身体が挟まれないよ 

ラにミ主意してください。特に子供には 

ま意して < ださい。 

身体が挟まれそラになったとさは、し U 

下の操作をして < ださい。 

• ステア U ング調整レバーをいずれか 
の方向に操作する 

• 運転席ドアのいずれかのポジション 
スイッチ070ページ）を押ず 

〇 ステアリングの位置によっては、 
ステアリングが上方に移動しないこ 
とがありまず。 


巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走行前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こすお 
それがお0まず。 

ルーム S ラーやドア S ラーには 死角が 
あります。車線変更をするとさなどは、 
必ずルーム S ラー および ドアミラーで 
後方を確認してください。また、肩ご 
しに 直接斜め後方を確認してください。 

Q ルーム 三ラーやドア三ラーのミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを 
使用ずるとさは、必ず指定サービス 
工場に相談してください。ガラスク 
リーナーによっては、ミラーが変色 
ずるおそれがあ0まず。 


ルームミラー 

ルーム S ラーの 角度を調整ずる 

► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
ます。 


「ドア S ラー 


A 事故のおそれびありまず 

ドア S ラーに写った像は実際よりも遠 
くにあるよラに見えます。車線変更を 
するとをなどは、肩ごしに直接斜め後 
ちを確認してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ていまず。ずれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ま意 
して < ださい。 
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巧一 


〇 より広い視界を確保ずるにめ、 
ドアミラーの外側部分は凸面に 
なっていまず。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着さ 
れています。じ(下のとさには自動的 
に温められ、凍結を防ざまず。 

• U アデフォッガーを使用してし、 
るとき （M 45ぺージ） 

• 外気温度びほ<、エンジンびか 
ひってし)るとさ 

ドア S ラーの角度調壁 



①調整スイッチ 

③運転席側ドア吉ラー還択ボタン 
③助手席側ドア5ラー還択ボタン 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに調整でさまず。 

ドア吉ラーの角度を調豊ずる 

► 調整したい側のドアミラー選択ボタ 
ン③または③を押しまず。 

► 調整スイッチ①を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

〇 ドア S ラーの角度は、運転席シー 
卜やステア1」ングの位置と併せて記 
憶させることびできまず （>70 ぺ一 
ジ）。 


ドアミラーの格納/展開 

► 手で格納/展開しまず。 

〇走行ずるときはドアミラーを走行 
時の位置に戻してください。 

〇ドア S ラーを動かしているとさ 
は、手を挟んだり、異物び挟まらな 
いよ5にま意して < ださい。 

車の周りにテ供びいるとさは、特に 
ミ主意して < ださい。 

〇洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれびありまず。 



①センサー 

周囲が暗<、エンジンスイッチが1か 
2の位置のとさ、ルームミラーのセン 
ヴー©が後続車のライトを感知ずる 
と、自動的にルームミラーとドアミ 
ラーの色の濃度が変わり、眩しさを防 
止します。 


B を邸6恒冊 









A けびのおそれびあ 0 まず 

S ラーのガラスが損傷すると、液体が 
漏れ出すことがあります。この液体は 
物を腐食させる性質がありますので、 
巧膚や目に直接触れないよラ注意して 
<ださい。 

万一、液体が目に入ったときや皮膚に 
付着したとさは、ただちに清潔な水で 
十分洗い流し、医師の診断を受けて< 
ださい。 

D 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
おさ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがありまず。 

〇セーフテイネットを装着したとき 
など、 ルーム三ラーが 後続車のライ 
卜に照射されない場合は、自動防駭 
機能は作動しません。十分ま意して 
走行して<ださい。事故を起こずお 
それがありまず。 

〇 セレクターレバーび〇に入っ 
ているとさやフ□ントルームランプ 
び点灯しているとさは自動防眩機能 
は解除されまず。 


サイドアンダー吉ラー 



①ヴイドアンダーミラー 


車体ち側下部の視界を確保するため 
に、サイドアン ダー S ラーび 装備され 
ています。 

サイドアンダ ー S ラーを収納/展開 
ずる 

► サイドアンダーミラーを、いずれひ 
の矢印の方向にまねしまず。 

〇サイドアンダーミラーを収納ずる 
とさは、方向指示灯のレンズに当た 
らないよ5にま意してください 。 S 
ラーやレンズを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 










メモリー機能 


メモリー機能 


シート位置の呼び出し 


シート位置の記憶 



左側シート 

①>^モ|」ースイッチ 
©ポジションスイッチ 


A 事故のおそれびありまず 

運乾席シートのシート位置の呼び出し 
は、必ず停車中に行なって<ださい。 
走行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それがあります。 


A けびのおそれびありまず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。スイッチを操作するこ 
とでシートなどが動さだし、身体を挟 
まれるおそれがあります。 


シート位置をポジシヨンスイッチに記 
憶させることができまず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とき、または操作ずる側のフ□ントド 
アが開いているとさに記憶と呼び出し 
びでさまず。 

シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、ステア U ングの位置 
(^66 ページ）、ドアミラーの角度 
(>68ページ）を正しく調整しまず。 

► メモ U —スイッチ①を押しまず。 

► 3 秒!;■(巧に1〜3のいずれかのポ 
ジシヨンスイッチ③を押しまず。 

そのポジションスイッチにシート位 
置び記憶されまず。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ③ 
の1〜3のいずれかを押し続けまず。 

シートなどび動をはじめ、記憶させ 
た位置になると停止しまず。 

。バックレストを大さ<後方に傾け 
た位置にしているとさは、記憶位置 
を呼び出す前に、パックレストを起 
こして < ださい。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずと、シートなどの動 
さが停止しまず。 








メモリー機能 
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助手席側ドア吉ラーのパーキング 
ヘルプ機能 



①調整スイッチ 

③運転席側ドア云ラー選択ボタン 

③ 助手席側ドア云ラー選択ボタン 

④ メモ U —スイッチ 

セレクターレバーを〇に入れたと 
さに、助手席側ドア S ラーの角度びあ 
らかじめ記憶されていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して後退を容易 
にしまず。 

後退時のドア云ラーの角度を記憶さ 
せる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押します。 

► 調整スイッチ①で、後退時に後方を 
確認しやすいち度にドア S ラーを調 
整します。 

► 運転席シートのメモ U —スイッチ④ 
を押します。 

► 約3秒し U 内に調整スイッチ①をい 
ずれかの方向に押しまず。 

このとさ助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとをの角度に記憶さ 
れます。 


〇 助手席側ドア S ラーび動いたとさは 
最初からやり直してください。 

► 調整スイッチ①で走行時の角度に助 
手席云ラーを調整しまず。 

Q 走行ずる前に、後方が十分確認で 
さるよラに助手席側ドア S ラーの角 
度を調整して < ださい。 

記憶させたドアミラーの角度を呼び 
出ず 

エンジンスイッチが2の位置のとさに 
作動しまず。 

► 助手席側ドア三ラー選択ボタン③を 
押します。 

► セレクターレノ（一を〇に入れまず。 

助手席側ドア三ラーの角度が、あ 
らかじめ記憶されていた角度にな 
りまず。 

〇 運転席側ドア S ラーが選択されて 
いるときは、この機能は働きません。 

このとさは、助手席側ドア三ラー選 
択ボタンを押して、助手席側ドア S 
ラーを選択してください。 

助手席側ドア三ラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻りまず。 

• セレクターレバーを ra の位置か 
ら他の位置に入れて約4秒経過し 
たとさ 

• 走行速度が約 10 km/hii (上になった 
とさ 

• 運転席側ドア三ラー選択ボタン®を 
押したとさ 
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シートベルト 


シートベルト 


シートベルトの着用 


A けびのおそれびありまず 

. 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがありまず。 

• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを着 
用して < ださい。 

• 着用前に、シートベルトやバックル 
に損傷やミちれがないことを確認して 
<ださい。 


A けびのおそれびありまず 

• 子供を膝の上に座らせて走行しない 
で<ださい。急な進路変更やブレー 
キをかけたとさ、追突したとさなど 
に子供を保護することびでさず、子 
供と他の乗員が致命的なけがをずる 
おそれがありまず。 

• 身長 150 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートべル h を正 
し<着用することがでさません。必 
ずチヤイルド セーフテイ シートを適 
切なシートに装着して、子供の安全 
を確保して < ださい。 

詳しくは （037 ページ）をご覧く 
ださい。 

• デおが着用ずるときは、着用状態を 
運転者が確認してください。また、 
正し < 着用でさない体格の子供は適 
切なチヤイルド セーフテイシー トを 
使用して < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

シートベルトの機能が十分発揮でさる 

よラに、し U 下の点にミ主意して正しく着 

用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のを類は着用しな 
いで <ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけて 
ください。絶巧に首や脇の下には通 
さないでください。また、シートべ 
ルトを引さ上げて胸に密着させてく 
ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケット 
に入れたとがった物やこわれやす 
い物にシートベルトをかけないで 
<ださい。 

• シートべルトク U ップなどを使用し 
てシートベルトにたるみをつけない 
で < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人！; Lb で共 
用したり、シートベルトと身体の間 
にバッグなどを挟み込まないでくだ 
さし、。 


A けびのおそれびありまず 

シートベルトの効果は、パ‘ックレスト 
ができるだけ垂直に近い位置で、棄 
員が上体を起こして座っている場含に 
のみ発揮ずることがでさます。絶対に 
バックレストを大きく寝かせた状態で 
走行しないで<ださい。急ブレーキ時 
や追突時に致命的なけがをするおそれ 
がお0ます。 

シートベルトについては（杉28ページ） 
ちご覧ください。 
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フ□ントシート/左ちリアシート 



①フレート 

③解除ボタン 

③バックル 

シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっ < り引を出しまず。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれびないことを 
確認し、プレート①の先端をバック 
ル③に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
ほい位置にかかるよ5にして、ベル 
卜にたるみびないよ5に身体に密着 
させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にひかっ 
ていることを確認しまず。 

シートベルトを夕 I •ず 

►手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆつくりきき取らせまず。 


中央 U アシート 



① シー トベルト ホルダー 

③シート左側のバックル 

③ を側ノ（ックルの解除ボタン 

④ シートベルト先端のプレート 

⑥ シートち側のバックル 

⑧ち側バックルの解除ボタン 

⑦ プレート 

シートベルトを着用ずる 

中央リアシートには分割収納式シート 

ベルトを装備していまず。 

► シー トベルトホルダー①に収納され 
ているプレート④、⑦を後方に引い 
て取り出しまず。 

► シートベルトをゆっくり引き出し 
まず。 

►シート左側のバックル③に、シー 
トベルト先端のプレート④を差し 
込みまず。 

► プレート⑦を持ち、腰を通るベルト 
び腰骨のでさるだけほい位置にかか 
るよラにして、ベルトにたるみびな 
いように身体に密着させまず。 
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シートベルト 


► シートち側のバックル⑥に、プレー 
卜⑦を差し込みます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かってし)ることを確認しまず。 

シートベルトを収納ずる 

► ち側バックルの解除ボタン⑧を押し 
なびらプレート⑦を取り外しまず。 

► プレート⑦の先端またはドライバー 
な どで左側バックルの解除ボタン 
③を押しなびらプレート④を取り 
外し、シートベルトをゆっくり巻 
さ取らせまず。 

► シートベルトホルダー①にプレー 
卜④、⑦を差し込みまず。 

〇プレート④、⑦は、シートベルト 
ホルダー①に確実に差し込んで<だ 
さし、。 

〇 バックル③、⑤は、シートの切り 
欠を部に収納ずることびでさまず。 


フ□ントシートベルト/左ちリア 
シートベルトの高さ調壁 



①アンカー 
③解除ボタン 


シートベルトび首にかかったり、肩か 
ら外れたりしないよ5に高さを調整し 
まず。 

高さは5段階に調整でさまず。 

高さを調壁ずる 

► 上げるとさは、アンカー①をそのま 
ま上げまず。 

► 下げるときは、解除ボタン③を引い 
にまま下げまず。 
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調整後は確実に□ックしていること 
を確認して < ださい。 
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/h けびのおそれびあ0まず 

• シートベルトび下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに致帝 
的なけがをするおそれがあります。 

〇シートベルトが損傷しているとき 

〇事故などでシートベルトが大さ 
な衝撃を受けたとを 

〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを通 
さないでください。シートベルトを 
損傷するおそれがありまず。 

• シートベルトがドアやシートレール 
に挟まれていないことを確認してく 
ださい。シートベルトを損傷ずるお 
それがあ0ます。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるので、清 
掃ずるとさはし U 下の点に注意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷がないか、定期 
的に点検してください。 

• シートベルトを改造したり分解しな 
いで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝撃 
を受けたときは、指定サービスエ場 
で新品と交換し、関連部品の点検を 
受けてください。 

• 純正部品!;外のシートべル h は使用 
しないで < ださい。 


正しい運転姿勢 _ 

正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にミ主意してシートを調整して<だ 
さい。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おな 

• バックレストはできるだけ垂直に 
ずる 

• 背中はバックレストに密着させる 
• シートベルトが正し<着用でさる 
• ペダルが楽に踏み込める 
• ステアリングが楽に操作でさる 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の運 
転姿勢に合った正しいシート位置に調 
整してください。 

運乾中に調整して操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それが态〇ます。 


心 けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟ま 
ないでください。事故のとさ、けが 
をするおそれがあります。 

• バックレストを大きく後方に傾けた 
状態で走行しないでください。急プ 
レーキ時や衝突時などに身体がシー 
トベルトの下を抜けてベルトの力が 
腹部が首にかかり、致帝的なけがを 
するおそれがありまず。 
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P シートを調整しているとさは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをずるおそれがあ0まず。 

P シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ上操作しない 
で < ださい。 

P 誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動さ、乗員がけがをず 
るおそれがありまず。モ供を乗せて 
いるとさは十分注意してください。 




①ランプスイッチ 
© フ□ントフォグランプ表示灯 
@ U アフオグランプ表示灯 


ランプスイッチ①をまわして各位置に 
合わせます。 


位置 

作動内容 

KI 

ずべてのランプが消口 


周囲の明るさに応じて自動 
的に点灯/消灯 


車幅灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイッチ 
などの照明が点口 

^9 

車幅口などに加え、ヘッド 
ランプが点火了 


H エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで<ださい。 
パ‘ッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 
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へッドランプ 


へッドランプは手動または自動で点口 

/消灯ずることがでさまず。 

ヘッドランプが点灯ずると 、木ーター 

パネルのへッドランプ表示灯匪 SI が 

点灯します。 

へッドランプを手動で点灯ずる 

► ランプスイッチ①を WSM の位置に 
合わせます。 

へッドランプを自動で点灯ずる 

► ランプスイッチ①を^因の位置に 
合わせまず。 

周囲が暗いとさ、エンジンスイッチ 
を1の位置にずると、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスランプが点口 
します。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへ ッドランプち点口しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• ランプの点灯/消口に関ずる責任は 
運転者にありまず。ランプの自動点 
灯機能は運転者を支援する機能です。 

• l ^ TF の状況などではランプは自動的 
に点灯しなかったり、点打していた 
ランプが消灯して事故を起こすおそ 
れがあります。このときは、手動で 
ランプを点灯して < ださい。 

◊霧の中を走行するとさ 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーが正常に作動しないとさ 

• ランプスイッチを^^9 から^ 
の位置にするとさは、必ず停車して 
ください。ランプが一瞬消灯して事 
故を起こすおそれがあります。 


Q ランプが自動的に点口していると 
さは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開<と警告 
音が鳴り、マルチフアンシヨンディ 
スプレイに"ライト3才7 7夕 A キづ別テク 
ダ'サイ"と表示されまず。このときは 
必ずランプスイッチを H の位置 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて<ださい。バッテリー 
があがるおそれがあ0まず。 

P ランプスイッチを区 g か画 SI の 
位置にしたまま、エンジンスイッチ 
からキーを抜いて運転席ドアを開< 
と、警告音が鳴り、マルチフアンシヨ 
ンディスプレイに"ラ仆ヲケシテクタ''サ 
イ！ II と表示されまず。このときはラ 
ンプを消口して<ださい。バッテ 
U 一があがるおそれがあ0まず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知ずるセンサーがあり 
まず。センサーにステッカーなどを 
貼付すると、自動点口機能が働かな 
<なりまず。 

〇 ランプスイッチがの位置のと 
さは、トンネルなどの暗い場所や悪 
天候のとさなどに、ランプが自動的 
に点灯ずることがありまず。 
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フォグランプ 


フ□ントフォグランプを点なずる 

► ランプスイッチ①の位置び Esa ま 
には画 g のとさ、ランプスイッチ 
①を1段引きまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯③び点灯 
します。 

フ□ントフォグランプと U アフォグラ 
ンプを点！打ずる 

► ランプスイッチ①の位置び^ま 
たは画 g のとを、ランプスイッチ 
①を2段引きまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯③と U アフォグランプ表 
示灯③び点灯しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ランプスイッチび BBS の位置のとさ 
は、フォグランプを点灯ずることびで 
さません。 

震の中を走行するとさは、あ！5かじめ 
ランプスイッチを^の位置にして 
へッドランプを点なしてください。 

[■フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
し U がには使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 


パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯しまず。 

) (—キングランプを点!打ずる 

エンジンスイツチび 0 の位置のとき、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびでさまず。 


► ランプスイッチ①を [3 または 
B 2 の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

因 

ち側のノ（ーキングランプび 
点灯 

巧 

左側のノ（ーキングランプび 
点灯 


車夕1•ランプ消 I 灯遅延機能 _ 

周囲び日音いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて閉 
じた後、約15秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
([>120ぺージ）をご覧ください。 

車夕1■ランプ消な遅延機能を一時的に解 
除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを再度2の位置にしまず。 

〇 車外ランプび消灯ずるまでの時間 
は、ドアまたはテールゲートを閉じ 
てから消灯ずるまでのおよその時間 
です。 
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O エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにずる 
か、開いてそのままにしてから約 
6日秒後にランプは消灯し、この機 
能は解除されまず。 

〇 この機能は、ランプが消灯してか 
ら約10分 LU 上経過ずると働かな< 
なりまず。 



①上向を 
③下向を 
③パッシング 

〇対向車びあるとさや市街化を走行 
するとをは、へッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 

へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の位 
置にしまず。 

へッドランプを上向きにずる 

► コン ビネーショ ンスイッチを①の位 
置にしまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
mi び点灯しまず。 


パッシングずる 

► エンジンスイッチび1または2の 
位置のとさに、コンビネーションス 
イッチを③の方向に引さまず。 

引いている間へッドランプび上向き 
で点灯しまず。 

まに、 メーター パネルの八イ ビーム 
表示灯 S び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放ずと③の位置に戻りまず。 


方向指示 



①ち側のち向指示なび点滅 
③を側のち向指示巧び点滅 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに点滅させることびでさまず。 

ち側の方向指示阿を点滅させる 

► コン ビネーシヨ ンスイッチを①の方 
向に操作しまず。 

立測の方向指示なを点滅させる 

► コン ビネーシヨ ンスイッチを③の方 
向に操作しまず。 
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ステア u ングを直造に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻りま 
す。戻らないとさは手で戻してくださし)。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非常 
点滅灯に切り替わりまず。再度、非 
苗点滅灯スイッチを押すと、ち向指 
示口に切り替わりまず。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示灯び3回点 
滅します。 


非常点滅打 



①非常点滅巧スイッチ 

故障などの非苗時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

非常点滅打を使用ずる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を点滅しまず。 


非常点滅!打を消!打させる 

► 再度、非苗点滅灯スイッチ①を押し 
まず。 

H 非常時 L ツ外は使用しないでくだ 
さい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 非甫点滅灯を使用しているとさに 
コンビネーシヨンスイッチを左巧ま 
にはち折方向に操作ずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
まず。 

方向指示灯び消灯ずると、再び非常 
点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非常点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非甫点滅灯を消灯ず 
るとをは、非常点滅灯スイッチを 
押します。 



①へッドランプウォッシャースイッチ 
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へッドランプウォッシャーを作動させる 

エンジンスイッチが2の位置のときに 
作動します。 










► へッ ドランプウォッシャースイッチ 
①を押しまず。 

B へッドランプウォッシャーを使用 
するとをは、歩行をに水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよ5に 
ま意して < ださい。 

H へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 ぞ季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 

〇 エンジンびかかっていて、車幅灯 
び点灯しているとさに、フ□ント 
ウインドウのウォッシヤー （>8 7 
ページ）を約5回作動させると、 
へッドランプウオッシャーび作動 
します。 


コーナ U ングランプ 


し U 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
にはステア1」ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / hl ； rF のとき 

• へッドランプび点灯しているとを 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
9 〇 

セレクターレバーび〇に入ってい 
るとをは、フ□ントフオグランプは点 


ステア U ング操作との連動 

ステア1」ングを操作ずると、操作した側 
のフ□ントフォグランプび点灯しまず。 

セレクターレバーび〇に入ってい 
るとをは、ステア U ングを操作した方 
向と逆側のフ□ントフォグランプび点 
灯しまず。 

〇 点滅させた方向指示灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
をは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 

〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 


I 









ンプ 



① u アルー厶ランプ/ラゲッジルーム 
ランプスイッチ 
©読書灯（ち側） 

@読書灯（ち側）スイッチ 
® フ□ントルームランプ 
©ルームランプスイッチ（常時消灯モー 
ドの位置） 

©ルームランプスイッチ（自動点灯モー 
ドの位置） 

©ルームランプスイッチ（点灯の位置） 
©読書灯（左側）スイッチ 
@読書灯（左側） 


ルームランプの点灯/消巧 


ルームランプを自動点'打モードにずる 

► ルームランプスイッチを自動点灯 
モードの位置⑥にしまず。 

周囲が暗いとさに政下の操作をずる 
と、ルームランプが点口 /消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点口し、約10秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
([>121ページ）をご覧<ださい。 

• U モコン操作で解錠ずると点灯し、 
約30秒後に消灯しまず。 


• フ□ントドアを開くとフ□ントルー 
ムランプ④が点口しまず。 

リアドアを開<とリアルームランプ 
® (>83ページ）が点口しまず。 

な エンジンスイッチが2の位置の 
とさは、ドアを閉じるとただち 
に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは消灯 
しません。 

な エンジンスイッチが0か1の位 
置のとさ、またはキーが抜いて 
あるとさは、ドアを閉じると約 
1日秒後に消口しまず。 

ドアを開いたままのとさは約已 
分後に消灯しまず。 

• テールゲートを開くとラゲッジ ルー 
ムランプが点灯しまず。 

テールゲートを閉じるとただちに消 
灯しまず。 

テールゲートを開いたままのとさは 
約1日分後に消口しまず。 

U 車を施錠したときは、ルームラン 
プが消口ずることを確認して < だ 
さい。 

ルームランプを常時消灯モードにずる 

► ルームランプスイッチを常時消灯 
モードの位置感にしまず。 

Li (下のいずれかの操作をしてち、 
ルームランプは点灯しません。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
-リモコン操作で解錠ずる 
• ドアを開< 

-テールゲートを開< 
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ルームランプを手動で点なずる 

► ルームランプスイッチを点灯の位置 
⑦にしまず。 

フ□ント読書打 

フ□ント読書打を点打/消'なずる 

► 読書灯スイッチ③まには⑨を押し 
ます。 

読書灯③または⑨び点灯/消灯し 
ます。 

リアルームランプ 


リア読書な 


リア読書なを点:打/消なずる 

► 読書灯スイッチ⑩または⑩を押し 
c^' 9 〇 

読書灯⑩または⑩び点灯/消灯し 
ます。 


ラゲツジルームランプ 



⑩読書な（ち側）スイッチ 
⑩読書な（左側）スイッチ 
⑩読書口（左側） 

⑩リア ルーム ランプ 
⑩読書な（ち側） 

リアルームランプを点灯/消'口ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
き、 U アルームランプ/ラゲッジ 
ルームランプスイッチ①082ぺ一 
ジ）を押しまず。 


ルームランプび自動点灯モード 
い〇〇〇ページ）で周囲び暗いときに 
テールゲートを開<と点灯しまず。 

また、エンジンスイッチび2の位置の 
とき、 U アルームランプ/ラゲッジ 
ルームランプスイッチ① （>82 ぺ一 
ジ）を押ずと、点灯/消灯しまず。 

ラゲッジルームランプの消'I灯 

長時間テールゲートを開いたままにず 
るとをは、バッテ1」一あびりを防ぐた 
めに、ラゲッジルームランプを消灯し 
て < ださい。 
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ランプ 



ドア吉ラーランプ 


③□ツクプレート 

③テ ー j レゲートハンのレのキーシリンダー 

► テールゲートの□ツクプレート③ 
を矢印の方向にいっぱいまでまね 
します。 

ラゲツジ j レームランプび消灯しまず。 

► 再度ラゲツジルームランプを点灯ず 
るとをは、テールゲート八ンドルの 
キーシ U ン ダー ③を押しまず。 

〇テールゲートを閉じる前には、必 
ずテールゲート八ンドルのキーシ U 
ンダーを押し、□ツクプレートを元 
の位置（イラストの位置）に戻して 
<ださい。 

□ツクプレートび下方に□ツクされ 
た状態でテールゲートを閉じよラと 
すると、□ツクプレートびボディの 
□ツク部に当にり、□ツクプレート 
やボディの □ ック部などを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


□ケイターライティング機能 （^56 
ページ）として作動しまず。 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を 
解綻すると点灯し、フ□ントドアを開 
くと開いた側のドア云ラーランプび消 
灯しまず。フ□ントドアを開かない場 
合は、約40秒後に消灯しまず。 

ステップカパーランプ 



①ステップカバーランプ 

フ□ントドアを開くと点灯しまず。 

フ□ントドアを開いたままのときは、 
約5分後に消灯しまず。 

OG 55 AMG long は、 U アのステッ 
プカバーにをランプを装備してい 
まず。 

I 」アドアを開くと約5分間点灯し 
まず。 


柔降用ランプ 


B を邸6恒冊 


ドア下部に乗降用のランプがありまず。 

ルームランプが自動点灯モードのとさ 
に、ドアを開くと点口しまず。 
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ワイ パー 


〇ワイパーやウインドウウオツ 
シャーを使用ずるとさは、歩行者に 
水しぶさやウォッシャー液がかから 
ないよラにミ主意して < ださい。 

〇ウインドウを巧くときなどは、必 
ずワイパーを停止してください。ワ 
イパーび動を、けびをずるおそれび 
ありまず。 

〇ウインドウび乾いているときはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付<お 
それびありまず。ウインドウびミちれ 
てし''る場合は、必ずウォッシャー液 
を噴射してからワイノ（一を使用して 
<ださい。 

〇寒を時にはワイパーブレードびウ 
インドウに貼り付くことびありま 
す。作動させる前に貼0付いていな 
し、ことを確認してください。貼り付 
いにままワイパーを操作ずると、ワ 
イパーブレードやモーターを損傷ず 
るおそれびありまず。 

H 雪などび付着しているとをは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、を 
全のにめ、エンジンスイッチから 
キーを巧し''てくださし、。 


フ□ントワイパー 



①テイツプ機能/ウインドウウオッ 


シャーの噴射 

③ワイノ く一作動 モー ドの マーク 

フ□ントワイパーを作動させる 

エンジンスイツチび1か2の位置の 
とをに作動しまず。 


► コンビネーションスイッチをまねし 
てワイ パー 作動 モー ドの マー ク③を 
I 〜 III に合わせまず。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


〇エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイッチを0の 
位置に戻してください。コンビネー 
シヨンスイッチび！〜 III の位置の 
ままエンジンスイッチを1の位置 
にずると、ワイパーび作動し、ウイ 
ンドウび;'*れていないとさは傷び付 
<おそれびありまず。 
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ワイ パー 


P ワイパーを使用ずる必要びないと 
きは、必ずコンビネーションスイッ 
チを0の位置にしてください。フ 
□ントウインドウのミちれや光線の乱 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、フ□ントウインドウび蕭れてし、 
ないとをでちワイパーび作動ずるこ 
とびありまず。 

© AUTO モードは、レインセンサー 
び感知した雨滴量や走行速度などに 
応じて、ワイパーの作動を自動的に 
切り替えまず。 

〇 コンビネーションスイッチび1し 
III の位置のとさを、停車時まには 
ごくほ速での走行時のワイノ く一の作 
動は、レインセンサーにより自動調 
整されます。 

Oauto モードのときは、停車時に 
フ□ントドアを開くとワイパーは停 
止します。ワイパーはじ(下のときに 
作動を再開します。 

• セレクターレバーび ra または 
に入っているとさは、フ〇 
ドアを閉じてセレクターレ 
ノ（一を他の位置に入れたとさ 

• セレクターレバーび la または 
〇に入っているとをは、フ〇 
ントドアを閉じにとさ 

〇 フ□ントワイパーび作動しないと 
さは、別のモードを選択ずると作動 
することびありまず。 

〇 コンビネーションスイッチび I の 
位置のとを、エンジンスイッチを1 
の位置にずると、フ□ントウインド 
ウび請れていなくてをフ□ントワイ 
パーび 1 回作動しまず。 


〇 コンビネーションスイッチを I の 
位置にずると、フ□ントワイパーび 
1 回作動しまず。 

〇 ボンネットび開いているとさはフ 
□ントワイパーは作動しません。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印① 
の方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずにワイ 
パーび 1 回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび蕭れ 
ているとさだけ使用してください。 

ウインドウウォッシャーを P 真射させる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさに、コンビネーションスイッ 
チを矢印①の方向にいっぱいまで押 
しまず。 

押している間、ウインドウウォッ 
シャー液び噴射し、ワイパーを作動 
しまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇 を季にはウォッシャーあの濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 エンジンびかかっていて車幅灯び 
点灯しているときに、フ□ントの 
ウインドウウォッシャーを約5回 
操作ずると、ヘッドランプウォッ 
シャーび作動しまず。 
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レインセンサー 



③レインセン サー 


フ□ン トウインドウの図の位置にレイ 
ンセンヴー③びありまず。 

Q レインセンサーの上にステッカー 
などを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくなり 
ます。 


U アワイ パー 



① U アワイ バース イッチ 
⑨ U アウインドウウオツシヤースイッチ 
③表示な 


リアワイ A— を作動させる 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とをに作動しまず。 

► U アワイパースイッチ①を押しまず。 

U アワイパーび間欠モードで作動 
し、スイッチの表示灯③び点灯し 
まず。 

停止するとをは、再度 U アワイパース 
イッチを押します。 

U アウインドウウォッシャーを作動さ 
せる 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とをに作動しまず。 

► U アウインドウウォツシャースイツ 
チ③を押しまず。 

ウォッシャー液び噴射され、1」アワ 
イパーび数回作動しまず。 

〇 フ□ントワイパーび作動している 
とさに、セレクターレバーを D 
に入れると、 U アワイパーびじ(下の 
ように作動しまず。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさ 

間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーびほ速または 
高速作動のとさ 

ほ速で作動します。 
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パワーウインドウ 


パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


A けびのおそれびありまず 

• ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをずるおそれがあ 
ります。 

• ドアウインドウを閉じるとさは、身 
体や物が挟まれないよラにミ主意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て< ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0ます。 

また、車内が高温または低温になる 
と、命に関わるおそれがあります。 

. デ供が車内からドアやドアウインド 
ウを開くと、事故やけがの原因にな 
ります。 

子供を乗せるとさは、 U アドアや 
テールゲート、リアドアウインドウ 
のチャイルドプルーフ□ックを使用 
してください。 



運転席ドアのスイッチ 

①フ□ントドアウインドウスイッチ 

©リアドアウインドウスイッチ 

ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウスイッチがあります。 


エンジンスイッチが 
とさに操作でさまず。 


か2の位置の 


ドアウインドウを開< 

►スイッチ①または®を軽く押し 
ます。 

押している間だけ開さます。 

スイッチ①または®をいっぱいまで 
押ずと、自動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチ①または®を引きまず。 
押している間だけ閉じまず。 
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。車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウが完 
全に閉じていることを確認してく 
ださい。 

〇 ドアウインドウが自動で開いてい 
るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ま 
たは U アドアのドアウインドウを開 
閉しているとさは、助手席ドアまた 
は U アドアのスイッチは操作できま 
せん。 

〇 U モコン操作でドアウインドウを 
開閉することびでさまず。 

〇 運転席ドアのチャイルドプルーフ 
□ックスイッチで、 U アドアにある 
U アドアウインドウスイッチを操作 
でさな<ずることびでさまず （^43 
ぺージ）。 


ドアウインドウび自動で開かないとを 

バッテ U —あびりやバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源び断たれたとさ 
は、ドアウインドウび自動で開かなく 
なることびありまず。 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► スイッチを引いて全閉にし、そのま 
ま約2秒し iLh 保持しまず。 

この操作を他のドアウインドウでを行 
なってくだごい。再び、ドアウインド 
ウび自動で開くよ5になりまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


コンビニエンスオープニング 

車内び暑くなっているとさなど、乗車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作でドアウインドウと 
スライデイングルーフを開くことびで 
さまず。 



け.イ巾い 


①ドア A ンドル 
③解錠ボタン 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルのに向けて、キーの解錠ボ 
タン⑤を押し続けまず。 

ずべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび開 さまず。 

解錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で1」モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびあ0まず。 

〇 1」モコン操作でドアウインドウとス 
ライディングルーフを開閉ずるとさ 
は、おず運転席ドア八ンドルに向け 
て操作してください。車の前方また 
は後方から操作ずると作動しません。 
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1 巧ーウイン 


コンビニエンスク□—ジング機自 g 

車から降りた後に、 U モコン操作でド 
アウインドウとスライデイングルーフ 
を閉じることびでさまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

リモコン操作でドアウインドウやスラ 
イデイングルーフを閉じているとさ 
に身体や物び挟まれそラになったとさ 
は、ただちに施錠ボタンから手を放し、 
解錠ボタンを押し続けて、ドアウイン 
ドウとスライディングルーフを開いて 
<ださい。 



①ドア八ンドル 
③施錠ボタン 


► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルのに向けて、キーの施錠ボ 
タン③を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフび閉じまず。 

施錯ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウとスライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 


〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびあ0まず。 

P ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じるときは、開□部に異 
物びないことを確認して < ださい。 

〇車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとスライデイン グルー 
フび閉じていることを確認してく 
ださい。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは、 U モコン操作 
はでさません。 
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/ h 事故のおそれびありまず 

運乾席の足元には、物を置かないで<だ 
さし、。 ブレーキ ペダルやアクセルペダル 
の下に物が入ると、ペタルを操作できな 
くなるおそれがありまず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用して < ださい。また、フ□アマッ 
卜を重ねて使用しないでください。 
ペダル操作びでさなくなるおそれび 
あ0まず。 

少、しでち車を動かすとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステアリ 
ングの操作に非常に大さな力び/ぶ、要 
になります。 




ン 〕卜也置 


/K 中毒のおそれがありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死ごするお 
それがあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のた故気が付 
かないラちに颐い込んでいるおそれが 
あ0ます。 


エンジンの始動 


シフト位置 


■a 

パーキング 

駐車およびエンジン 
始動/停止の位置 

〇 

リバース 

後退ずるとさの位置 

の 

ニユートラル 

動力が伝わらない位置 
押したり、けん引して 
ちらラことで車を移動 
でさまず。 

〇 

ドライブ 

走行するとさの位置 

1 速〜 5 速 
(7 G - TR 0 N に装備車は 

1速〜7速）の範囲で 
自動的に変速します。 


走行と停車 


シフト位置 


■を邸！掛 
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走行と停車 


エンジンを始動ずる 


► パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► セレクターレバーび EI に入って 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 

。エンジンは、セレクターレバーび 
E 1 に入っているときを始動でき 
ますび、を全のため、必ずセレクター 
レバーを D に入れ、ブレーキぺ 
ダルを踏んで始動して< ださい。 

Q かしでを車を動かずとさはエンジ 
ンを始動して<ださい。エンジンび 
停止していると、ブレーキやステア 
1」ングの操作に非常に大さな力びお 
要になりまず。 

〇 ランプやエアコンデイシヨナーなど、 
バッテ U —の負担になる装置を停止 
しておくと始動性び良くなりまず。 


発進 


A 事故のおそれびありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレク 
ターレバーを操作しないでください。 
車び急発進した0、オートマチックト 
ランス吉ッシヨンを損傷するおそれび 
ありまず。 


P セレクターレバーを〇に入れ 
るときは、完全に停車してくださし)。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

。エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇 エンジンスイツチび2の位置で、 
ブレーキペダルを踏んでいないと、 
セレクターレバーを EI から動か 
すことはでさません。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを〇または〇 
に入れまず。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 
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ヒル スター トアシスト 


上り坂での発進時に車び後退ずるのを 
防ざ、発進を容易にしまず。 

また、上り坂を後退して登るとさは発 
進時の前進を防ぎます。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ヒルスタートアシストはパーキングブ 
レーキに代わるわのではありません。 
駐車するとさは必ずバーキングブレー 
キを確実に効かせ、セレクターレバー 
を13に入れて< ださい。 


ヒルスタートアシストを作動させる 
►上り坂での発進時に、通常通りブ 
レーキペダルから足を放してアクセ 
ルペダルを踏みまず。 

ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
するのを防ぎまず。 

ヒルスタートアシストはじ(下のときに 
は作動しません。 

• 水平な路面、まには下りおで発進ず 
るとさ 

• セレクターレバーび U 1 に入って 
し、るとさ 


駐車 


A 事故のおそれびありまず 

. 停車する前にエンジンを停止しない 
で<ださい。ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
な0まず。 

. 駐車時や車を離れるとさは、セレク 
ターレバーをに入れ、バーキ 
ング ブレーキを 確実に効かせ、 エン 
ジンを停止して < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車か！5離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
な0ます。 


A 义災のおそれがありまず 

マフラーは 非常に高温にな0ます。周 
囲に枯れ草や紙<ず、油など燃えやす 
いちのびある場所には駐停車しないで 
ください。 

〇短時間でち車から離れるとさは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じて、車を施蟲してくだ 
さし、。 


I 


• パーキングブレーキが効いているとさ 
• ESP が故障して解除されているとき 
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走行と停車 


) \ーキンクブレーキ 


A 事故のおそれびありまず 

• 子供だけを残して車から離れないで 
ください。 パーキングブレーキを 解 
除して車が動さ出し、事故を起こす 
おそれがあります。 

• 急な坂道で駐車すると量は、パー 
キング ブレーキを 確実に効かせて 
ください。さらに輪止めをして、 
前輪を歩道ち向に向けてください。 


A 乂災のおそれびあ0まず 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキが過熱して効かな< なったり、 
火災が発生ずるおそれがありまず。 



ノ（ーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み 
まず。 

►ノてーキングブレーキレノ（一①をかし 
引き上げ、解除ノブ③をいっぱいま 
で押し込んでからパーキングブレー 
キレノく一を下げまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
關 び消灯しまず。 

パーキングブレーキを効かせる 

►パーキングブレーキレバー①を弓 I き 
上げまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
關 び点灯しまず。 

H パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせてください。 

〇 急なあ道に駐車ずるとさは、前輪 
を歩道方向に向けて < ださい。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴0、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メッセージび表示されまず。 


①ノ くー キング ブレーキレバー 
③解除ノブ 
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エンジンの停止 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキレバーを確実に引 
を、わレクターレバーを ra に 
入れます。 

A 事故のおそれびあ0まず 

走行中にエンジンを停止しないでくだ 
さい。エンジンブレーキび効かな<な 
ります。また、ブレーキやステアリン 
グの操作に非常に大さな力び必要にな 
0ます。 


P セレクターレバーび EI じ(外に 
入っているときをエンジンを停止で 
をまずび、必ずパーキングブレー 
キを効かせて、セレクターレバーを 
— に入れて <ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキ ペダルから足を ゆっ <り放 
します。 


オートマチックトランス S ッシ 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でをな < なるおそれがあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車にをったちのを使 
用しないと、ペダル操作がでさなくな 
るおそれがありまず。 

停車中は、必ずパーキングブレーキを 
効かせて < ださい。 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけが 
をしたり、事故の原因になりまず。 

路面が滑りやすいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
い。スリップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれがあります。 



①セレクターレバー 


►セレクターレバー①を動かして、シ 
フト位置を選択します。 


I 
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才ートマチックトランス S ッ 


〇シフト位置を選択ずるとさは、完 
全に停車して、ブレーキペダルを踏 
んで < ださい。 

〇 エンジンスイツチび2の位置で、 
ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
は、セレクターレバーを|ミ|から 
動かずことびでさません。 


シフト位置 


シフト位置 

作動内容 

■a 

パーキング 

駐車およびエンジン 
始動/停止の位置 

〇 

リバース 

後退ずるとさの位置 

の 

ニユートラル 

動力が伝わらない位置 
押したり、けん引して 
ちらラことで車を移動 
でさまず。 

〇 

ドライブ 

走行するとさの位置 

(7 G - TR 0 N に装備車は 

1速〜7速）の範囲で 
自動的に変速しまず。 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こすおそ 
れびありまず。また、駆動系部品を損 
傷ずるおそれびあ D ます。 


シフト位置表示 



①シフト位置表示 

( ドライブに入っている状態） 

エンジンスイツチを2の位置にずる 
と、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イのシフト位置表示①に、選択された 
シフト位置び反転して表示されまず。 
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テイツプシフ 


オートマチックトランス三ッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要に変速しないよ 
ラにずることがでさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

滑りやずい路面状況やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選択 
してエンジンブレーキが効くと、駆動 
輪がグ I 」ップを失ラおそれがありま 
す。低いギアレンジを選択するときは 
十分を意してください。また、滑り 
やすい路面状況で駆動輪を空転させる 
と、駆動系部品を損傷するおそれがあ 
ります。 



ティップシフトにずる 

► セレクターレバーが ra に入つ 
ているとさにセレクターレパーを 
①側に操作しまず。 

ティップシフトに切り替わり、選 
択されたギアレンジがマルチフアン 
クシヨンディスプレイのギアレンジ 
表示⑤に表示されまず。 

おいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを①側に操作し 
9 〇 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
9 〇 

ティッブシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを®側に操作し 
て保持します。 

ギアレンジ表示③に " D " が表おさ 
れまず。 


①低いギアレンジを選択 
©高いギアレンジを選択 



⑤ギアレンジ表示 


を邸 S 恒掛 
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ギアレンジ 


〇 

(7 G - TR 0 NIC 装備車 
は1速〜7速）の範 
囲で自動的に変速し 
ます。 

本 

1速〜6速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

本 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

mm 

1速〜4速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

B 

1速〜3速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

緩やかな坂道などを 
走行するとさに使用 
します。 

H 

1速〜2速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

急な坂道やエンジン 
ブレーキび必要なと 
さに使用しまず。 

a 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび 
最大に作用しまず。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選がしたギ 
アレンジをおしており、必ずしを実 
際のギアをおずをのではあ0ません。 

〇 加速時にエンジン回転数び許容回 
転数を超えるよ5なときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジび選択されまず。 

〇 エンジン回転数び許容回転数を超 
えるよ5なとさは、ほいギアレンジ 
を選択で'さません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアレンジに変わらないこ 
とびありまず。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なりまず。 

〇 テイップシフトにしていないとさに 
セレクターレノ く一を③側に操作ずる 
と、走行速度やエンジン回転数に応 
じてシフトアップびなわれまず。 

Q ク□スカント U — ギアになってし、 
るときは、自動的に高いギアレンジ 
び選択されないことびありまず。エ 
ンジンの許容回転数を超えないよラ 
にま意して < ださい。 


B を邸 e 恒冊 
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運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 

ギアび変速ずるタイ云ングび変化し 

ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングび遅くなりまず。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 

を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
し、ギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

p キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 

停車ずる 

►一時的に停車ずるとさは、セレク 
ターレバーを 〇に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを ra に入 
れます。 


A 事故のおそれがありまず 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
い。 万一、 わレクターレバーげ lil 
か〇に入ると、車び急発進して重 
大な事故を起こすおそれびあります。 


〇急な上り坂などではアクセルぺダ 
J レの踏み加減によつて停車状態を保 
たないで< ださい。トランス S ッ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

[I 停車中は ブレーキ ペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よ5にしてください。 


ク□スカント U - ギア 

急勾配の走行や;度巧時、トレーラーを 
けん引ずるとさなど、強い駆動力をお 
要とずる場合は、トランスファーをク 
□スカント U —ギアにしまず。 

ク□スカント U - ギアにずると、駆動 
力び強くなり、ク□スカント1」ーギア 
を解除しているとをに比べて速度び約 
1/2になりまず。 


I 
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ク□スカントリーギアの操作 



①トランスファースイッチ 


ク□スカント IJ ーギアにずる 

► エンジンびかかっていて、約 
40 km / hm 下で走行しているとき 
に、セレクターレバーを U 1 に入 
れます。 


► トランスファースイッチ①の 
" LOW " を押しまず。 



③トランスファー表あ 


ク□スカント U — ギアになると、トラン 
スフアー表示③に T " と表示されまず。 


ク□スカントリーギアを解除ずる 

► エンジンびかかっていて、約 
70 km/hii (下で走行しているとき 
に、セレクターレバーを眶 Z 1 に入 
れます。 

► トランスファースイッチ①の 
" H に H " を押しまず。 

ク□スカント U —ギアび解除される 

と、トランスファー表示③に" H " と表 

示されます。 

Q マルチファンクシヨンディスプレイ 
に"トランス7ァケ-ス/シフトシ''ヨウケンフシ''ュの'' 
ン"などと表おされた場合は、トラン 
スファーの切り替えが行なわれてい 
ません。セレクターレバーの位置や 
走行速度、トランスファーがこュー 
トラルになっていないことを確認し、 
再度操作を行なってください。 

Q マルチファンクシヨンディスプレ 
イに"トランスファケ-ス ] ウシ''ヨウテ'' テンケン" 
と表示された場合は、システムが故 
障しています。ただちに指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 

けん引されるとを 

けん引されるときなどは、駆動装置の 

損傷を避けるため、トランスファーを 

こュートラルにしまず。 

ニュートラルにずる 

► エンジンを停止しまず。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 
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► セレクターレバーを眶21に入れ 
ます。 

► トランスファースイッチ①の 
" LOW " を約5秒しツ上押しまず。 

トランスファー表示③に" N " と表 
示されます。 

ニュートラルを解除ずる 

► エンジンを停止しまず。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► セレクターレバーを眶21に入れ 
ます。 

► トランスファースイッチ①の 
"H に H " を約5秒し U 上押しまず。 

トランスファー表示③に " H " と表示ご 
れ、トランスファーび接続されまず。 

または 

► トランスファースイッチ①の 
" LOW " を約5秒しツ上押しまず。 

トランスファー表示③に T " と表示さ 
れ、トランスファーび接続されまず。 


A 事故のおそれびありまず 

駐車ずるとさは、トランスファーを 
ニュートラルにしないで < ださい。 
オートマチックトランス吉ッシヨンの 
セレクターレバーびに入ってい 
てち、トランスファーび固定されない 
ため、車び動さ出し、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

〇 トランスファーがこュートラルの 
とさ、パーキングブレーキが解除 
された状態で運転席ドアを開 < と、 
警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"トランスつァヶ-スニュ- 
トラル"と表示されまず。 


デイファレンシャル□ツク 

デイファレンシャル□ツクは、セン 
ターデフ、 U アデフ、フ□ントデフ 
を□ツクずることにより、空転した 
車輪列の車輪に駆動力を伝える機 
能でず。 

iu 下のとさにスイツチを操作して、 
デイファレンシャル□ツクをオンにし 
て < ださい。 

• 岩石路や脱輪時など、片輪が苗に浮 
さ、走行で'さな<なったとさ 

• 片輪が雪上にあり、他の車輪がアス 
ファルト上などで脱出でさな<なっ 
たとさ 


I 


脱出後は、ただちにデイファレンシャ 
ル□ックを解除してください。 
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A 事故のおそれびあ0まず 

• 緊急時の脱出 iii 外は、雪道や凍結路 
でデイファレンシャル□ックを使用 
しないでください。またデイファレ 
ンシャル □ ックをオンにしたとさ 
は、急発進をしないでください。車 
の向さび急に変わり事故を起こずお 
それびあ0ます。 

• デイファレンシャル□ックをオンに 
したまま舗装道路や固い路面を走巧 
しないでください。差動機構び□ッ 
クされて左ち輪び等まで回転するた 
め、旋回時でち直進しよラとする力 
び強<作用し、急激に直進状態に戻 
ることびあり、事故を起こずおそれ 
びあ0ます。 


〇デイファレンシャル□ックは緊急 
時の脱出などに使用した後はただち 
に解除してください。駆動装置を損 
傷するおそれびありまず。 

。車を一輔シャシーダイナモ上で動 
かずとをは、必ずパーキングブレー 
キを確実に効かせ、短時間であって 
を駆動アクスル(外を持ち上げる 
か、プ□ペラシャフトを外してくだ 
さい。このとを、センターデイファ 
レンシャル□ックを必ずオンにして 
<ださい。トランスファーケースを 
損傷するおそれびありまず。 


デイファレンシャル□ツクスイッチ 



①センターデイファレンシャル□ックス 
イツチ 


@ U アアクスルディファレンシャル□ッ 
クスイッチ 

@フ□ントアクスルディファレンシャル 
□ ックスイッチ 
©表示灯（黄色） 

©作動表示灯（赤色） 

ディファレンシャル□ックをオンにずる 

ディファレンシャル□ックは、セン 
夕一一アアクスル-^フ□ントアクス 
ルの順序でのみ、作動させることがで 
さまず。 

► 車輪が空転していないとさに、車輪 
を直進状態にしてから、オンにずる 
デイファレンシャル□ックのスイッ 
チを押しまず。 

スイッチの下側の表示口④と ESP 
表示灯 E 1 が点口しまず。 

ディファレンシャル□ックが機械的 
に作動ずると、 ABS 、 ESP 、 BAS 、 
4 ETS の機能が解除されまず。 

また、スイッチ上側の作動表示口 
® と ABS 警告口圆も点口し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
に" ABS シヨのカノウ□ックサレテパス DIF - 
FERENTIAL LOCK " と表示されまず。 
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Q デイファレンシャル□ックをオン 
にずるとさは、速度を歩<程度まで 
落として < ださい。 

〇デイファレンシャル□ックをオン 
にずるとさは、必ず車輪が空転して 
いないことを確認して<ださい。車 
輪が空転しているときにオンにずる 
と、車が思わめ方向に飛び出ずおそ 
れがありまず。 

〇 スイッチを押してから機械的に作 
動するまでは、若干の時間と多少の 
走行距離が必要な場合があります。 

ディファレンシャル□ックを解除ずる 

►車輪を直進状態にしてから、ディ 
ファレンシャル□ックのスイッチを 
押します。 

スイッチ下側の表示灯が消口しまず。 

デイファレンシャル□ックが機械 
的に解除されると、 ABS 、 ESP 、 
BAS 、4 ETS が待機状態になりまず。 

また、スイッチ上側の作動表示灯と 
ESP 表示灯 Q 、 ABS 警告灯胃 
が消灯し、マルチファンクシヨン 
ディスプレイの表示が消えまず。 

デイファレンシャル□ックを解除し 
ても作動表示灯が消灯しないときは、 
ディファレンシャル□ックが解除され 
ていません。 

このとさは、路面と天候の状態に合わ 
せて運転し、ステアリング操作をゆっ 
<り行なってくださし、。 

しばら<走行ずると、作動表示灯が消 
灯し、デイファレンシャル□ックが解 
除されます。 


P デイファレンシャル□ックを解除 
してを作動表示灯び消灯しないとさ 
は、ステア U ングを大きくまわさな 
いで<ださい。駆動装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇 デイファレンシャル□ックは、 
□ックずるとをとは逆の順序で解除 
されまず。 

〇 U アアクスルのデイファレンシャ 
ル□ックを解除ずると、フ□ントア 
クスルデイファレンシャル□ックび 
自動的に解除ごれまず。 

〇 センターデイファレンシャル□ッ 
クを解除すると、すべてのデイファ 
レンシャル□ックび自動的に解除さ 
れまず。 

〇 スイッチを押してから機械的に解 
除されるまでには、若干の時間差び 
ありまず。 

デイファレンシャル□ックの使いかた 

前輪の片測び空転しているとを 

空転麵 



センターデイファレンシャル□ックを 
オンにしまず。 

後側の2輪に駆動力が伝わりまず。 


I 
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後輪の片側び空転しているとを 



センターデイファレンシャル□ックと 
U アアクスルデイファレンシャル□ッ 
クをオンにしまず。 

空転していないイ也の3輪（前側の2 
輪と後輪の片輪）に駆動力び伝わり 
ます。 


前後輪の片側び空転しているとを 



すべてのデイファレンシャル□ック 
(センターデイファレンシャル□ック、 
U アアクスルデイファレンシャル□ッ 
ク、フ□ントアクスルデイファレン 
シャル□ック）をオンにしまず。 

空転していない他の2輪（前輪の片側 
と後輪の片側）に駆動力び伝わ0まず。 


メーター八’不ル 


木ーター }(ネルの各部の名称について 
は （022 ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

一夕ーパネルやマルチファンクショ 
ンディスプレイが故障すると、車両の 
状態や速度、外気温度、故障/警告メッ 
セージなどが表示できなくなることが 
あ0ます。十分を意して走行してくだ 
さい。また、すみやかに指定サービス 
工場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表。 _ 

時刻や外気温度、各種設定画面、故障 
/警告メッセージなどを表示しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
m 下のとさに表示されまず。 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさ（エンジンスイッチを0 
の位置にずるか、キーを巧いてから 
約30秒後に消灯） 

. 車外ランプび点灯したとき（車外ラン 
プび消灯してから約30秒後に消灯） 

詳しくは0107ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


オドメーター 

これまでに走行したお離の総合計を表 
71^しま9 〇 
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①メーター照度調整ボタン/リセットボ 
タン 

メーターの 照度を調節ずる 

メーターノ くネルの照巧び点灯している 

ときに巧るさを調整できまず。 

► ボタン①を時計回りにまわずと巧る 
<なり、反時計回りにまわずと暗< 
なりまず。 

トリップメーターや各種設定をリセッ 

卜ずる 

► ボタン①を押しまず。 

冷却水温度計 

エンジン;ち却水の温度を表示しまず。 

〇 指定の;ち却水を適切な;畳合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーバーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上りあび続くとをなど 
に、120で付近をおずことびあり 
ますび、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに冷却水に関ずる故障/ 
警告メッセージ（1>217、218ぺ一 
ジ）び表示されない限0、問題あ 
0ません。 


燃料残量警告口 _ 

燃料の残量びみな < なると点灯しま 
ず。加えて、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに"ソウ]如ノウ ： -R - km " と表 
示されます0126ページ）。 

警告灯び点灯したとさの残量は約13 
リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になりまず。 


顯撤□位■表示 WTM 

燃料給油□の位置を表示していまず。 

燃料給油□は、車体ち側後部にあり 
まず。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表おしまず。 

燃料タンク容量は約96 U ットルでず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


义 t - —。メー ツ — 

車の走行速度を km / h で表おしまず。 


I 
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タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給が行なわれな < なりまず。 

m m 

必要し u 上にエンジン回転数を上げて走 
行しないで<ださい。燃料を不必要に 
消費し、大気ミち染の原因になりまず。 


B を邸6恒冊 






マルチファンクシヨンデイスプレイ 


107 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンステア U ング 



マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示•設定ずるシステムでず。 

マルチファンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
操作ずるときは、常に周囲の状況にを 
意してください。 


名称 

© マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 


を種設定の設定グ j レープ選択画 
面でグループを選択します。ま 
た、設定項目画面で数値や設 
定を変更したり、機能のオン/ 
オフを選択します。 

各メイン画面とオーディオ画面 
表示中に操作すると、音量を調 
節でさまず。 

⑤通話開始スイッチ/通話終了 
スイッチ 

因国 

電話を受信/ 保留 /切断でさ 
まず。 

④ 表示切り替えスイッチ 

國固 

メイン画面を選択しまず。 

⑤ スク□—ルスイッチ 

口口 

選択したメイン画面巧の各画面 
を切り替えます。 


事故のおそれびありホず ※電話の操作については、別冊 「GOMAND 

システム取扱説明書」をお読みください。 

走行中にステア1」ングのスイツチを 
操作するときは、直進時に行なってく 
ださい。ステアリングをまわしなび S 
操作すると、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


I 











の 

車両情報 

109 

⑤ 

オーディオ 

112 

⑤ 

ナビゲーシヨン-進行 
方■问方 fu 表示 

112 

④ 

故障表示 

113 

⑤ 

各種設定 

114 


卜 U ップコンピュー 
夕一 

124 

③ 

電話 

126 


108 マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メイン画面一覧 












《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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⑤ 

走行速度/外気温度 
表お画面 

111 

④ 

メンテナンスインジ 
ケーター画面 

199 

⑤ 

エンジンオイル量点検 
画面* 

170 


の 

車両情報メイン画面 
(卜1」ツフメーター/ 
オドメーター） 

110 

⑤ 

車両情報サブ画面 
( 外気温度表示/走行 
速度表示/時計表示 
/巧変スピード U ミツ 
ターの設定速度表お/ 
シフト位置表示/ギ 
アレンジ表示/トラ 
ンスファー表の） 

110 



車両情報 


80 km/h 


0.0 

km 

27 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 











①トリップ;<ーター 
@オド一夕一 

車両情報メイン画面を表示させる 

► ^または^を押して、車両情 
報 イン画面を表おさせまず。 

トリップメーター 

U セット後の走行距離を表おしまず。 

トリップメー ターをリセットずる 
(0.0 に戻ず） 

► リセットボタン （ M 0 日ページ） 
を、表示が 0.0 になるまで押し続 
けまず。 

オドメーター 

これまでに走行した距離の総合計を表 
しぶ9 〇 


①外気温度表示/走行速度表示 
@時刻表示/可変スピードリミッターの 
設定速度表示 

感シフト位置表示/ギアレンジ表示 
® トランスファー表示 

が気温度表示/走行速度表示 

列気温度または走行速度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の "木一 
ター"の"車両情報サブ画面の表示設 
定画面 "(>1 17ページ）で行ないまず。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度表示び〇で於上でち、路面び 
ま結していることびあ0ます。走行に 
は十分を意してください。 


〇外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けまず。しにびって、が気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
りまず。 



110 マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報メイン画面（トリップメー 車両情報サブ画面 
夕一/オドメーター ） 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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時刻表示/可変スピードリ S ッターの 
設定速度表示 

時刻または可変スピード U 三ッターで 
設定した速度を表示します。 

〇 可変 スピー ドリミッタ ーにつ い 
て、詳しくは（[>130ページ）をご 
覧< ださい。 

シフト位置表示/ギアレンジ表示 

オートマチックトランスミッション 
のシフト位置を表おしまず 091.96 
ぺージ)。 

また、テイップシフト097ページ） 
にしたとさのギアレンジを表示しまず。 

トランスファー表示 

トランスファーの位置を表示しまず 
(>100 ページ）。 


走巧速度/夕1■気温度表示画面 



©- 

©- 

—呂〇 km/h 

——20:30 



①走行速度/外気温度表示 
@時刻表示 


走行速度/が気温度表示画面を表示 

させる 

► 1^ または^を押して、車両 
情報^イン画面を表示させまず 
([>110ページ）。 

► Q または ra を押して、走行速 
度/が気温度表お画面を表おさせ 
ます。 

〇 各種設定の"一夕一"の"車 
両情報サブ画面の表示設定画面" 
([>117ページ）で"ガイキオン" 
を選択ずると、この画面は走行速度 
表示になりまず。 

II 車両情報サブ画面の表示設定画面" 
で"ソクド"を選択ずると、この画 
面はが気温度表示になりまず。 

〇 時刻表お®が表示されるのは、車 
両情報サブ画面に可変スピード U 
三ッターの設定速度が表示されてい 
るとさだけでず。 

〇 走行速度の表お単位を km / h また 
は mph に切り替えることができま 
ず （>11 7ページ）。 


走行速度/が気温度表示①は、走行 
速度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の 'ツー 
ター"の"車両情報サブ画面の表示設 
定画面"（杉117ページ）で行ないまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









ンクシヨンディスプレイ 


オーディオ 


ナビゲ—シヨン. 進巧ち向ち位表示 


オーディオやテレビ、 DVD ビデオな 
どの使用時にそれぞれの情報を表示し 
ます。 





ラジオ使用時の例 


COMAND システムのナビゲーシヨン 
機能でルート案内を行なっていると 
をに、進行方向や通過点、交差点（分 
岐点）までの距離などを表示ずること 
びでさまず。 

ルート案巧を行なっていないとさは、 
画面に進行方向の方位び表示されまず。 

ナピゲ—シヨン. 進行ち向ち位表示画 
面を表ルさせる 

► またはを押して、ナビ 

ゲーシヨン-進行方向方位表示画面 
を表示させまず。 

※詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 


才ーディオのメイン画面を表示させる 

► 層百また-は圆をキ申して、才ーディ 
才のメイン画面を表示させまず。 

オーディオのメイン画面表示中に、 
まにはを押ずと、各ソース 
の選局/選巧などびでさまず。 


音量調節 


を押ずと、音量を 


► KM または I 

調節でさまず。 

〇 各種設定の設定グループ選択画面 
や設定項目画面を表示しているとさ 
は、音量の調節はでさません。 


※詳細については、別冊に OMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 













マルチファンクシヨンデイスプレイ 


故障表示 



故障表示画面 


複数の故障や異常びあるとさは、故 
障/警告メッセージ画面び約5秒間 
隔で順まに表示されまず。 

ステア 1 」ングの rsaiBi や 00 、 
または1」セットボタンを押ずと、故 
障/警告メッセージび消えまず。 

故障メッセージを手動で確認ずる 


エンジンスイツチび1か2の位置の 
とさに表示でさまず。 

► またはを押して、故障件 
数画面①を表示させまず。 


の故障件数画面 

(この例では、2件故障びあり 
ます） 

⑤故障/警告メッセージ画面の例 

故障や異苗び起さたとさ、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 


故障件数び数字で表おされまず。 

► Q まには ra を押して、故障 
/警告メッセージ画面③を順まに表 
示させまず。ずべて表示されると、 
故障件数画面①に戻りまず。 

故障表示のリセット 


A 事故のおそれびあ0まず 

表示される故障や異常は一部の限られ 
た装備についてであり、表示される巧 
容ち限！5れていまず。故障や異常の表 
示は運転者を支援ずるちのです。発生 
した故障や異常に対処して車のま全性 
を確保する責任は運転ちにあります。 

〇 故障や異甫びないとさは、故障表 
示画面は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障 
や異甫び発生したとをは、故障/警 
告メッセージ画面び自動的に表おさ 
れます。 


マルチファンクションディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表おごれ 
ているとさは、エンジンスイッチを0 
の位置にずると、故障/警告メッセー 
ジの表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにエンジンスイッチを1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動したとさ、 
再び故障/警告メッセージび表おご 
れまず。 

〇故障/警告メッセージび表示され 
たとをは、必ず指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇表おされる故障/警告メッセージ 
については（[>211ページ）をご覧 
<ださい。 


《画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 













セッテイ 

リセット八 
リセットボタン 
ヲ 3 ビヨウカン 
オシマス 


各種設定メイン画面を表示させる 

► または Ml を押して、各種設 

定メイン画面を表示させまず。 

設定グループ選択画面 



セツテイ 

© 


■ メータ ー M 

ラ*<卜 
シャ U ヨウ 

© 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表お中に 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、設定グ 
ループを選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
Q を押ずと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示され 
ます。 


© © 



の 

を種設定メイン画面 

114 

③ 

設定グループ選択画面 

114 

⑤ 

各種設定項目の初期化 
画面 

115 

④ 

各種設定項目の初期化 
完了画面 

115 


〇走行中でを設定を変更ずることび 
でさますび、ま全のため、必ず停車 
中に操作してください。 



ンクシヨンディスプレイ 


各種設定 


各種設定メイン画面 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でさまず。 

► まにはを押して、設定項 
目画面を選択しまず。 

数値や設定を変更ずる/機能のオン/ 
オフを選択ずる 

► n または B を押して、数値や 
設定を変更したり、機能のオン/ 
オフを選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


各種設定項目の巧期化 



■ 

セッテイ 
コウシ'' ョ ウノ 
セッ テイ ニ 
リセット 
シ7スカ？ 

カク ニン 八 
リセットボタン 

■ 


巧期化画面 


各 グループ 内のすべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでさまず。 

各種設定項目をネリ期化ずる 

► 1 ^ まには^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(…4ページ)。 

► U セットボタン （01 05ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 

上記の初期化画面び約5秒間表示 
されます。 


セッ： r ィ 

コウシ'’ ヨ ウノ 
セッ テイ ニ 
リセット 
サレ7シタ 


初期化完了画面 

► 初期化画面び表示されている間に、 
再度 I 」セツトボタンを押しまず。 

初期化び実行され、上記の初期化完 
了画面び表示されまず。 

〇 初期化画面び表おされてから約5 
秒間 U セツトボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
りまず。 

〇 走行中に初期化操作を行なったと 
さは、ま全のため、初期化されない 
項目びありまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










の 

を種設定メイン画面 

114 

③ 

設定グループ選択画面 

114 

⑤ 

速度-距離単位設定 
画面 

117 

④ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

117 

⑤ 

車両情報サブ画面の表 
示設定画面 

117 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 1 ^ まには^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
0114ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
を押して、設定グループ選択画面③ 
を表示させます。 

設定 グループを 選択ずる 

► ■■または D を押して、"メー 
ター"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► ^9を押しまず。 

メーターの最初の設定項目画面び表 
示されます。 


116 マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


メーター 



《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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速度-距離単位設定画面 


ヒヨウジタンイ 
ソクド/キヨ IJ 

0 




7ィル 

© 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位の設定がで 
さまず。 


► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表おが km / h 、 km に 
なりまず。 

7ィル 

表おが mph 、 マイル/ 
mi になりまず。 


glmph は約 1.6 km / h でず。表示 
単位がマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれがあり 
ます。必ず km 表示を選択して<だ 
さい。 


ディスプレイ言語設定画面 


ヶ。ンコ、‘ 

© 

English 


ディスプレイに表示ずる言語の設定び 
でさまず。 

► n まには B を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になりまず。 

ニホンゴ 

日本語表示になります。 


〇 この画面で設定した言語を 
COMAND システムにも適用で 
さます。詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

車両情報サブ画面の表示設定画面 


ステータス 
ヒヨ ウシ'’ 

0 

ソクト " 


■ 

車両情報サブ画面 （^1 10ページ）に 
表示される項目の設定びでさまず。 

► n まには D を押して、反転表 
示を移動します。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報サブ画面 
の表示び走行速度 
になりまず。 

ガイキオンド 

車両情報サブ画面 
の表示び外気温度 
になりまず。 



〇 車両情報サブ画面の表示を切り替 
えると、走行速度/外気温度表示 
画面 （0111 ページ）の表示を切り 
替わりまず。 


置 Z±L 



① 

を種設定メイン画面 

114 

③ 

設定グループ選択画面 

114 

⑤ 

へッ ドランプ点灯モー 
ド設定画面 

119 

④ 

□ケイ ター ライテイン 
グ設定画面 

120 


⑤ 

車がランプ消灯遅延機 
能設定画面 

120 


ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

121 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

► または！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(…4ページ)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
ra を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► n または D を押して、"ライ 
卜"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► B を押しまず。 

ライトの最ネ刃の設定項目画面び表お 
されます。 


へツ ドランプ点灯 モー ド設定画面 



へッドランプの点灯モードの設定びで 
さまず。 


► D または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

常時点 ロモー ドでず。 
ランプスイッチが 
U か Dsa のとさに、 
エンジンを始動する 
と、へッドランプなど 
が常に点口します。 

マニュアル 

手動点ロモードでず。 
へッドランプなどを点 
口するとさはランプス 
イッチを操作しまず。 
日本ではこのモードに 
設定して < ださい。 


〇設定び甫時点灯モードのとさは、 
ま全のため走行中に設定を変更ずる 
ことはでをません。 


このとさは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セッテイテイシチュウノミ 
カノウ"と表示されまず。 

〇 甫時点灯モードは、走行中の常時 
点灯び義務付けられている諸国に 
巧応しています。日本では手動点 
なモードに設定して使用してくだ 
ごい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るランプは、へッドランプ、車幅 
灯、テールランプ、ライセンスラン 
プでず。ヘッドランプを上向をにし 
たり、フォグランプなどを点灯ずる 
とさは、各スイッチを操作してくだ 
ごし、。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 








□ケイターライティング設定画面 


周囲び日音いとさに U モコン操作で解錠 
すると車がランプび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 


► n または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに、1」 
モコン操作で解綻ずる 
と、車幅灯、フ□ント 
フォグランプ、テール 
ランプ、ライセンスラ 
ンプび点灯します。 

オフ 

□ケイ ター ライテイン 
グは作動しません。 


詳しくは （^56 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


車がランプ消な遅延機能設定画面 


周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車外ランプび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 


► D または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエン 
ジンを停止すると、車 
幅口、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、 
ライセンスランプが点 
灯し、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた 
後、約15秒後に消灯 
します。 

オフ 

車がランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは （^78 ページ）をご覧くだ 
さし、。 




オフ 

© 


へット、ライト 
オフチェン 

© 

オン 


□ケイター 
ライテインク'’ 

© 


ンクシヨンディスプレイ 


20 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ルームランプ消口遅延機能設定画面 



ルームランプび自動点灯モードで周囲 
び暗いとさにエンジンスイツチから 
キーを抜<と、ルームランプび点灯ず 
る機能の設定びでさまず。 


■■または D を押して、反転表 
おを移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプが自動点 
灯モードで周囲が暗い 
とさにエンジンスイツ 
チからキーを抜くと、 
ルームランプが約1日 
秒間点灯しまず。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延 
機能は作動しません。 


詳しくは（杉82ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


シャ U ヨウ 



の 

各種設定メイン画面 

114 

⑤ 

設定グループ選択画面 

114 


⑤車速感応ドア□ック設 

122 

定画面 



I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

► ^まにはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(…4ページ)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
Q を押して、設定グループ選択 
画面③を表おごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■まには D を押して、"シャ 
U ヨウ"を選択しまず。 

► を押しまず。 

シヤ U ヨウの設定項目画面び表示さ 
れます。 


車速感応ドア□ック設定画面 


オートマティック 
トマ□ック 

© 

EB 

オフ 

© 


走行速度び約1 5 km / h し U 上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動 
的に施錠ずる機能の設定びでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび 
作動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


詳しくは （^57 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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コンフオート 



の 

各種設定メイン画面 

114 

③ 

設定グループ選択画面 

114 

⑤ 

イージーエント U —設 
定画面 

124 


設定グループ選択画面を表示させる 

► ^まには^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(…4ページ)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
ra を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 


設定グループを選択ずる 

► ■■まには D を押して、"コン 
フォート"を選択しまず。 

► ^9を押しまず。 

コンフォートの設定項目画面び表示 
されます。 

イージーエントリー設定画面 

A けびのおそれびありまず 

• 子供だけを残して車から離れないで 
ください。誤ってエンジンスイッチ 
からキーを抜いたり、運転席ドアを 
開くとイージーエント U —が作動 
し、けがをするおそれがありまず。 

• イージーエント U —の作動中に身体 
や物が挟まれないよラにま意してく 
ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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■■または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


運転席への乗り降りを容易にずるイー 
ジーエント1」一の設定びでさまず。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエント U —び 
作動します。 

オフ 

イージーエント U —は 
作動しません。 


詳しくは （^67 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


卜 U ップコンピュー ター 



の 

シヨートト1」ツプ メー 
夕一画面 

125 

③ 

□ングト1 」ツプ メー 
夕一画面 

125 


126 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


















マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


125 


ショートトリップメーター画面 



①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

③エンジン始動からの平均速度 ( km / h ) 
硬)エンジン始動からの平均燃費 （ km / I ) 

ショートト U ップ^ーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点として情報を 
します。 

エンジンスイッチを 0 の位置にして 
から、またはキーを抜いてから約4時 
間経過ずると、ショートト U ップ一 
ターは自動的に U セットされまず。 

ショートトリップメーター画面を表示 
させる 

► または^を押して、ショー 

トトリップ 一夕一画面を表おさせ 
ます。 

ショートトリップメーターを手動でリ 
セットずる 

ショートトリップ^ーターは手動で U 
セットすることちでさまず。 

► ショートト U ップ^ーター画面が表 
示されているとさに、 U セットボタ 
ン（>1日5ページ）を押し続けて、 
表示を U セツトしまず。 


〇 ショートト U ツプ 一夕一は 、 U 
セツトしてから999時間経過後、 
または9,999 km 走行後に自動的に 
I 」セツ トされまず。 


□ングトリップ メーター 画面 



①リセットからの走行距離 （ km ) 

©リセットからの経過時間 （ h ) 

@リセットからの平均速度 （ km / h ) 

® リセットか5の平均燃費 （ km / I ) 

□ングト U ップ;>< 一夕一は、 U セットし 

たときを起点として情報を表示しまず。 

□ングトリップメーター画面を表示さ 

せる 

► または^を押して、ショー 
トトリップ 一夕一画面を表おさせ 
まず。 

► ra を押して、□ングト U ップ一 
ター画面を表おさせまず。 

□ ングトリップ メーターを リセットずる 

► □ングト U ップ一夕一画面が表示 
されているとさに、 U セットボタン 
(1>10日ページ）を押し続けて、表 
おを U セットしまず。 

〇 □ングト U ップ 一夕一は 、 U 
セットしてから9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セットされまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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走行可能距離画面 


電話 




■ 

ソウつウカノウ： 

1已0 km 

■ 


■ 

デンワオフ 

■ 


^まにはを押 I 
トトリップ メーター 画 E 


現在の燃料残量で走行可能なおよその 

距離を計算し、予測値として表示しまず。 

走行可能距離画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
まず。 

I して、シヨー 
-画面を表おごせ 
ます （0125 ページ）。 

► ra を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

P 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
であり、今後の走行状況に応じて大 
さく変動ずることびありまず。 

燃料残量びかないとさは、 LU 下のメッ 

セージび 表示されまず。 


ソウつウカノウ: 

- R - km 


電話画面を表示させる 

► まにはを押して、電話画 

面を表示させまず。 

通話ずる（電話を受信ずる） 

► 電話びかかってさたとさにステア1」 
ングの通話開始スイッチ^を押 
しまず。 

電話を受信でさまず。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッチ 
を押しまず。 

電話を切断でさまず。 

電話帳からの発信 

C 0 MAND システムの電話帳に登録し 
てあるま号に電話をかけることびでさ 
ます。 

►電話画面表示中に、または 
B を押して、発信先を選択しまず。 

► ステア U ングの通話開始スイッチ 
K を押します。 


最寄りのガソ U ンスタンドで給油して 
<ださい。 


&詳細については、別冊 「 C 0 MAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走巧装備 


走行装備には、(下のちのがありまず。 

クルー ズ コント□—ル/ 可変 スピー ド 
IJS ッター 

走行速度を制御ずる機能でず。 

パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
害物とのおよその距離を知らせまず。 


オフ□ー ド走行については、「オフ 
□ー ドでの走行」0193ページ）を 
ご覧 < ださい。 


クルーズコントロール 

アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h 政上でず。 

A 事故のおそれびありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離の 
確保など、クルーズコント□ール使用 
時の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任があります。 

クルーズコント□ールを使用している 
とさは、運転者は常に道路状況に注意 
を払って < ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

し U 下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないでください。車の 

コント□ールを失い、事故を起こすお 

それがお0まず。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧がりくねっ 
た道路を走行しているとさ 

• 加減速を繰り返すよラな交通状況 
や交通量の多い道路を走行してい 
るとさ 

• 雨で蕭れた路面や積雪路、凍結路な 
どの滑0やずい路面を走行している 
とさ 

. 降雨時や降雪時、濃霧時など視界が 
確保でさないとさ 

[I クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用ずる 
ことを想定したをのでず。市街化で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは0220ページ）をご覧く 
ださい。 


I 
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〇急な上り坂では、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンしまずび、設定した速度を 
維持でさないことびありまず。この 
ようなときはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなとさは、ブレーキぺダ 
ルを踏むか、テイップシフトでほ 
し、ギアレンジを選択しエンジンブ 
レーキの効さを強くして、減速し 
て < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やずいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあります。 


クルー ズコン ト □—ルの使いかた 



①〜⑥レノ（一の操作方ミち 
⑥表示な 


巧変スピードリミッター （>130 ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 
レバーの表示灯⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
まず。 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとさ 
は、可変スピード U ミッターを操作で 
さる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
ずと表示灯び消灯し、クルーズコント 
□ールの操作びでさる状態に切り替わ 
りまず。 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯しているこ 
とを確認します。 

点灯しているとさは、レバーを⑥ 
の方向に押して、表示灯を消灯さ 
せまず。 

► 希望の速度まで加速、または減速し 
ます。 

► 希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か③の方向に操作しまず。 

そのとをの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引をまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 設定速度び記憶されていないと 
をは、そのとをの速度に設定さ 
れまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設定 
した速度を維持するよラに走行しまず。 
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A 事故のおそれびありまず 

記憶されている設定速度に再度設定す 
るときは、周囲が安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速度 
と設定速度に大さな差があると、急加 
速して事故を起こすおそれがありまず。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
の表示とスピード^ーターおよびマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度表示には、若干の誤差が生じる 
ことがありまず。 

〇 上り坂などを走行するとさは、設 
定した速度を維持でさないことがあ 
りまずが、路面が平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
は記憶されまず。ただし、エンジン 
スイッチを一度 0 か 1 の位置にずる 
と、記憶された速度は消去されまず。 

〇!；! 下のとさはクルーズコント 
□ールを設定でさません。このと 
さは、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに "--- km / h " が数秒間 
点滅します。 

◊ 走行速度が約 30 krn/h iU 下のとき 
〇 ESP の機能が解除されているとき 


設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に上げ続けまず。 
希望の速度になったら手を放しまず。 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に下げ続けまず。 
希望の速度になったら手を放します。 
手を放したとさの速度に設定されまず。 

〇 レバーを③の方向に下げて減速し 
ているとさに、シフトダウンずるこ 
とびありまず。 

—時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
ときは、アクセルペタルを踏んで速度を 
上げてください。アクセルペタルから足 
を放ずと、元の設定速度に戻りまず。 

ク J トズコント□—ルの設定を解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、可変ス 
ピード U ミッターの操作びでさる状 
態に切り替わりまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 




130 


走巧装備 


OiU 下のとさは、クルーズコント 
□ールは自動的に解除されまず。 

• セレクターレバーをに入れ 
たとさ 

• ESP の機能を解除したとさ 

• ESP が作動したとき 

• 走行速度が約 30 km / hiU 下に 
なったとさ 

このとさは確認音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"クル 
-ス''了ノト [1-1 レむ"と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさち自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

クルーズ コント□ールはセレクター レ 
バーを m に入れてち)解除されます 
が、必要な場台を除さ、走行中はセレ 
クターレバーを〇に入れないで< 
ださい。エンジンブレーキが効かない 
ため、事故を起こしたり、トランスミツ 
シヨンを損傷するおそれがあります。 


可変スピードリミッター _ 

制限速度を設定ずると、アクセルぺダ 
ルを踏み込んでいてち、設定した速度 
を超えないよラに走行ずることがでさ 
9 〇 

設定できる制限速度は 30km/h 〜 
21 Okm/h までの間でず。 

ただし、車の最高速度 iiLL に制限速度 
を設定してち、車の最高速度上の速 
度で走行することはでさません。 

ぷ上記は車両の機能の説巧でず。公道を走行ずる隙 
は、必ず法定速度や制限速度を遵守して < ださい。 

※車種や仕様により、設定でさる速度び異なる場を 
びあ0ます。 


心 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<ださ 
し、。可変スピード US ッター使用時 
の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任があります。 

• 運転を交代するとをは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を伝 
えて < ださい。 

可変スピードリ S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでも速度が上がらず、事故を 
起こすおそれがあります。 


• 可変 スピード US ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち解除できません。 

• 可変スピード US ッターは設定した 
制限速度似上に加速ずる必要のない 
ときに使用してください。 
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心 事故のおそれびありまず 

走巧中は軽<ブレーキペダルを踏むな 
どしてブレーキを効かせ続けないで< 
ださい。ブレーキシステムが週熱し制 
動距離が長くなったり、ブレーキが効 
かな< なるおそれがありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

路面が滑りやすいとをは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあります。 

P マルチファンクシヨンディスプレ 
イに可変スピードリミッターに関ず 
る故障/警告><ッセージが表おさ 
れたとさは0220ページ）をご覧 
<ださい。 

P 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、設定速度を維持でさないこと 
がありまず。 

このようなとさは、ブレーキぺダ 
ルを踏むか、ティップシフトで低 
いギアレンジを選択しエンジンブ 
レーキの効さを強< して、減速し 
て < ださい。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リミット]1の 
夕！ II と表おされることがありまず。 


可変スピードリミツターの使いかた 





①〜⑥レバーの 操作ち向 
⑥表示打 

クルーズコント□ール (>127 ページ) 
と同じレパーを使用しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯しているとさ 
に、可変スピードリミッターを操作で 
さまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯しているとさ 
は、クルーズコント□ールを操作でさ 
る状態でず。レバーを⑥の方向に押ず 
と表示灯⑧び点灯し、可変スピード U 
云ッターの操作びでさる状態に切り替 
わりまず。 

可変スピード U 吉ッターを設定ずる 

レノ（一の表示灯⑥び点灯していること 
を確認してください。 

►レノ（一を①か③の方向 I こ操作しまず。 

• 走行速度び約 30 km / hii (下のと 
きは 30 km / h に設定されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hii (上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
ます。 


I 
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または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 設定速度が記憶されていな<、 
走行速度が約 SOkm/h iU 下のと 
きは、3日 km / h に設定されまず。 

• 設定速度が記憶されていな<、 
走行速度が約 30 km/h Li (上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 


化ット 

60 km/h — 


設定したお限を度びマルチファンクシヨンディ 
スプレイに表示された例 

⑦設定速度 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に"リミット"と設定速度⑦び数秒 
間表示されまず。 


-:化「 



設定した制限ま度び車両情報サブ画面に移動し、 

表示された例 

⑨設定速度 

数秒後 I こ車両情報サブ画面 I こ設定速 
度⑨び表示されまず。 

〇可変スピード U S ッターを設定ず 
るとをは、周囲の状況、特に後方 
の車などにミ主意しなびら操作して 
ください。事故を起こずおそれび 
ありまず。 

〇 可変スピード U S ッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
ひ'マルチファンクシヨンディスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇 巧変スピード U S ッターの設定速 
度は記憶されまず。ただし、エンジ 
ンスイッチを一度 0 か 1 の位置に 
ずると、記憶された速度は消去され 
ます。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているときは可変スピードリ 
ミッターを設定ずることはできませ 
ん。このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "--- km / h " が数 
秒間点滅しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

1 Okm / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り上 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が上がりまず。 

または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

Ikm / h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

1 Okm / h 単位で設定速度が下がり 
ます。 

1 km / h 単位の端数で速度が設定さ 
れていたとさは、設定速度が切り下 
がり、その後 10 km / h 単位で設定 
速度が下がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

H 設定速度を変更ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにミ主意し 
ながら操作して<ださい。事故を起 
こすおそれがあ D まず。 


可変スピードリ S ッ ターを解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず。 
または 

► レバーを感の方向に押しまず。 
レバーの表示口⑥が消灯し、 クルー 
ズコント□ールの操作がでさる状態 
に切り替わりまず。 

Q 可変スピードリミッターを解除し 
てち、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度が走行速度より 
ち低い場を、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてち車は減速しまず。 

〇 次の操作をしたとさは可変スピー 
ドリミッターが自動的に解除され 
まず。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km / 
h 政上低い速度までは、一時的に 
キックダウンしても可変スピー 
ドリ ミッ ターは解除されません。 

• エンジンを停止したとき 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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パークト□ニック 


インジケーター 


U アバンパーにあるセンサーで障害物 
などを感知し、車と障害物とのおよそ 
の距離を、インジケーターと警告音で 
運転者に知らせまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムでず。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に周辺 
に人や動物がいないことを確認して 
ください。 


パークト□ニックセンヴー 




①インジケーター 


インジケーターはテールゲー トのち 側 
上部にありまず。 

黄色インジケーターが4個、赤色イン 
ジケーターが2個あり、センサーと 
障害物とのおよそ距離を、インジケー 
ターの点灯数でおします。 

パークト□ニックの 作動 


U アバンノて一の4個のセンサー①が 
車の周辺の障害物などを感知しまず。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したとさはパークト〇 
ニックび正常 I こ作動しないことびあ 
りまず。このとさは、パークト□ニッ 
クを作動させたとさに警告音び鳴り 
続けることびありまず。 

センサーに傷や損傷をちえないよラ 
にま意して、定期的に清掃してくだ 
さい0203ぺージ）。 


エンジンスイツチび2の位置で、セレ 
クターレバーび〇に入っていると 
さに作動しまず。 

センサー感知節囲に障害物が入ったとき 

障害物びセンサー感知範囲（約150 
〜100 cm ) に入ると、黄色インジケー 
夕一び] 個点灯しまず。 障害物との距 
離び短くなるにつれ、点灯ずるインジ 
ケーターの数び増えまず。 

4個目の黄色インジケーターび点灯ず 
ると、警告音び断続的に約15秒間鳴 
りまず。 
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障害物との距離び近くなったとを 

障害物びセンサーの最短感知距離に 
近付くと、1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音の間隔び短<な 
りまず。 

障害物との距離びさらに短くなると2 
個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音の間隔びさらに短くなりまず。 

最短感知距離（約 30 cm ) になると、 
すべてのインジケーターび点滅し、警 
告音び連続的に鳴0まず。 

〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
サーは障害物を感知でをなかった 
り、正苗に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点滅していたインジケーター 
び消灯ずることびあ0まず。 

〇スペアタイヤ カバーは U アバン 
パーより後ろに位置しているため、 
パークト□ニックび知らせる距離よ 
りを、実際の障害物との距離び短< 
なりまず。十分ま意してください。 

[I 電波を発ずる物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正苗に作動しないこ 
とびありまず。 


〇温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、まにエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。運転をはパークト〇 
ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に車 
の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 

〇 セレクターレバーを〇に入れ 
ると、警告音び1回鳴り、ずべての 
インジケーターび一瞬点灯しまず。 

〇 し U 下のとさは、パークト□ニック 
び故障して、機能び解除されていま 
ず。指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

• 警告音び鳴り続けるとさ 

• 警告音び1回鳴らず、ずべての 
インジケーターび一瞬点灯しな 
し）とさ 
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走行装備 




センサー感知節囲 

中央 

約1 50 cm 〜 30 cm 

コーナー 

約100 cm 〜 30 cm 


。センサーは、約 SOcmLU 巧にある 
障害物は感知でさません。 

Q センサーの周辺にアクセヴ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
がありまず。 

H 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分注意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷ずる 
おそれがありまず 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 


センサーの感知節囲 


B を邸 e 恒脚 









エアコンデイシ ヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
列気温度、日射の強さなどに応じて、 
送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度など 
を快適な状態に保ちまず。 

华環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護するたが、フ□ンガ 
スを大気放出ずることは法律で禁止 
されていまず。また、ずべての自動 
車オーナーは、フ□ンガスび適切に 
処理されるよラ寶めなければなりま 
せん。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず指定ヴー 
ビスエ場で行なってください。 


A けびのおそれびありまず 

• 送風温度を高めに設定してあるとを 
は、送風口が過熱して高温になり、 
乂傷をするおそれびありまず。また、 
暖気びを風されているとさは、送風 
口に身体を近付けたままにしている 
と低温火傷のおそれびあ0まず。十 
分にミ主意してください。 

• 送風温度をほめに設定してあるとさ 
に送風口に身体をお付けると、しち 
やけなどを起こすおそれびあります 
ので十分にミ主意してください。 


〇車内び高温になっているときは、 
エアコンディショナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

Q 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフび開いていると、設定温度を 
維持ずることびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フイルター類び目づまりを起こして 
いると送風量び減かしまず。 


H 皮膚の弱い人は、送風□に身体を 
お付けずざないよ5にミ主意してくだ 
ごし、。 
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名称 

の 

送風量調整ダイヤル 

③ 

送風温度調整ダイヤル（左側） 

⑤ 

送風温度調整ダイヤル（ち側） 

④ 

送風□選択ダイヤル 

⑤ 

U アデフォッガースイッチ 


AC スイッチ 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ 

③ 

AUTO スイッチ 

④ 

内気循環スイッチ 

③ 

デフ□スタースイッチ 


《エアコンディショナーのスイッチ類の絵 
柄などは、イラストと異なる場合びあり 
まず。 


通常の使いかた （ AUTO モード) 



①送風量調整ダイヤル 
©送風温度調整ダイヤル（左側） 

@送風温度調整ダイヤル（ち側） 
© AUTO スイッチ 

エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ③を押しまず。 

スイッチの表示口が点口しまず。 

送風口の組み合わせと送風量が自動 
的に調整されるようになりまず。 

► 送風温度調整ダイヤル③③で好みの 
温度を設定しまず。 













O 通常は 22° C に設定ずることをお 
勧めします。 

〇 エンジンの始動直後は、設定にか 
かわ日ず、約30秒間足元にを送風 
されます。 

〇 エアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させると、自動的に 
AC モード （>14 日ページ）に設定 
されます。 

〇 送風量調整ダイヤル①が日の位置 
でエアコンディショナーが停止して 
いるとさに送風量調整ダイヤルを日 
1;(列の位置にずると、エアコンディ 
ショナーは作動を開始しまず。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► 送風量調整ダイヤル①を〇の位置 
にしまず。 

エアコンディショナーが停止します。 

P ドアウインドウやスライディング 
ルーフが閉じているときにエアコン 
ディショナーを停止ずると、ウイン 
ドウが量0やず< な0まず。 

〇 送風量調整ダイヤルが日の位置で 
エアコンディショナーが作動してい 
るとさは、送風量調整ダイヤルを一 
度 OiU がの位置にしてから、再度 
0の位置にずるとエアコンディショ 
ナーは停止しまず。 


エアコンデイシヨナー 


AUTO モードを解除ずる 

► エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているとさに、 AUTO ス 
イッチ⑦を押しまず。 

AUTO スイッチの表示灯び消灯し、 
AUTO モードび解除されまず。 

送風量の調整や送風□の選択を手動 
で行な5ことびでさまず。 


送風温度の調壁 



③送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風温度調整ダイヤル（ち側） 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル③③を時計回 
りにまねしまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル③③を反時計 
回りにまねしまず。 
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O 送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 ドアウインドウやスライデイング 
ルーフが開いていると、設定温度を 
維持でさません。 

〇 いずれかの側の送風温度をいっぱ 
いまで上げたとさ、または下げたと 
さに、ちラー方の側の送風温度ち上 
がる、または下がることがありまず。 


AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口が点口しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウとスライデイングルー 
フが閉じているとさに AC モードを解 
除すると、ウインドウが曇りやすくな 
り、事故を起こずおそれがありまず。 

平環境 


AC モード 


AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 


⑥ AC スイッチ 


〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンがかかっているとさに送風され 
まず。 

〇 デフ□スターモード0144ぺ一 
ジ）を解除したとさは、自動的に 
AC モードになりまず。 

Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れることびありまず。 



AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されまず。 

AUTO モードでエアコンデイシヨナー 
を作動させにとさは、自動的に AC モー 
ドになりまず。 

AC モードを解除ずる 


Oac スイッチ⑧を押したときに、表 
お灯び点滅をし < は消灯したままの 
とさは エアコンデイシヨ ナーのを媒 
び不足していまず。除湿/;ち房さ 
れた空気は送風されません。ずみや 
かに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


► AC スイッチ⑧を押しまず。 


スイツチの表示灯び消灯し、除湿 
/を房されていない空気び送風さ 
れます。 







エアコンデづ 
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送風量の調壁 _ 送風□を選択ずる _ 

© の 

①送風量調整ダイヤル ④送風口選択ダイヤル 


送風量を手動で調整することがでさ 

ます。 

エアコンデイショナーが AUTO モー 

ドで作動しているときは、 AUTO モー 

ドを解除 瓜139ページ）してから、 

送風量を調整します。 

送風量を上げる 

► 送風量調整ダイヤル①を時計回りに 
まわします。 

送風量を下げる 

► 送風量調整ダイヤル①を反時計回り 
にまわしまず。 

〇 エアコンディショナーび停止して 
いるとをに送風量調整ダイヤル①を 
0 LU 外の位置にずると、エアコン 
ディショナーび作動しまず。 

〇 エアコンディショナーび作動して 
いるとをに送風量調整ダイヤル① 
を0の位置にずると、エアコンディ 
シヨナーは停止しまず。 


エアコンデイシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しているときは、 AUTO モー 
ドを解除 瓜139ページ）してから、 
送風口を選択します。 

► 送風口選択ダイヤル④をまわして、 
好みの送風ロマークに合わせまず。 
〇 ダイヤルをマークの中間に合わせ 
ると、組み合わせた送風□から送風 
ずることびでさまず。 

〇 選択した送風 aii (外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 
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JS 1 P 

マー ク 

主に送風される送風 □ 

la 

フ□ントウインドウ送風 □ 
⑩フ□ントドアウインド 
ゥ送風□⑩ 

の 

フ□ントウインドウ送風 □ 
⑩フ□ントドアウインド 
ウ送風□⑩フ□ント足元送 
風□⑩ U ァ足元送風 □ 

la 

フ□ント足元送風 □⑩ U 
ァ足元送風 □ 

W 中央送風□⑩サイド送風 

□⑩ U ア送風 □ 


送風□の開閉 

中央送風□⑩とサイド送風□⑩は開閉 
ずることびでさまず。 

送風□を開< 

► 各送風□の送風□開閉ダイヤルをち 
側にまわしまず。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 各送風□の送風□開閉ダイヤルを左 
側にまねしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 


送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
左側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で左側にまわしてを、送風 □ を完全 
に閉じることはでさません。 










エアコンデ- 



送風□の風向を調藝 


中央送風口颇とサイド送風口®は風向 
さを調整ずることがでさまず。 

風向きを調壁ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

0 換気効率を上げるため、中央送風 
□の風向さを中央にずることをお勧 
めします。 


U ア送風 □ 
リア中巧送風 □ 



U ア中央送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑩を上方にまわ 
します。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

U ア中央送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑩を下方にまわ 
し 9 〇 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下方にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下方にまねしてを、送風□を完全 
に閉じることはでをません。 

〇 左ちの U ア送風□からの送風温度 
は、フ□ントの左ちの送風温度の設 
定に連動しまず。 


送風□の風向を調藝 


⑩リア中央送風口開閉ダイヤル 
颇ノプ 

センターコンソール後端部にリア中央 
送風口がありまず。 

Q リア足元送風口がフ□ントシート 
の下にありまず。荷物などで送風口 
をふさがないで<ださい。 


風向きを調整ずる 

► 送風口のノブ®を上下左ちに動か 
しま'9。 


B を習恒脚 
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デフ□スターモード 



⑦ AUTO スイッチ 
⑨デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るとさに使 
用します。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ⑨を押しまず。 
スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エアコンディショナーびしツ下の内容 
で作動しまず。 

• エアコンディショナーの送風量 
び上びりまず。 

• エアコンディショナーの送風温 
度び高< なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とフ 
□ントドアウインドウ送風□を 
中むに送風されまず。 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ⑨を押 
しま弓。 

スイッチの表示口が消口しまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前の 
内容でエアコンデイシヨナーが作動 
しま弓。 

ただし、デフ□スターモードに設定 
する前に AC モードを解除していた 
とさは AC モードに、内気循環モー 
ドにしていたとさは外気導入モード 
になりまず。 

または 

► AUTO スイッチ③を押しまず。 

AUTO スイッチの表示灯が点灯し、 
デフ□スタースイッチの表示口が消 
灯しまず。 

エアコンデイシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しまず。 

フ□ントウインドウの夕«則び量るとき 

► ワイパーを作動させまず。 

► 中央送風口を閉じまず。 

► AC モードを解除しているときは、 
送風口選択ダイヤルをまわして、 
MM または la の送風ロマークに 
合わせまず。 

〇 上記の設定は、曇0が取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


B を邸 e 恒冊 


• 内気循環モードが解除されまず。 








エアコンデ- 



リアデフォッガー 




© リアデフ ォッガース イッチ 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷が付着していると 
さは、運転前にそれらを取り除いて視 
巧を確保してください。事故を起こす 
おそれがありまず。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► エンジンスイッチが2の位置になつ 
ていることを確認します。 

► リアデフォッガースイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、リアデフォッガースイッチ® 
を押します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

[■消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 


〇 U アデフォッガーは、使用を開始 
してから約10分後に自動的に停止 
します。 

ft バッテ U —の電圧びほくなると1」 
アデフォッガーは自動的に停止し、 
表示灯び点滅しまず。電圧び回復ず 
ると自動的に作動を開始しまず。 

0 外気温度びほいとさは、車内び暖 
まるまでは U アデフオツガーび作動 
しないことびありまず。 


内気循環モード 



⑨内気循環スイッチ 

トンネル内など、空気び汚れた場所で 
外気を車巧に入れたくないとさに使用 
し弓0 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

エンジンスイツチが2の位置のときに 
設定/解除がでさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

夕+気温度が低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくださ 
し、。ウインドウが曇りやずくなり、事 
故を起こすおそれがあります。 
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内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押しまず。 
スイッチの表示口が点口しまず。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わ 
ることがありまずが、このとさは 
内気循環スイッチの表示口は点口 
しません。 

約30分経過ずると、一定の割合で 
列気導入をはじめまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経週ずると(下のよ5に自 
動的にが気導入を始めまず。 


外気温度が約5で iU 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除して 
し、るとさ 

約5分後 

外気温度が約日で上 
のとさ 

約30分後 


内気循環モードを解除ずる 
(が気導入モードにずる） 

►再度、内気循環スイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示口が消口しまず。 

〇 内気循環モードのときに 、 AUTO 
モードやデフ□スターモードにずる 
か、 AC モードを解除ずると、が気 
導入モードにな0まず。 


余熱ヒーター-ベンチレーシヨン 


0 © 





③送風温度調整ダイヤル（左側） 

③送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑥を熱ヒーター- 

べン チレー シ ヨン スイッチ 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

エンジンスイッチび0か1の位置の 
とき、またはキーび巧いてあるときに 
使用できまず。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。 

〇 かない送風量で一定に保たれまず。 

を熱ヒーター•ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑥を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

► 送風温度調整ダイヤル③③で送風温 
度を設定しまず。 
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を熱ヒー ター •ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、 ホ熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ⑧を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 じ(下のとさは、余熱ヒーター■ベ 
ンチレーシヨンは自動的に停止し 
ます。 

-使用を開始してから約30分経 
週したとさ 

• エンジンスイッチを2の位置に 
したとさ 

• バッテ U —の電圧びほ下したとさ 

-エンジンを却水の温度びほ下し 
にとを 


r ングルーフ 


A けびのおそれびありまず 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スライディング 
ルーフを操作してけがをしたり、事 
故の原因になります。 

• スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラにミ主 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
ディングルーフを開いて < ださい。 

• スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれがありま 
す。シートベルトを着用していない 
と、車が横転したとさにスライディ 
ングルーフの開口部から車外に放り 
出されて、致命的なけがをするおそ 
れがあ0ます。乗員全員がシートべ 
J レトを着用してください。 

P 走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けが 
をするおそれがあ0まず。 

Q スライディングルーフの開口部か 
ら、物を出し入れしないで < ださい。 
スライディングルーフの シール 部を 
損傷するおそれがありまず。 

P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開 < とさは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 

〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
ごい。スライディングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 
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スライデイングルーフ 


〇スライデイングルーフの開□部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大をな力を加えないで< ださい。ス 
ライデイングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライデイン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認して < ださい。 

〇 スライデイングルーフを開いて走 
行しているとを、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イデイングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
することびありまず。 

〇 U モコン操作でスライデイング 
ルーフを開閉することびでさまず。 
詳しくは （^90 ページ）をご覧く 
ださい。 


スライディング ルーフの 開閉 



①スライデイング ルーフ スイッチ 
③開く 

③ 閉じる 

④ チルトアップ 

⑥閉じる/チルトダウン 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに操作できまず。 

スライデイングルーフを開く 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開きまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開さまず。 

〇 スライデイング ルーフび 自動で開 
いているときにスイッチを操作ずる 
と、その位置で停止しまず。 

スライデイングルーフを閉じる 

► スイッチを③または⑥の方向に押し 
まず。 

スライデイングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スイッチを④の方向に操作しまず。 

スライデイングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スイッチを⑥の方向に操作しまず。 
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荷物の積みち/ル物入れ 


A けびのおそれびありまず 

荷物を積むとさは、 Lu 降に記載されて 
いるミ主意点を守り、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキや事故などのとき 
に前方に放り出されて、乗員がけがを 
するおそれがあ0まず。 

また、荷物を積むときの注意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをずる可 
能性は高まります。 



A 火傷のおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いで<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどにカッ 
プホルダーに置いた容器が飛び出し 
て、乗員が火傷をするおそれがあり 
ます。 

• カップホルダーのサイズに合ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 

• 火傷防止のため、熱い飲み物が入つ 
た容器を置かないでください。 


P カップホルダーに飲み物が入った 
容器を置くとさは、スイッチや電装 
品などに飲み物をこぼしたり、結露 
した水滴が垂れないよ5に注意して 
<ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火するおそれが 
ありまず。 

〇カップ ホルダーの 上に、飲み物の 
容器(がのちのを置かないで < だ 
さし、。 


I 


カツプす J レダーはグ□ー ブボツクスの 
カバーの裏側にあ0まず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ルー フラック 


A 事故やけびのおそれびありまず 

• 推奨品外のルーフラックを取0付 
けると、車か5外れて荷物が放り出 
されて、乗員がけがをしたり、事故 
の原因になります。ルーフラックを 
取り付けるとさは、製品に添付の取 
扱説明書に従ってください。 

• ルーフの最大積載量（約 2 00 kg ) 
を超えないよラにミ主意して<ださ 
し、。また、ルーフに荷物を積んで 
いるとさは、車の重む位置が変化 
し、走行安定性に影響を与えます。 
運転ずるとさは十分にミ主意して< 
ださい。 

Q ルーフラックはダイムラー社の推 
奨品の使用をお勧めしまず。詳し< 
は指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。また、ルーフに荷物を積んで 
いるとさは、下記に注意してくださ 
し、。車を損傷するおそれがありまず。 

• スライディングルーフをチルト 
アップしたとさに接触しないこと 

• ルーフ前部のアンテナに接触し 
ないこと 

ルーフラックの装着ち法について 
は、製品に添付されている取扱説明 
書をお読み < ださい。 



①収納ネット 

助手席側の足元に新聞や雑誌などを収 
納でさるネットを装備してし''まず。 

〇収納ネットには、重い物やかたい 
物、ビンやち、割れやずい物、鋭利 
なあ状の物を入れないで < ださい。 

〇収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよ5にして < ださい。 


荷物を積むと走 


A けびのおそれびありまず 

荷物を積むとさは、(降に記載されて 
いるを意点を守0、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキや事故などのとさ 
に前ちに放0出されて、柔員びけびを 
するおそれびあ0まず。 

また、荷物を積むとさのミ主意点を守つ 
たとしてち、荷物を積むことにより、 
事故などのとをに乗員びけびをする可 
能性は高まりまず。 
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A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを開 
いたままにしないでください。排気ガ 
スが車内に入0、意識不明になったり、 
中毒死するおそれがありまず。 




@リアシートを折りたたんで荷物を積ん 
だ状態 

荷物の積みかたは車の走行安定性に大 

さ<影響しまず。 Li (下の点にミ主意して 

<ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量 （^265 ペー 
ジ）を超えないようにして < ださい。 

• 重い物は車の中む近< (ラゲッジ 
ルームの前ち）の低い位置に積み、 
確実に固定して < ださい。 

• 荷物をパックレストより高<積み上 
げないで < ださい。 

• 荷物はフ□ントシートまたはリア 
シートの背面に接ずるよ5に積んで 
<ださい。 

• 荷物はでさるだけ人が座っていない 
シートの後方に積んで< ださい。 

• 大さな荷物を積まないとさは、リア 
シートのバックレストを起こして確 
実に固定し、ヘッドレストを装着し 
て < ださい。 



• リアシートに人を乗せないときは、 
上図のよラに左ちのシートベルトプ 
レートを反対側のバックルに差し込 
んで、シートベルトが交差ずるよラ 
にして < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にミ主意してください。ウインドウガ 
ラスを破損したり、リアデフォッ 
ガーの熱線を損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 荷物を積むとさは、必ずセーフティ 
ネットを使用して<ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

〇 荷物固定用のアクセサ U —はダイ 
ムラー社の推奨品の使用をお勧めし 
まず。詳しくは指定サービスエ場に 
おたずね < ださし、。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


巧物を固定ずるとを 


荷物固定用リング 


①荷物固定用 U ング 

ラゲツジルームには4個の荷物固定用 
リング①がありまず。 

A けびのおそれびありまず 

荷物を固定すると量は、荷物固定用リ 
ングを使用して確実に固定してくださ 
し、。荷物の積みかたが適切でなかった 
り、荷物を固定していないと、荷物が 
前方に放0出され、乗員がけがをする 
おそれがあ0ます。 


. 荷物固定用 U ングを使用して荷物を 
固定して < ださい。 

• 伸縮性のある□ープやネットを使用 
しないでください。それらは軽い荷 
物を固定することしかでさません。 

. 伸縮率7 % iU 下および耐荷重張力7 
14 kg (600 daN ) の擦れに強 

<丈夫な□ープやストラップ、ネッ 
卜を使用してください。 


• 固定する□ープやネットが荷物の角 
にかからないよラにして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーをして <ださい。 

. 荷物の固定には擦れに強<丈夫な 
□ープを使用し、ラゲッジルームの 
4個の荷物固定用 U ングに通して確 
実に結んで < ださい。 

. 荷物固定用リングには均等に力がか 
かるよ5にして < ださい。 

• 荷物をテンションネットで固定ずる 
とさは、荷物全体の上にネットを被 
せ、フックを荷物固定用リングにか 
けまず。テンショナーを使用してス 
トラップを強 < 締めて < ださい。 

• 締め付けストラップは、図のよラに 
荷物の上で交差ずるよラにかけ、荷 
物の重量が各荷物固定用 U ングに均 
等にかかるようにしまず。締め付け 
金具を使用ずる場合は、荷物固定用 
U ングに過大な力がかからないよラ 
に注意してください。 

. 荷物固定用アクセサリーの使用方法 
については、製品に添付されている 
取扱説明書をお読み < ださい。 
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分割可倒式リアシート _ 

バックレストの左ちいずれか一方、ま 
たは両方を倒ずことがでさまず。 

また、 U アシートの左ちいずれか一 
方、または両方を折りたたむことがで 
さます。 

A けびのおそれびありまず 

• ラゲッジルームに重い荷物やかた 
い荷物を積載するとさは、確実に 
固定して<ださい。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のとさな 
どに荷物が放り出されて、乗員が 
けがをずるおそれがお0ます。 

• U アシートを折りたたんで荷物を積 
むとさは、必ずセーフテイネットを 
使用してください。 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないでください。排 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれがあります。 



①バックレストレバー 
©シートレバー 


バックレストを倒ず 

► へッドレストをいっぱいまで下げ 
cA 9 〇 

► バックレストレバー①を矢印ち向に 
弓 I き、バックレストを前方に倒して 
□ックしまず。 

バックレストを元の位置に戻ず 

〇 U アドアを開いておくと、バック 
レストレバーの操作がしやず<なり 
ます。 

► バックレスト背面を下方に押しなび 
ら、バックレストレバー①を引き上 
げて□ックを解除しまず。 

► バックレストを引を起こしまず。 

〇 シートベルトび挟み込まれていな 
し、ことを確認して < ださい。 

リアシートを巧りたたむ 

► バックレストを前方に倒して□ック 
します。 

► シートレバー®を引いてリアシート 
の後部に手をかけて引さ起こし、前 
方に折りたたみまず。 

〇 U アシートをキ斤りにたむときは、 
身体や物などを挟まないよ5にミ主意 
して < ださい。 

〇 U アシートを折りたたむときは、 
フ□ントシートの位置を前方に移動 
し、バックレストを起こしてくださ 
しんシートを損傷ずるおそれびあり 
まず。 


I 









154 


荷物の積み万/ル物入れ 


リアシートを元の位置に戻ず 

► シート後部を下げて□ックしまず。 

►バックレストを元の位置に戻し 
ます。 

A けがのおそれがありまず 

走行する前に、シートび確実に□ッ 
クされていることを確認してくださ 
し、急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故などのとさに巧物び前ちに放り 
出されて、乗員びけびをするおそれ 
びあ0まず。 


〇 U アシートを起こした状態でセー 
フティネットを脱着するときは、 
パックレストを起こしたままシート 
レバーを引いて、リアシートを前方 
に倒しまず （>153 ぺージ）。 


セーフティネット 

走行中に荷物が前方に放り出されるの 
を防ぐために使用しまず。 

U アシートを起こした状態、折りたた 
んだ状態のどちらでち使用でさまず。 

A けがや事故のおそれびありまず 

• 荷物を積むとさは、荷物が前方に放 
り出されて乗員がけがをしないよ 
ラ、必ずセーフティネットを使用し 
て < ださい。 

• 損傷したセーフテイネットは使用し 
ないで <ださい。 


• セーフテイネットでは、急ブレーキ 
や事故などのとさに、重い荷物を固 
定でさません。重い荷物を積むとさ 
は、□ープやストラップで正しく固 
定してください（[>1日2ページ）。 

• セーフテイネットを使用したとさ 
は、セーフテイネットの後方に乗車 
しないでください。 


リアシートを起こしたげ態で使用ずる 



① セーフテイ ネット 
©取り付け部 
©バックル 
® ストラップ 
©フック 
© リング 

►バックレストを起こしたまま、リ 
アシートを前方に倒しまず（>153 
ページ)。 

► ストラップ④のバックル③が前方を 
向くよ5にして、セーフテイネット 
①をリアク オーター ウインドウ上方 
の取り付け部③にかけます。 

► バックル⑤でストラップ④の長さを 
調整し、フック©を U ング©にかけ 
ます。 
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► ストラップ④の先端を引さ、セーフ 
ティネット①が軽<張る程度に調節 
します。 

► リアシートを元の位置に戻し、□ッ 
クさせます。 

〇 U アシートを起こした状態で使用 
するリングは、 U アホイールアーチ 
前方にありまず。 

〇 1」アドアを開いてお< と、セーフ 
ティネットの着脱びしやずくなり 
ます。 

リアシートを巧りたたんだげ態で使用 

ずる 



① セーフ テイネット 
©取り付け部 
③バックル 
® ストラップ 
愈フック 
® I 」ング 

► リアシートを折りたたみまず 
0153ページ）。 

► ストラップ④のバックル⑤が後方を 
向くようにセーフテイネット①を U 
アドアウインドウ上方の取り付け部 
③にかけまず。 


► バックル③でストラップ④の長さを 
調節し、フック®をリング®にかけ 
cA 9 〇 

► ストラップ④の先端を引さ、セーフ 
ティネット①がぴったりと張るよラ 
に調節しまず。 

。 U アシートをキ斤りたたんだ状態で 
セーフティネットを使用するとき 
は、ストラップを強く締めて<だ 
さし、。 

►かし走行した後に、セーフティ 
ネットの張り具合を点検して<だ 
さい。必要があれば締めなおして 
<ださい。 

〇 U アシートを折りたたんだ状態で 
使用するリングは、 U アシート下に 
ありまず。 

セーフティネットを取りがず 

► U アシートを起こした状態でセー 
フテイネットを使用してし^るとき 
は、リアシートを前方に倒しまず 
0153ページ）。 

► バックルを上方に倒してストラップ 
をゆるめ、フックをリングからがし 
ます。 

► セーフティネットを取り付け部から 
がしまず。 


I 
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荷物の積み方/ル物入れ 


セーフテイネットを収納ずる 



①セーフテイネット 
©ベルク□ストラップ 


► セーフティネット①を巻きまず。 

► 付属のベルク□ストラップ©で固定 
します。 

► リアシートの後側に収納しまず。 


小物入れ 


A けびのおそれびありまず 

走巧中は、ル物入れのカバーを開いた 
ままにしないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさなど 
に収納物び飛び出して乗員びけびをす 
るおそれびあります。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
いよラにして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れな 
いでください。ル物入れや収納物を 
損傷するおそれびありまず。 

[I ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

[I 貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 


ク□—ブボックス 



①八ンドル 

③グ□ーブボックスのカバー 

③ キー シリンダー 

④ 施錠の位置 
⑥解錠の位置 

グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引いて開きまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

〇貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないで < ださい。 

〇 エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさにグ□ー ブボックスを開< 
と、グ□ーブボックスランプび点灯 
します。 
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荷物の積み方/ル物入れ 
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キーシ U ンター ③に エマージェンシー 
キ ーを差し込んで施錠/ 解錠ずるこ 
とびでをまず。 

グ□ーブボックスを施綻ずる 

► キーを施錠の位置④にまわしまず。 

グ□ーブボックスを解綻ずる 

► キーを解蟲の位置⑥にまねしまず。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻して < ださい。 

その 際は、 エ マージてンシー キーを 
キー本体から取り外し、携帯してく 
ださい。 

センターコンソールのル物入れ 


フ□ント アーム レスト①ル物入れ 





①ち側レバー 
③左側レバー 
③フ□ントアームレスト 

フ□ントアームレスト上部のル物入れ 
を使用ずる 

► ち側レノ（一①を押しなびらフ□ント 
アームレスト③を持ち上げまず。 

フ□ントアームレスト下部のル物入れ 
を使用ずる 

► 左側レノ（一③を押しなびらフ□ント 
アームレスト③を持ち上げまず。 

〇 フ□ントアームレスト下部のル物 
入れには、販売店オプションの携帯 
電話接続ケーブル用のコネクターび 
ありまず。 


①センターコンソールのル物入れ 


センターコンソールのル物入れを使用 
ずる 

► カバーを後方に引さまず。 

センターコンソールのル物入れはカツ 
プす W レダーとして使用することびでき 
ます。 

カツプホルダーとして使用するとき 
は、（>149ページ）の注意事項を守つ 
て < ださい。 


I 
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室内装備 


シートバックポケット 



①シートバックポケット 


フ□ントシートの背面にシートバック 

ポケットびありまず。 

U シートバックポケットには、重い 
物やかたい物、ビンやを、割れやず 
い物、鋭利な形状の物を入れないで 
<ださい。 

〇フ□ントシートのバックレスト 
を後方に倒ずとさは、シートバッ 
クポケットび1」アシートのシート 
クッシヨンに接触しないようにミ主 
意して<ださい。シートバックポ 
ケットの収納物や U アシートの 
シートクッシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 


室内装備 


サンバイザー/バニティミラー 

^ 事故のおそれびありまず 

走行中は；（ニティ云ラーのカノ（一を閉 
じてください。目を惑によ D 事故をおこ 
ずおそれびあ D ます。 



③フック 

③ バニテイ云ラーカバー 

④ 照日月 

前方か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴー①をフック③から外し 
ます。 

► ヴンバイヴー①を横にまわしまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイ云 ラー カバー③を閉じ 
てください。ルーフ内張りやバニ 
テイ S ラー カバーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 
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室内装備 


バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► バニテイミラーカバー③を上方に開 
さまず。 

照巧④び点灯しまず。 


灰皿 

〇吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

フ□ントの巧皿 



①カ バー 


フ□ン 卜の灰皿はセンターコンソール 
にありまず 

灰皿を開< 

► カバー①を軽く押しまず。 



①ノブ 


の皿を取りがず 

A 事故のおそれがありまず 

巧皿を取り外すとさは、必ずエンジン 
を停止し、 バー キングブレーキを確実 
に効かせて、車び動さ出さないよラに 
してくださし、 


► エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、ブレーキペダルを踏みなびら、 
セレクターレバーを m に入れ 
ます。 

► ノブ①を矢印の方向にいっぱいまで 
押しまず。 

の皿び上びりまず。 

► 灰皿を取り外しまず。 

の皿を取り付ける 

► の皿を押し込みまず。 
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灰皿を閉じる 

► カバー①を前ちに押して閉じまず。 
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室内装備 


リアの巧皿 



① カバー 
③プレート 

U アの灰皿は左ちのリアドアにあり 
ます。 

灰皿を開< 

► カバー①の上部を手前に引きまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を押して閉じまず。 

巧皿を取り外ず 

► の皿をいっぱいまで開をまず。 

► プレート③を押しなびら、の皿を手 
前に引を出しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿の底部を合わせ、プレート③を 
押しなびらはめ込みまず。 

〇灰皿を取り付けるとさに、指など 
を挟まないよラにミ主意してくださし)。 


ライター 



①ライター 


エンジンスイツチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A けびや义災①おそれびありまず 

ライターはぶ、ずノブの部分を持ってく 
ださい。金属部を持つと火傷をするお 
それびありまず。 

ま全のため、モ供を乗車させるとさは 
ライターを抜さ取って<ださい。火傷 
をした0、火災び発生するおそれびあ 
0まず。 


〇ライターを押し込んだ後、押さえ 
続けないでください。ライターを損 
傷するおそれびありまず。また、ラ 
イターび過熱して乂災び発生ずるお 
それびありまず。 
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室内装備 


〇赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないでください。乂災び発生 
するおそれびありまず。 

P ライターを改造したり、純正品しツ 
外のライターを使用しないでくださ 
しん ライター やセンターコンソール 
を損傷したり、乂災び発生ずるおそ 
れびありまず。 

P ライターび戻らなくなったとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを 巧いて、指定 サービス エ場に 
連絡して < ださい。 

P アクセサ U —電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、最大消 
費電力 180 WLU 下の規格に合った 
純正アクセサ U —だけを使用してく 
ださい。 


12 V 電源ソケット 



助手席足元の1 2 V 電源ソケット 



センターコンソール後端部の 12 V 電源ソケット 



助手席足元とセンターコンソール後端 
部、ラゲツジルーム左側にありまず。 
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電気製品などの電源として使用しまず。 
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室内装備 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

► カバーを上方に開さまず。 

► 電気製品のプラグをソケットに差し 
込みます。 

P 必ず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
し i (下（最大消費電力 180 W け下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
<ださい。規格外の製品や規格 LU 
上の大さな容量の製品を使用ずると 
ヒューズび切れた0、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

。ソケット内に指などを入れたりラ 
イターを差し込まないで<ださい。 
感電した0、ショートずるおそれび 
ありまず。 

||エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 

P 電源ソケットを使用しないとさは 
カバーを閉じて < ださい。異物び 
入った0、水びかかると故障の原因 
になりまず。 


フ□アマット 


A 事故のおそれびありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用ずると 
さは、ペダルとの間に十分な空間び 
あり、確実に固定されていることを 
確認してください。 

• 走行前にフ□アマットび確美に固定 
されていることを確認してくださ 
し、確実に固定されていないと、フ 
□アマットび滑った0、ペダル操作 
を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでくださし、。 
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慣百し運転 


慣5し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは政下のミ主意事 
項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6,000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走行 
するのではな<、負担のかからない範 
囲で回転数と速度を変えて<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置 gi、n 
は山道などを低速で走行ずるとさだ 
け使用してください。 

走行距離が1,500 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 


〇〇 55 AMG long は、のま意事 
項を守って < ださい。 

• 最初の1，500 km までは走行速度 
が 1 40km/h を超えなし''ように 
して < ださい。 

《公道を走行ずる隙は、必ず法定速度や制限 
速度を遵守してください。 

• エンジン回転数が4,50日回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

• 最初の3,000 km でフ□ント/ 
リアアクスルオイルの交換を行 
なうまではオフ□ー ド走行を避 
けて < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的にほいギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数び上びって素早く加速 
します。これをキックダウンといい 
ます。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 
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A 火災や爆発のおそれびありまず 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止して<ださい。また、周囲に燃料 
があるときや燃料の巧いがするとき 
は、決して火気を近付けないで<だ 
さい。 


A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌传お服に燃料が付着しないよラにを 
意して<ださい。燃料が肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を吸い込むと、健 
康を害するおそれがありまず。 


①燃料給油フラップ 
©キャップ 
③ ホルダー 

燃料給油フラップは、 U モコン操作で 
の解錠/施錠に連動して解錠/施錠 
されます。 

燃料給油口は、車体後部ち側にあり 
ます。 


燃料給油フラップを開く 

► エンジンスイッチからキーを巧きまず。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の位置を 
押しまず。 

〇 U モコン操作で燃料給油フラップ 
を解話されないとさは、手動で解錠 
できまず（[>234ぺージ）。 

キャップを夕1•ず 

► キャップ③を反時計回りにかしゆる 
めてタンク巧の圧力を巧さまず。 

► 圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にゆっくりまわして外しまず。 

►外したキャップ③を燃料給'由フラップ 
の重側にある而レター < D に置さまず。 

キャップを取り付ける 

►キャップ③を燃料給油□に合わせ、 
時計回りにいっぱいにまねしまず。 

キャップび □ ックずる音び聞こえまず。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押しまず。 

Q 燃料をこぼさないようにミ主意して 
<ださい。 

燃料が車の塗装面に付着したとさ 
は、ずぐにおき取ってください。塗 
装面を損傷するおそれがありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベルが貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては （018 日ページ）をご覧く 
ださい。 
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燃料の給油 


〇燃料を給油ずるとさは、 ii (下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度 アルコール 含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで<だ 
さい。か量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このような場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで< ださい。軽油が燃料 
供給系部品全体にまわるおそれ 
がありまず。誤って給油した場 
合は指定サービスエ場に連絡し、 
燃料タンクや燃料系部品を交換 
して <ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品がの 
キャップを使用しないで < ださし、。 

Q セルフ式のガソリンスタンドな 

どで給油するとさは必ず下の点 

を守り、安全に十分ミ主意して作業 

を行なって < ださし、。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 


• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人 Li (がは燃料給 
油口に近付かないで< ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による乂巧で燃料に引火し 
た0、火傷をするおそれがあ0 
まず。 

. 作業中は車内に戻らないで<ださ 
し、。帯電ずるおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付けは 
確実に行ない、火気を近付けなし、 
よ5にして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5 
にま意して< ださい。塗装面を 
損傷するおそれがあります。 

• 給油ノズルは給油口の奧まで確 
実に差し込んで < ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、そ 
れ上は給油しないで < ださい。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがありまず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
ください。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソリンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守して<だ 
さし、。 
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こンジン ルーム 


ボンネットを開< 


ボンネッ 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないで<ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 

A 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで < ださい。 
火傷をするおそれがあります。 

A 乂傷のおそれびありまず 

エンジンが停止していてち、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分が 
ありまず。エンジンルーム内に触れる 
とさは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、エンジン 
スイッチび2の位置のとさは、エン 
ジンルーム内には手を触れないでく 
ださい。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険です。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンスイッチからキーを抜いて 
いても、冷却水の温度が高いときは 
エンジンフアンなどが自動的に回転 
することがあ0ます。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物をお 
付けないで < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

ボンネッ h を開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜さ、ワイパー 
のスイッチが停止の位置になってい 
ることを確認してください085ペー 
ジ）。ボンネッ h を開いているとさに 
ワイパーが作動ずると、けがをした 
り、車やワイパーを損傷ずるおそれ 
がおります。 

Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損傷 
するおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の強 
し、曰は十分にま意して < ださい。 

また、ボンネットに雪が積ちつてい 
るときち同様にミ主意してください。 



①ボンネット□ック解除レバー 

► 運転席側のインストル^ントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バー①を引きまず。 
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エンジン ルー ム 



⑤ノブ 


►ボンネットをかし引き上げて、ボン 
ネットとラジェターグリルの隙間に 
手を入れ、ノブ®を矢印の方向に押 
しながらボンネットを開さまず。 

※車種や仕様により、ノブを手前に引さ 
ながらボンネットを開<タイプちあ0 
ます。 

Q ェンジンがかかっているとさな 
ど、ノブ®が熱<なっている場合が 
ありまずのでミ主意して < ださい。 

ボンネットを閉じる 


心 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットが確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットが開いて事故を起 
こずおそれがお0ます。 


心 けがのおそれびありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分注意してく 
ださい。 


►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置で手 
を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

。エンジンルーム巧に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形ずるおそれびありまず。 


エンジン ルー ム 



G 550 long 


① 

ウォッシャー液 U ヴー 
ブタンク 

177 

③ 

を却水 U ヴーブタンク 

174 

③ 

ブレーキ液リヴーブタンク 

176 

④ 

エンジンオイルフイ 
ラー キャップ 

172 

⑥ 

エンジンオイルレベル 
ゲージ 

170 


※仕様により、部品の形状などがイラス 
卜と異なる場合があります。 


B こな〇芭6邮 m 
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I 



G 55 AMG long 


① 

ウォッシャー液1」 ヴー 
ブタンク 

177 

③ 

を却水1」ヴーブタンク 

174 

③ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

176 

④ 

エンジンオイルフイ 

170 


ラー キャップ 



※仕様により、部品のお状などびイラス 
卜と異なる場合びあります。 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各所を点検ずると 

さはじ(下の事項を厳守して < ださい。 

A けがのおそれびあ0まず 

• イグニッシヨンシステムやバイキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧び発生しているため、感電す 
るおそれびあ0ます。 

• エンジンスイッチからキーを巧し、て 
を、：令却水の温度び高いとさはエン 
ジンフアンなどび自動的に回転する 
ことびあ0まず。エンジンフアンな 
どの回転部には身体や物をお付けな 
いで < ださい。 


ェンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いて<ださい。乂傷や感電 

をしないよ5にま意してください。 

ェンジンルームにはをくの電気装備び 

あり、水分や湿気を嫌いまず。水をひ 

けたり、スチーム洗ミきをしないで<だ 

さい。 

〇ェンジンや補器類の熱や動をに十 
分ま意してください。乂傷やけびを 
するおそれびありまず。 

〇ラジェターに手を触れないでくだ 
ごい。乂傷やけびをずるおそれびあ 
りまず。 

〇作業はま全な場所で行なって < だ 
さい。 

〇適切な工具を使用してください。 

〇部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム内に置ひないでくだ 
さい。中に落とずおそれびありまず。 

〇油脂類やフルード類は、十分ま意 
して取り扱ってください。万一、目 
に入った場合は、ずぐに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診断を受け 
て < ださい。 

〇油脂類やフルード類び皮膚に付着 
しにとさは、ずぐに石けんで洗い流 
してください。放置ずると皮膚に障 
害を起こずおそれびありまず。 

〇油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手び届くところや乂気の近くに 
保管しないでください。 

平環境 

環境保護のため、油脂類（オイルなど） 
や フルー ド類（ブ レーキ 液、 バッテリー 
液、冷却水など）の交換-廃棄は、指 
定ヴービスエ場で行なってください。 
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エンジン ルー ム 


エンジンオイル 

〇運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 

P エンジンオイルは使用している間 
に巧れに0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 

〇マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとさ 
は0219ページ）をご覧ください。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量はをか増加ずることびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 


エンジンオイル量の点検 
(G 550 long) 



① エンジンオイルレベルゲージ 
③ 上限 ( max ) 

③ 下限 （ min ) 


► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動させ、エンジンオイ 
ルを温めまず。 


►エンジンを停止して、約5分ほど 
待ちます。 

エンジンオイルび温まる前にエンジ 
ンを停止したときは、約30分じ(上 
待ちまず。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を巧 
さ取り、きれいに巧いていっぱし、ま 
で差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
巧を取り、付着しにエンジンオイル 
量とミちれ具合を点検しまず。 

エンジンオイル量はエンジンオイ 
ルレべルゲージの上限 （ max ) ③ 
と下限 ( min ) ③の間にあれば正 
常でず。 

► エンジンオイル量び下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給しまず。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約2 U ットルでず。 


エンジンオイル量の点検 
(G 55 AMG long) 



■ 

エン:ハ 
オイルレへ"ル 
ソクテイ 
チュウ 
ソクテイ八 
シャ IJ ヨウ 
スイへイジ 
に カノウ 

■ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のエンジンオイル量点検画面で点検 
しまず。 


B こな〇芭 s 邮田 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 











► ま全で水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、約5分待ち 
ます。 

エンジンオイルび温まる前にエンジ 
ンを停止しにとさは、約30分じ(上 
待ちます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► ^または^を押して、車両 
情報メイン画面を表示させまず 
(…0ページ)。 

► ra または ra を押して、エン 
ジンオイル量点検画面を表おさせ 
まず。 

II r ノダンオイ)レレへ'')レソクテイチュウソクテイ外リ 
ヨウスイ M グノミカノウ"と表示ごれ、数 
秒後 I こけ下のいずれかの点検結果び 
表示ごれます。 

〇 エンジンを停止してからの待ち時 
間が足りないときは、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"巧シ''カン 
シ''ュンシュ II と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"1ングンオイルレへ'' ルイク'' ニッシヨンオン" 
と表示されたとさは、エンジンス 
イッチを2の位置にして<ださい。 


エンジンル ー J 



このとをは、エンジンオイル量は適正 
でず。 



このとをは、エンジンオイル量び不足 
していまず。 


表示される数値に従ってエンジンオイ 
ルを補給してください。 

〇 補給ずるエンジンオイル量に応じ 
て、表おされる数値び変わりまず。 

〇 エンジンオイルの補給については 
(>172ページ）をご覧ください。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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エンジン ルー ム 



このとさは、 
まず。 


エンジン 
オイルレベル 
エンシ"ン 
オイル 
スクナク 


エンジンオイルびをずざ 


走行しないで、エンジンオイルの量を 
適正にしてください。 

B エンジンオイルびをずざると、エ 
ンジンや触媒を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 



。エンジンびかひっているとさに、 
マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにエンジンオイルに関ずる故障/ 
警告メッセージび表おごれたとさは 
0219ページ）をご覧ください。 

〇 エンジンびひひっているときは、 
エンジンオイル量を点検でさませ 
ん。マルチフアンクシヨンディス 
プレイに"王ングンオイルレ/\'')レ r ノグンオフ 
ノ片"と表示されまず。 

エンジンオイルを補給ずる 



このとさは、エンジンオイルレベルび 
ま定していません。 

約5分ほど待ってから点検をやり直し 
て < ださい。 

再度マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに"巧ダカングユンシユ"と表示されたと 
をは、約30分ほど待ってから点検を 
やり直してください。 


G 550 long 

①エンジンオイルフイラーキャップ 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

安全に十分ま意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
をネ甫給□に合わせ、時計回りにまわ 
して取り付けまず。 


B こな〇芭6邮田 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 















エンジンル ー J 
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心 义傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないでください。エンジンび熱 
いとさにオイルび付着すると、発义し 
て乂傷をずるおそれびあります。 


P マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとさ 
は0219ページ）をご覧ください。 

平環境 

環境保護のため、エンジンオイルを地 
面や排水溝などに流さないでください。 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めします。交換時期はメンテナンス 
インジケーターを目まとして < ださし、。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異な0まずので、詳し<は指定サービ 
スエ場におたずねください。 

P 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

P 種類の異なるエンジンオイルをミ畳 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

P エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないで < ださい。 


〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取つ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
し、とさは、ただちに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

才ートマチックトランス云ッシヨンオ 

イル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 

イルのオイル量を点検する必要はあり 

ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 

三ッシヨンの作動に異常を感じたとさ 

は、指定サービスエ場で点検を受けて 

<ださい。 

P オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

P オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使用 
して < ださい。 


I 
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エンジンルーム 


冷却水 


A 义傷のおそれびあ0まず 

• 水温びかしでを高いとさは、絶巧に 
IJ ヴーブタンクのキャップを開かな 
いで< ださい。高温の蒸気や熱湯び 
巧さ出して、乂傷をずるおそれびあ 
0ます。 

• 不凍あをエンジンルームにこぼさな 
いよラにしてください 。熟くなった 
エンジンに不凍液び付着すると、発 
火して火傷をずるおそれびありまず。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 


をが水の量を点検ずる 



① U ヴーブタンク 
③キャップ 


► 水平な場所に停車しまず。 

冷却水び;ちえている状態で、 U ザー 
ブタンク①の白と黒の境目まで液面 
びあれば適量でず。 

〇 水温び高いときは約 15 mm ほど 
液面び高< なりまず。 


を却水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► 水平な場所に停車しまず。 

► 冷却水びをえていることを確認し 
9 〇 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を反 
時計回りにゆっくりと約1回転ま 
でまわして、圧力を巧きまず。 

► 圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりとまわして取 
り外しまず。 

► 液面の高ごにま意してを却水を補給 
し 9 〇 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ 
て使用しまず。 

車を使用する地域（最ほ気温）に 
よって濃度を変スまず。 


不;ま液の濃度 


不凍液お合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約55% 

- 45で 


Q 冷却水の補給は、冷却水が冷えて 
いるときに行なってください。 


Q 冷却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防謂の効果ちあ 
りまず。 

Q 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にして < ださい。濃度を 
約 55% iU 上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


B こな〇芭6邮田 
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〇指定し U 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐をな 
どの原因になりまず。 

[I 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流して < ださい。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにを却水に関ずる故障/警告 
メッセージ0217、218ぺージ） 
び表示されにとさは、オーバーヒー 
卜してエンジンを損傷ずるおそれ 
びありまず。ただちにま全な場所 
に停車し、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

冷 f 却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 

すので、整備手帳に従い定期的に交換 

して < ださい。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 

<ださい。 

オーバーヒートしたとを 


オーパーヒートしたとをの症状 

• を却水温度び約120で1；■(上をおし 
ている。 

• を却水温度警告灯び点灯し、警告音 
が鳴る。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 乂災のおそれびあ0まず 

エンジンルームか S 蒸気び出ていると 
さやを却水び吹さ出しているとさは、 
ただちにエンジンを停止し、冷えるま 
で車か！5離れてください。漏れた液体 
び発乂して火災び発生するおそれびあ 
0ます。 


A 义傷のおそれびありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネット 
や IJ ヴ ーブタ ンクの キャ ップを開かな 
いでください。高温の蒸気や熱湯びロタ 
さ出して火傷をするおそれびあります。 


〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに、を却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0217、218ページ）をご覧くだ 
ごい。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
た0、冷却水び吹さ出している状 
態でェンジンをかけにままにずる 
と、ェンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇オーバーヒートしたとさは必ず指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

オーバーヒートしたとさは、 LU 下のよ 

ラに処置してください。 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で;ち却 
します。 

ラジェ ターのを 却ファンび停止し 
ているとをや、冷却水び吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
てを却してください。 

► ェンジンび十分に;ちえてから、を却 
水量、水漏れ、ラジェターの;ち却 
ファンなどを点検しまず。 

► を却水び不足しているとさは補給し 
まず （01 74ページ）。 

〇冷却水は、ェンジンび熱いとさに 
ネ甫給しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれびありまず。 
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エンジン ルー ム 


ブレーキ液 


A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告^ッ 
セージが表示された0 0216ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯0223.224 
ページ）が点灯したとさは、むやみ 
にブレーキ液を補給しないでくださ 
い。補給によって故障が解消するこ 
とはありません。 

安全な場巧に停車して、指定サービス 
工場に連絡してください。 


A 事故のおそれびありまず 

必ず指定のブレーキ液を使用して<だ 
さい。指定し U 外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ 
の効さ具合や ブレーキ システムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作がでさ 
なくなるおそれがありまず。 

A 火傷や乂災のおそれびありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンが;令 
えてから行なってください。また、 
上限 ( MAX ) を超えないよラに補給 
して< ださい。おふれたブレーキ液 
がエンジンや排気系部品などに付着 
すると、発火して火傷をしたり、火 
災が発生するおそれがあります。 


H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告^ツセージが 表示されたとさは 
(>216ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



①レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
©レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


► ブレーキ 液リヴ ーブ タンクのレベル 
インジケーターで点検しまず。 

ブレーキ 液の液面が、 ブレーキ 液 U 
ヴーブ タンクのレベルインジ ケー 
ター上限①と下限③の間にあれば正 
常です 0 
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I 


ブレーキ液の交換 


定期的に指定サービスエ場で点検を受 

けてください。詳しくは指定サービス 

工場におたずねください。 

[I ブレーキ液の減りかたび著しいと 
をは、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

[■ブレーキ液の補給や交換は、指定 
サービスエ場で行なつてください。 

P 補給のとをは、3’ミや水び U ザ ー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

[I レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
ごい。 

[I ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ く一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下り坂や急 

な下りおなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキあび沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な < なる現象のことでず。 


ウオツシヤー液 


ウオッシャー液を補給ずる 



①ウォッシャーミ夜 U ヴーブタンクの 


キャップ 

A 义災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないでく 
ださい。また、エンジンび熱くなって 
いるときには補給しないでくださし、。 

► U ヴーブタンクのキャップ①を開い 
て補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 
て使用します瓜265ページ）。 
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タイヤとホイール 


B ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
ミ居合比にミ居ぜてください。 

P 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

P ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇へッ ドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(夕']'のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

P マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表おごれたとさは 
0220ページ）をご覧ください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 

〇 ウインドウウォッシャー液と へッ 
ドランプウォッシャー液の U ザーブ 
タンクは兼用でず。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずね< ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品政 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、ブレーキシステムやヴスペン 
シヨンを損傷したり、事故を起こす 
おそれがおりまず。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、ス 
リップサイン（別冊「整備手帳」参 
照）が現われたら、ずぐに交換して 
ください。タイヤの溝の深さが約 
3 mm i ； rF になると著しく滑りやす 
くなり、事故につながるおそれがあ 
ります。 


A 事故や火災のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルが貼付してあります（[>180 
ページ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
で < ださい。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれが 
あります。 

• ホイールボルトはホイールに適合し 
た純正品だけを使用して < ださい。 
純正品外のホイールボルトを使用 
すると、ホイールが脱落して事故を 
起こすおそれがあります。 
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y ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたずおそれがあ 
りまず。 

P 装着ずるタイヤは指定されにサイ 
ズ、および4輪とを同じ銘柄のを 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性に悪影響をお 
よぼし、事故を起こずおそれびあり 
ます。 

P 回転方向び指定されているタイヤ 
は、タイヤの側面に記された回転方 
向の矢印などの指おに従って装着し 
て < ださい。 

〇再生タイヤを装着した場合、ま全 
性の保証はでさません。 

P 純正品または承認されている製 
品け外のタイヤやホイールを装着 
すると、道路運送車両法違反にな 
ることびありまず。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年 LU 上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤを同様に交換し 
て < ださい。 

P タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類、燃料などの付着ずる 
おそれのない、乾燥した;ち暗所に 
保管してください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約1 00 km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めします。 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のにわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であることを点検しまず。 

► タイヤに大さな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込んで 
し、ないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
ず。ス U ップサイン （ 別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
し、タイヤに交換しまず。 

〇ほこりや水分の浸入を防ざバルブ 
を保護ずるため、ホイールパルブ 
のキャップを必ず装着してくださ 
しんまた、市販のタイヤ空気圧測定 
装置をホイールノ くルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キャップし i (外のをのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 

B タイヤに空気を入れてを、ずぐに 
空気圧びほ下ずるとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれびあ0ま 
す。ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

〇タイヤの摩耗は巧一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検ずるとさ 
は、必ずタイヤの内側を点検して 
ください。 

〇タイヤのトレツドやサイドウオー 
ルびひど<ず0減った0、傷び付い 
ているとさは交換して < ださい。 


I 
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タイヤとホイール 


走行時の注意 


• タイヤやホイールが損傷している 
と、走行しているとさに振動や騒音 
が発生したり、ステア U ングがどち 
らか一方に取られるなど不自然な動 
さをずることがありまず。このよ5 
なとさはただちに安全な場所に停車 
して、タイヤとホイールを点検して 
<ださい。 

異常が見つからないとさち、指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
に接触しないようにしてください。 

また、縁石や路面の段差や凹凸物な 
どを乗り越える必要があるときは、 
縁石に対してタイヤをでさるだけ直 
角にして速度を落として乗り越えて 
<ださい。タイヤやぶイールを損傷 
するおそれがありまず。 

タイヤを清掃ずるとを 

• タイヤを清掃するとさは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないでくだ 
さい。タイヤを損傷するおそれがあ 
りまず。 

• ぶイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食ずるおそれがあ 
りまず。 


• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 

cJ'N y 〇 

このようなとさは、しばら <走 f 子し 
て、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>165 
ぺージ)。 

乗車人数や荷物の量などに応じて、 
前輪と後輪の空気圧を調整して<だ 
さし、。 

単位は 「bar (= kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示してし''まず。 

^ m m 

定期的にタイヤの空気圧を点検してく 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料を余計に消費しまず。 
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/h 事故のおそれびありまず 

空気圧の低いタイヤで走行しないでく 
ださい。タイヤが過熱して破裂したり、 
火災を起こすおそれがあります。必ず 
規定の空気圧を守つてください。 

タイヤに空気を入れすぎないで<ださ 
い。空気を入れすぎたタイヤは、路上 
の破片が凹みなどによ0損傷を受けた 
りパンクしやずくなります。また、車 
両操縦性に悪影響をおよぼすおそれが 
あ0ます。 


/h 事故のおそれびありまず 

ホイールバルブには純正品または承認 
されたバルブキヤップ似外のをのを装 
着しないでください。特にバルブにね 
じ込んで装着するタイプの市販のタイ 
ヤ空気圧計測器を装着すると、ホイー 
ルバルブに負担がかかり、ホイールバ 
ルブが脱落ずるおそれがあります。ま 
た、構造上バルブが常に開いた状態に 
なり、空気漏れにつながるおそれがあ 
りまず。 

A \ 事故のおそれびありまず 

タイヤの空気圧が何度を低下ずるとさ 
はじ TF のことを確認してください。 

• タイヤに異物がささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気が 
漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キヤップが装着されていること 

タイヤの空気圧が低いとさは、車の安 
全性に悪影響を及ぼし、事故につなが 
るおそれがあ0ます。 


〇必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

Q 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約 O . lbar 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検するとさは 
周囲の気温 I しま意してぐたさい。 

0 "up to 210 krn / h " の表示がある場 
合は、"叩 to 21日 km / h " の空気圧 
に調整してください。 

〇 乗員人数や荷物の量に応じたタイ 
ヤ空気圧の記載がある場合は、記載 
内容に従って < ださい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行ずるとさなどは必ず点検を 
行なって < ださし、。 

©積載 荷物がかないとさに、重い 
荷物に对応した空気圧に調整ずる 
と、乗りむ地が悪くなることがあ 
りまず。 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 ba 「 ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して < ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのぶイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 
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タイヤとホイール 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤまたはホイールのサイズび前後 
で異なるとさは、タイヤ□ーテーシヨ 
ンを行なわないで<ださい。前後の夕 
イヤを入れ替えると車両操縦性や走行 
安定性が確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
13 kg - m (130 Nm ) でず。タイヤ □— 
テーシヨンを行なったあとは、指定 
サービスエ場でホイールボルトの締 
め付けトルクを確認してください。 



タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
ち法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 


5,000 —10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって< ださい。 


〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切にす子 
なラと、タイヤの摩耗を均一化ずる 
ことがでさまず。その結果、タイヤ 
の寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なった 
後は、タイヤ空気圧を調整して<だ 
さい。 

〇 タイヤ空気圧は、燃料給油フラッ 
プの裏側に貼付してあるタイヤ空気 
圧ラベルで確認して < ださい。 
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► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 
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寒を時の取0扱い 


寒を時には、通常とは異なった取り扱 
いび必要でず。必ずし U 下のま意事項を 
守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテ U — 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
りまず。を用の純正ウォッシャー液を 
使用して < ださい。 

ウインタータイヤ/ スノーチェー ン 

積雪地域では、ウインタータイヤ、ス 
ノー チてー ンび必要でず（[>185,186 
ページ)。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 


を季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし、凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま<地方の場合、か 
なくとを1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
をはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
ありまず。 

ドア やテールゲート のま結 

• ドアやテールゲートび凍結している 
とさはじ(下のよラな方法で走行ずる 
前に解凍ずるか、氷を取り除いてく 
ださい。 

◊氷を取り除くときは、樹脂製の 
へらなどを使用し、ボディやウ 
インドウを損傷しないようにミ主 
意してください。 

〇ドアやテールゲートび凍結して 
開かないときは、開□部周囲に 
めるま湯をかけ、解凍してから 
開いて<ださい。また、キーシ 
1」ンダーにはめるま湯びかから 
ないよラにして < ださい。 

◊再凍結を防止するため 、余分な 
水分はされいに巧さ取ってくだ 
ごい。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の防水 
シ —) レを損傷ずるおそれびありまず。 


I 
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寒を時の取り扱い 


ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフてンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び付 
着していにり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびありまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にミ主意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてくださし、。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大さくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアウインドウ、スライ 
ディングルーフなどび凍結していると 
をに、無理に動かずとモーターを損傷 
するおそれびありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、お 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドア S ラーは手で動かさないで 
<ださい。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から柔車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
<なってウインドウの内側び曇0やず 
<なりまず。 


雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間距 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重 I こ走行して < ださい。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め、 LU 下のを意事項を守って<ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪くなること 
びありまず。このよラなとさは、後 
続車にミ主意しなびらほ速で走行し、 
ブレーキの効をび回復ずるまでブ 
レーキペダルを数回輕く踏んでくだ 
ごい。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 

A 中毒のおそれがありまず 

マフラーなどび雪に埋もれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死するおそれがあります。 
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駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
la に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
ようにむびけてください。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウインタ~タイヤ _ 

雪道や凍結路を走行ずるとさや外気温 

度び約 7° CLU 下のとさは、ウインター 

タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよ5な路面状況では、ウインター 

タイヤを装着ずることで、 ABS や 

BAS , 4 ETS や ESP の効果び発揮され 

まず。 

A 事故のおそれびありまず 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm iU 下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウインタータイヤの装着時に、スぺ 
アタイヤを装着ずると、車両操縦性 
や走行安定性、制動性能が大を < 低 
下するのでミ主意して<ださい。 

スペアタイヤは応急的に使用し、で 
きるだけ早くウインタータイヤに戻 
して < ださい。 

〇回転方向び指定されているウイン 
タータイヤは、タイヤの側面に記さ 
れた回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してくださし、。 

Q ウインタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路では、クルーズ 
コント□ールは使用しないでくだ 
ごい。 

Q ウインタータイヤを外した後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ1」一 
ス類、燃料などの付着ずるおそれの 
ない、乾燥した;ち暗所に保管してく 
ださい。 

〇 ウインタータイヤについて、詳し 
くは指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 
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寒を時の取り扱い 


スノーチェーン _ 

ウインタータイヤでち走行が困難なと 

きは、スノーチェーンを装着しまず。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 

定品を使用して<ださい。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従って < ださい。 

H スノー チェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 

[|G 55 AMG long は、標準タイヤに 
スノーチェーンを装着しないでくだ 
さい。 

〇指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

H スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を巧げない、ま全で平坦な場 
所で行なってください。路面に雪や 
凍結びなくなったとさは、スノー 
チェーンを外してください。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほ5び走行しやずし、 
場合びありまず。 

〇 ウインタータイヤ、スノーチェー 
ンについて、詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 


雪道やま結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間距 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重 I こ走行してください。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 LU 下のま意事項を守ってください。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールを使用しない 
で下ごい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪<なるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にミ主意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽< 踏んで< 
ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑0やすいとをは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。スリップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあ0ます。 
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走行時の注意 


滑0や ずい路面での発進_ 

〇車輪を空転させないよ5に発進し 
てください。駆動装置を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

► 必要に応じてディファレンシャ 
ル□ックをオンにして < ださい 
(0102 ページ）。 


エンジンを停止しての走巧 


A 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているときは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常に 
大きな力が必要になりまず。 

走行中はエンジンを停止しないでくだ 
さし、。 


ブレーキ 


A 事故のおそれびありまず 

• 滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。ス 
1」ップして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびありまず。 

• 長い下0巧や急な下0巧では必ず 
ティップシフトであいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキを併用し 
てください。エンジンブレーキを併 
用しないでブレーキペダルを踏み続 
けたり、急ブレーキを繰り返ずと、 
ブレーキび効かな < なり停車でさな 
<なるおそれびあ0まず。 


A 乂災のおそれびあ0まず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキパッ 
ドび早く摩耗するだけでなく、ブレー 
キび過熱して効かな<なった0、火災 
び発生ずるおそれびあ0ます。 

[ I 新車時または交換した新品のブ 
レーキパッドは、目まとして走行お 
離び数百 km を超えるまでは制動性 
能を完全には発揮できません。最初 
の数百 km までは、必要に応じてブ 
レーキペダルをかし強めに踏んでく 
ださい。 

[ I ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからないよ5 
にしてください。ブレーキディスク 
を損傷ずるおそれびありまず。 

〇水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪< なることびあ 
りまず。このよ5なとさは後続車に 
ま意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

〇必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わってま全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 

[ I ブレーキシステムを改造したり、 
ス ペー サーやブレーキダストシール 
ドなどを使用しないでください。 


















走行時の ま意 


〇高速道路を走行しているとさな 
ど、ブレーキを効かせずに長時間走 
行していると、ブレーキの効きび悪 
<なることびありまず。このよラな 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効をび回復ずるまでは、ブ 
レーキぺダ J レを数回軽く踏んでくだ 
ごい。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大を 
な負担をかけに後は、ブレーキディ 
スクび;ちえるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 

〇 長い急な下り坂では、ティップシ 
フトでギアレンジを g 画、 — ' 
D にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことびでさまず。 

■風 ■ ブレーキ警告な 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは、警告灯び 
故障しています）、エンジン始動後に 
消灯しまず。 

エンジン始動後をノ くーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点灯したままに 
なりまず（エンジンスイッチび1の位 
置のとをち点灯したままになりまず)。 

ノ くーキングブレーキを解除してち消灯 
しないとさや、エンジンびかかっている 
とさに点灯ずる場合は、ブレーキ液び不 
足しています。安全な場所に停車し、指 
定サービスエ場に連絡してください。 

〇マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されたときは0216ページ） 
をご覧ください。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発造や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5に穏やかにアクセル 
ペダルを操作してください。タイヤ 
を空転させると、タイヤだけでな< 
トランス S ッシヨンや駆動系部品を 
損傷ずるおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発造や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとさは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
ンプを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 

エンジンブレーキのま用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪くなるおそれびありまず 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 



こな〇芭 S 邮田 






走巧時の 注意 


189 


滑りゃずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ぺダ j レを数回軽く踏んでください。 

道路冠水や車び水没したとき 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約 50 cm 
です。 

波び立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷をちえるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でをエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してください。 


走行中に異常を感じた5 


警告なび点打したとをやマルチファン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処して<だ 
ごい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、指定 
サービスエ場に連絡してください。そ 
のまま走行を続けると、事故を起こし 
たり、車に重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認して< ださ 
い。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定サービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速して巧全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 
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走巧時の注意 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときの注意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

車の周囲び雪で覆われているとを 

車の周囲び雪で覆われているときは、 

雪を取り除いてからエンジンを始動し 

てください。積雪により マフラーび& 

さびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 

それびあ0まず。 


急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車ずるとをは、セレク 
ターレバーを匿ミ■に入れ、パーキン 
グブレーキを確実に効かせてくださ 
い。さらに輪止めをして、前輪を歩道 
方向に向けてください。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、巧 
全な場所に駐車しておずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でをないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


B こな〇芭6邮田 






走巧時の注意 


191 


雨降0や濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時のま意事項 

雨が降っていたり、濃霧が発生して 

いるとさは、路面が蕭れて滑0やず 

<視界ち悪 < なりまず。下の点に 

ま意して、いつちより慎重に運転し 

て < ださい。 

• 路面が滑りやずいので、タイヤの接 
地力が大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長< な0まず。 

また、見通しが悪いので歩行者や障 
害物の発見が遅れがちになりまず。 
いつちより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 

• 蕭れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ツプして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれがあ0まず。 

• 路面が蕭れているときは、クルー 
ズコント□ールは使用しないで< 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪<なることがありまず。このとさ 
は、後続車に注意しながら低速で走 
行し、ブレーキの効さが回復ずるま 
でブレーキペダルを数回軽<踏んで 
<ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フォッガーを作動させて < ださい。 
また、 AC モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させて車内を除湿 
して < ださい。 


• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラン 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し、。ただし、へッドランプを上向き 
にずると、雨や濃霧に反射して視界 
を損なったり、対向車を眩惑ずるの 
で、下向さで点灯して<ださい。 

• 濃露のとさはフォグランプを点火了 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、露が 
晴れるまで安全な場所に停車して 
<ださい。 


こんなことにちま意 


運転ずるとをの注意事項 

• 服用後の運転が禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで <ださい。 

• ライターを車内に放置しないで<だ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターが発火したり爆 
発ずるおそれがあ0まず。 

• ペダル操作の妨げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤がレンズの働さ 
をして、火災が発生ずるおそれがあ 
ります。 
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走巧時の注意 


違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用して < ださい。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切 
使用しないで < ださい。故障の原 
因になりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取りがずときは、 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、注意力が 
散漫にな0事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さし、。 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒 Li (内）にとど 
めて < ださい。 


さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 

サイドステップび濡れているとをのま意 

降雨時や洗車時など、サイドステップ 
が蕭れているとさは、十分注意してス 
テップに足を乗せて<ださい。足を滑 
らせてけがをずるおそれがあ0まず。 
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オフ□—ドでの走巧 


車の特性や操縦性を知ることにより、 
安全に目的地に到達ずることがでさま 
す。悪路走行の前に練習走行をされる 
ことをお勧めしまず。 

オフ□ー ドを走行ずる前に(下のま意 
をよ < お読み < ださい。 

平環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊をし 
ないで < ださい。 


オフ□ー ドを走巧ずる前に _ 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
てください0180ページ）。損傷 
がないか点検し、小石などの異物が 
挟まっている場をは取り除いて<だ 
さい。バルブキャップが紛失してい 
る場をは、取り付けてください。 

• U ムが歪んでいたりホイールに損傷 
がある場合は交換して < ださい。 

• ブレーキに泥ミちれがないか確認して 
<ださい。緊急時に十分なブレーキ 
力が得られないおそれがありまず。 

• エンジンオイル量を点検して<ださ 
し、。エンジンオイル量がかないと 
きは必ず補給してください（>172 
ぺージ)。 

• ジャッキが正常に動<か点検して< 
ださい。万一のためにけん引用ケー 
ブルや折りたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいて < ださい。 

• 荷物が確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認してください。 


• ドアウインドウとスライディング 
ルーフが閉じていることを確認して 
<ださい。 


へッドランプガード _ 

U 保安基準に適合しないため、へッ 
ドランプガードを取り付けたまま公 
道を走行しなし''でください。 



①へッ ドランプケース 
③取り付けネジ 


へッ ドランプガードの取り付け 

► プラスドライバー でへ ッドランプ 
ケースの取り付けネジ③をゆるめ、 
へ、ソ ドランプケース①を上方に引さ 
巧さまず。 

P 取り付けネジは、ヘッドランプ 
ケースび引をなける程度までゆる 
めて<ださい。ゆるめずざるとネ 
ジび脱落したり紛失ずるおそれび 
ありまず。 

〇 へッ ドランプケースは へッ ドラン 
プウォッシヤーび取0付けられてし、 
るため、取り外ずことはでをません。 
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①へッドランプケース 
③マウント 


①へッドランフケース 
③取り付けネジ 


► プラスドライバー でへ ッドランプ 
ケース①上側のネジを外し、マウン 
卜③を取り外しまず。 

〇ネジを外ずとへッドランプケース 
裏側のワッシャーびがれまず。紛失 
しないよラにミ主意してください。 



①へッドランプケース 

③ マウント 

④ へッドランプガード 
⑥□ック 

► へッ ドランフガード④の図の位置に 
マウント③をはめ込み、ヘッドラン 
プケース①にネジ止めしまず。 

► へッ ドラン プガー ド④を下げ、 □ッ 
ク⑤にはめ込みまず。 


►へッドランプケース①を上から差し 
込みまず。 

► 取り付けネジ③を締め、へッドラン 
プケース①を固定しまず。 

Q 取り付けネジは強<締めずざない 
でください。ヘッドランプケースや 
へッドランプガードを損傷ずるおそ 
れがありまず。 


オフ□ー ドを走巧ずるとを 


必要に応じて、ク□スカントリーギ 
アにしてください（>1日日ぺージ）。 

必要に応じて、デイファレンシャ 
ル□ックをオンにして < ださい 
(>102 ページ)。 

地形や路面の状況がお握でさないと 
さや視界の悪いとさは、走行ずる前 
に車から降0て、危険がないことを 
確認して < ださい。 

上りはじめと終わりは、なだらかな 
斜面を選択して走行して<ださい。 
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• 斜面を斜めに走行しないでくださし、 
車が横転するおそれがありまず。斜面 
を斜めに走行ずる必要があり、万一横 
転しそうになった場合は、ただちに斜 
面の下0側へステア U ングをまわし、 
姿勢を立て直して < ださい。 

• セレクターレバーを Ui に入れた 
ままで走行しないで<ださい。エン 
ジンブレーキがまった<効かず、ブ 
レーキペダルだけで走行速度を調整 
しようとずると、車のコント□ール 
を失5おそれがあ0まず。 

•岩、巧、木の切り株、溝など 、大き 
な障害物を避けて走行して<ださい。 

• 車をジャンプさせないで<ださい。 
車体や駆動装置を損傷するおそれが 
ありまず。 

• クルーズコント□ールを使用しない 
で < ださい。 

• 高低差のある段差を乗り越える場合 
は、左ち両輪で乗り越えてください。 
片輪で乗り越えると車体や駆動装置 
を損傷するおそれがありまず。 

• でさるだけわだちからがれないよラ 
に走行してくださし、。 

• 坂道はできるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 

• 低速でスムーズに走行し、常にタイ 
ヤが地面に接していることを確認し 
て < ださい。 

• アクセルペダルはゆっ<り踏み込 
み、タイヤを空転させないようにし 
て < ださい。 


坂を上るとさ _ 

►必要に応じて、ク□スカントリーギ 
アにして < ださい。 

►必要に応じて、ディファレンシャ 
ル□ックをオンにしてください 
(>102 ぺージ)。 

►坂の勾配にをわせて、ティップシフ 
卜でギアレンジを選択して<ださい 
097ページ）。 

► エンジンを高回転までまわさないよ 
ラにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

〇 坂び急勾配で上り切れない場合 
は、 U ターンせず、セレクターレバー 
を〇に入れて後退して下りてく 
ださい。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重び不足し 
たとさは、前輪は空転しやずくなり 
ます。このよ5な状況を検知ずると 
4 ETS び作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないまず。これにより後輪 
へのトルク配分び増えて登坂能力び 
増します。詳しくは （^49 ページ) 
をご覧ください。 


坂を上り切ったとを _ 

► あを上り切る直前にアクセルペダル 
をゆるめ、車の惰性を利用して上っ 
て < ださい。 

これにより、車び跳ねたりせず、駆 
動力を失ラことびあ0ません。また、 
速度び上びりずざないよラにして下 
りあに備えることをでをまず。 
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坂を下るとを 


►テイップシフトでギアレンジ n 
を選択してください097ページ）。 

► エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

• 速度を上げないで < ださい。 

• 滑0やずい急な下0勾配を走行ずる 
とさは、エンジンブレーキを効果的 
に効かせなびら車を横滑りさせない 
よラに、ま意深くブレーキペダルを 
踏み込んで < ださい。 

• 長い下りあを走行した後は、必ずブ 
レーキを点検してください。 


ミ印 II などを渡るとを 

► ク□スカント U —ギアにしてくだ 
さい。 

►必要に応じて、デイファレンシャ 
ル□ックをオンにして < ださい 
(>102 ページ)。 

►テイップシフトでギアレンジ n 
か D を選択してください097 
ぺージ)。 

► エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

• やむを得ず巧川などを;度るとさは、 
走行前に水深とり I 底の状況を確認し 
て < ださい。 

• 安全な場所でテスト走行をして<だ 
ごい。最大許容フ大深値（1>197ぺ一 
ジ）を超えるところは絶対に走行し 
ないで < ださい。 


巧川を;度っている途中でドアを開か 
ないで<ださい。浸水ずると、内装 
や電気装備を損傷ずるおそれびあり 
まず。 

人び歩く くらいの速度で、水深の浅 
い場所を選択し、ミ度りまず。水に入 
るとをは速度を上げないでくださ 
しん波び立ちエンジンや車体を損傷 
するおそれびありまず。 

波び立たなし)よ5にゆっくりと一定 
の速度を巧って走行してください。 

巧川を;度っている途中でシフト操作 
をしたり、車やエンジンを停止させ 
ないで<ださい。水の中は抵巧び大 
さいため、発進び困難にな0まず。 

ミ印11の流れに巧して直角まには下流 
方向へ横断してください。 

河川を;度った後は、ブレーキの効さ 
び悪くなりまず。ブレーキペダルを 
軽く数回踏んでブレーキパッドを乾 
かして<ださい。また、タイヤの溝 
を洗浄して < ださい。 
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最大許容水深値 



①最大許容水深値 


車種 

最大許容水深値 

全車 

50 cm 


アブ□ーチ/デパーチヤアングル 



①アプ□ーチアングル（フ□ント） 
©デパーチヤアングル（リア） 


障害物を乗り越えるとを 

木の切り株や大さな石、その他の障害 

物を乗り越えるとさは、 iU 下のま意に 

従って < ださい。 

► ク□スカント U - ギアにしてくだ 
さい。 

► テイップシフトでギアレンジ D 
を選択してください （ >97ページ）。 

► エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さし、。 

• 障害物に対して直角になるようにし 
て、まず前輪で障害物の中央を乗り 
越え、次に後輪で乗り越えて<ださ 
し、。障害物の端のほラを乗り越える 
と、横滑りずるおそれがありまず。 

• 障害物により車の底部や車体、駆動 
部を損傷させないよ5にミ主意して< 
ださい。 

• 同乗者がいるとさは、車がから誘導 
してちらって < ださい。 


車種 

アブ□ーチ 

デパーチャ 

アングル 

アングル 

G 5 5 0 
long 

約3尸 

約31。 

G 55 AMG 
long 

約33° 

約28° 


B 三養芭 S が中 
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砂地を走行ずるとを _ 

やわらかい砂 i せでの走行は、スタック 

(立ち往生）しやずいため、し U 下のを 

意に従ってください。 

► ク□スカント U —ギアにしてくだ 
さい。 

►砂 i せの状況に合わせて、テイップシ 
フトでギアレンジを選択してくださ 
い（[>97ページ)。 

► エンジンを高回転までまわさなし、よ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

• 砂化では車び埋まらないよ5、やや 
速度を上げて走行して < ださい。 

• 他の車び残した浅いわだちをなぞっ 
て走行してください。このときは、 
わだちの深さとかたさにミ主意してく 
ださい。 


ねだちを走行ずるとを 

► ク□スカント U —ギアにしてくだ 
さい。 

►テイップシフトでギアレンジ — 
を選択してください （ ^97ページ）。 

► エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして、ゆっくりと走行してくだ 
さい。 

• わだちと車の底部との間に十分なホ 
裕びあることを確認してください。 

• わだちび深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間に乗せて走行し 
て < ださい。車の底部び地面に接触 
し、タイヤび化面から離れて走行不 
能になるおそれびあ0まず。 


オフ□—ドを走巧した後に _ 

オフ□ー ド走行後は、車を点検ずるこ 

とをお勧めしまず。 

► ク□スカント U —ギアを解除してく 
ださい。 

► ディファレンシャル□ックを解除し 
てください0103ページ）。 

► へッドランプやテールランプなどを 
洗浄し、損傷びないか点検してくだ 
さい。 

► ライセンスプレートを洗をしてくだ 
さい。 

► ホイールやホイール八ウス、ボディ 
底部、タイヤをスプレーガンなどで 
洗ミ争し、タイヤに挟まった異物を取 
り除いて < ださい。 

► 車の底部、タイヤ、ボディ、ステア 
リンス駆動系部品、排気系部品な 
どに損傷びないか点検してください。 

► 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると乂災のを険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやドラ 
イブシャフトのカバーなどを損傷ず 
るおそれびありまず。 

► めかるみ、砂の上、水の中を走行し 
に後は、ブレーキディスク、ホイー 
ル、ブレーキパッド、アクスルジョ 
イントを点検し、掃除してください。 

► 走行中に強い振動を感じる場合は、 
ホイ ー j レの隙間などに異物びかみ込 
んでいないか点検してください。 

車の損傷は乗りむ化を悪化させ、事故 

の原因になりまず。指定サービスエ場 

で点検を受けてください。 
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メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるにめには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場では LU 下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

ダイムラー社指定の点検壁備 

ダイムラー社の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。 

なの点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

壁備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していにだく点検 
でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施しにとをに異常び発見され 
た場合は、ずみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
术しま9 〇 


メンテナンスインジケーター画面び表 
术されたとさは、メーカー指定点検整 
倫を行なってください。 

[I メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの対象外になることがあり 
^ 〇 

自動表示機能 

次の 一力一指定点検整備の実施時期 
が近付くと、エンジンスイッチを2の 
位置にしたとさやエンジンがかかって 
いるとさに、^ンテナンスインジケー 
ター画面が自動的に表示されまず。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻0 
ます。 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタンを押しまず。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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メンテナンス 


メンテナンスインジケーター画面は手 
動でを表示でさまず。 

手動で表示させる 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► ^または MI を押して、車両情 
報メイン画面を表示させまず〇110 
ぺージ)。 

► Q まには ra を押して、メンテ 
ナンスインジケーター画面を表示さ 
せまず。 

表示メ ッセー ジ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよ5に変化し 
ます。 

点検壁備実施時期前の表示例 

" メンサンス A アト XX ニチ" 

II メンサンス B 外 XX ニチ" 

" メンテナンス A アト XX km " 

" メンテナンス B アト XX km " 

点検壁備実施時期になったとさの表 
示例 

II メンサス A グツ]ウ II 
II メンサンス B グツ]ウ II 

点検舊備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

" メンサス A XX 二丹ヶ。ン]1ティマス" 

" メンサス B XX 二丹ヶ。ン〕 I ティマス" 

II メンテナンス A XX km W ' ン ] I テイ巧" 

II メンテナンス B XX km キケ''ン]1テイ巧" 

点検整備実施時期を週ざたとさは、警 
告音を鳴りまず。 


〇" メンサンス A "、 "メンサンスがは、：欠回 
のメーカー指定点検整備の範囲を示 
すをので、どちらび表示されるかは 
曰ごろの運転スタイルや走行距離な 
どにより異なりまず。詳しくは整備 
手帳をご覧くだごい。 

〇 メンテナンスインジケーターび自 
動的に表示される時期は、運転ス 
タイルや走行距離などにより変わ 
りまず。 

エンジン回転数を適度に保ち 、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
のメーカー指定点検整備の実施時 
期までの走行距離び伸びることび 
ありまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過日数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターの U 
セット 

一力一指定点検整備後に、指定ヴー 
ビスエ場で；><ンテナンスインジケー 
ターを U セットして<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 曰数では365曰に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備実施時期として表示しまず。 

P ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


B こな〇芭6が m 
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曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには、ダイムラー社が指 
定する用品のみを使用して < ださしん 

詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

A 中毒や乂災のおそれびありまず 

• 一部の含成クリーナーなどには、有 
機溶剤や可燃性物質が含まれている 
ことがあります。カーケア用品を使 
用ずるとさは、必ず添付の取り扱い 
上のま意を読み、指示に従って<だ 
さし、。 

• 車内でカーケア用品を使用するとさ 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気して<ださい。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こすお 
それがあ0ます。 

. 車の手入れをするとさに、燃料やシ 
ンナーなどを使用しないでくださ 
し、。中毒を起こしたり、気化ガスに 
引火して火災を起こずおそれがあり 
ます。 

• カーケア用品は、テ供の手が届< と 
ころや火気の近くに置いたり保管し 
ないで < ださし、。 


夕懐 

•走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落として<だ 
さい。 

• かなくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷ずると、 
謂の原因になりまず。早めに補修を 
行なって < ださし、。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどが付 
着したとさは、ずみやかにおさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやずいので、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダーの内側を洗 
い流して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るようなとさに、塗装面の手入れを 
ずると、塗装面を損傷するおそれが 
ありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィ j レ 
ム、マグネットなどを貼り付けない 
で<ださい。塗装面を損傷ずるおそ 
れがありまず。 

. 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により謂などが発生したときは、早 
めに指定ヴービスエ場で補修ずるこ 
とをお勧めしまず。 
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曰常の手入れ 


車内 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶剤を 
含むクI」ーナーなどを使用しないでくだ 
さし、。エアバッグが正常に作動しなくな 
0、けがをずるおそれがあ0まず。 


• プラスチック部分は、少量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませて巧さ取りまず。 

また、乾いたなや目の粗い巧、かた 
い巧などを使用したり、強くこずら 
ないで< ださい。表面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプ1」ントされている車種びあ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿って巧さ 
取0、傷を付けないよ5にミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧で巧いたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを貼 
り付けるとラジオなどの電波の受信 
性能びほ下ずるおそれびありまず。 
詳し < は指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


洗車 

► ボディ全体にほ圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水に カーシ ャン プーな どを混ぜた洗 
をあを用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダク h 巧に洗を液び残らないよ5に 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

洗車時の注意 

洗車をするとをは、じ(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよ5な 
とさは洗車をしないで < ださし、。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 洗車をずるとをはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をした0、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび熱 
し、とさに急激にをやずと、ディスク 
を損傷するおそれびありまず。 


B こな〇芭6邮 m 
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• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで < ださい。ホ 
イールやホイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなときは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させて<ださい。 • 
へッドランプを含むランプ類は樹脂 
製レンズでず。流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流 
して<ださい。有機溶剤や強アルカ 
リ洗剤などを使用ずると、レンズを 
損傷するおそれがありまず。また、 
乾いた巧などで強<こずると細かい 
傷を付けるおそれがあ0まず。 

• パークト□ニックセンサーを清掃ず 
るとさは、乾いた巧、目の粗し^巧、 
かたいななどは使用しないで<ださ 
し、。また、純正(外の手入れ用品を 
使用したり、強い力で乾 J 式さしない 
で<ださい。センサーを損傷ずるお 
それがありまず。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用して < ださい。 
水圧が高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれがあ0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウイ 
ンドウガラス接合面やボディパネル 
の継ぎ目部分、サスペンション、電 
気装備、コネクター類などに近付け 
ないで< ださい。水圧が高いため、 
車内に水が侵入した0、防水シー 
ルや塗装面を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧が高 
いため、タイヤを損傷するおそれが 
ありまず。 

• パークト□ニックセンサーには、高 
圧式スプレーガンやスチームクリー 
ナーを使用しないで<ださい。セン 
ヴーや塗装面を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 


B 三養芭 S が中 
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曰常の手入れ 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとをは(下の点 

にま意してください。 

. 車のミちれびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機び車のサイズに合ってし) 
ることを確認してください。 

• 洗車前にドアミラーとサイドアン 
ダー S ラーを格納してください。 

• ワイパーの作動モード （085 ペー 
ジ）を停止の位置にして <ださい。 

• 回転ブラシの硬さによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光沢び失 
われた0、劣化を早めるおそれび 
ありまず。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗;争液を 
巧さ取ってください。 


B こな〇芭6邮 m 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 
トラブルの原因と対応…… 
が常時の施館/解綻…… 

キーの 電池交換 . 

電球®交換 . 

パンクしたとを . 

バッテ U -. 

バッテリーびあびったとを 

けん引 . 

ヒューズ . 
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車載品の収納場所 



A 义災や爆発のおそれびありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐに 
エンジンを停止してください。また、 
車に火気を近付けないよラにミ主意して 
ください。义災び発生した0、爆発す 
るおそれびありまず。 

事故び起定たと走 

すみやかに、し U 下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動ひさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

を全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを m に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
ちや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このときは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

〇踏切巧で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとさは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを EI から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
0236ぺージ）をご覧ください。 


■化：？ 0 >1 り 
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非常信号用具 


懐中電灯をドアポケットに装備してい 
ます。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 

使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。④スタンド 

⑥反射板 



停止表示板 



①停止表示板ケース 
③バックル 
③ストラップ 


停止表示板を組み立てる 

► 左ちのスタンド④を引き出しまず。 

► スタンド④をあけて地面に立てまず。 

► 反射板⑥を引き出し、頂点をかみ合 
わせて□ックしまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路で停車 
するとさは、車の後方に停止表示板 
を置 < ことが法律で義務付けられて 
います。 

《停止表示板の形状び異なる場含びあり 
ます。 


停止表示板は、左側 U アシートの下に 
収納されています。 

停止表示板ケースを取り出ず 

► 左側リアシート下のストラップ③の 
バックル③を押し、ストラップをゆ 
るめます。 

► 停止表示板ケース①を取り出しまず。 

停止表示板ケースを収納ずる 

► 停止表示板ケース①にストラップを 
かけ、バックルを押しながらスト 
ラップを引いて締めまず。 


■化：？ Q >- り 
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車載品の収納場所 


救急セット 



①左側 U アシート 
©ル物入れの カバー 
@救急セット 


救急セットは、左側リアシート下のル 
物入れに収納されていまず。 

救急セットを取り出ず 

► 左側リアシート①を前方に折りたた 
みます（>153ページ）。 

► ル物入れのカバー®を開きまず。 

©救急 セットの中身が揃っていて、 
使用可能であることを定期的に点検 
して < ださい。 

※車種や仕様により、救急セットびドア 
ポケット内に収納されていることびあ 
りまず。 



©車載工具 

車載工具は、 U アシート足元中央部の 
フ□ア下に収納されていまず。 

車載工具を取り出ず 

► カバー①を上方に取りがして、車載 
工具®を取り出しまず。 


① カバー 
©バックル 
@ジャッキ 
® ストラップ 



■化：？ 0 >1 り 


ジヤツキは、ち側 U アシートの下に収 
納されています。 
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ジャッキを取り出ず 

► ち側 U アシートを前方に折りたたみ 
ます0153ページ）。 

► カバー①を開きまず。 

► ストラップ④のバックル③を押し、 
ストラップをゆるめまず。 

► ジャッキ③を取り出しまず。 

ジャッキを収納ずる 

► ストラップをジャッキにきき付け 
まず。 

► バックルを押しなびらストラップを 
引いて締めまず。 

A けがのおそれびあ0まず 

• 車が車載のジャッキだけで支えられ 
ていると量は、絶対に車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
がをするおそれがあ0ます。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換するため 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
に設計されていまず。 

• ジャッキはかたくてすべりにくし、、 
水平な場所でのみ使用して<ださ 
し、。パーキングブレーキを確実に効 
かせ、さらに輪止めを使用して、車 
が動さ出してジャッキから外れるこ 
とを防いでください。 


スペアタイヤ 

〇スペアタイヤび確実に固定されて 
いることを定期的に点検してくだ 
さい。 

〇スペアタイヤの溝び摩耗限度に達 
したら、ただちに新品と交換してく 
ださい。 

H 摩耗具合にかかわらず、6年を経 
週したスペアタイヤは新品と交換し 
て < ださい。 

QG 55 AMG long は、スペアタイヤ 
を2本 Li (上装着して走行しないで 
<ださい。 


スペアタイヤの取り夕1•し 



①外周カバー 
③マイナスドライバーなど 

③ □ック 

④ 凹部 

► 外周カバー①の□ック③の凹部④ 
にマイナスドライバーなど③を差 
し込んで凹部をまわし、□ックを 
外します。 


■化：？ Q >- り 
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車載品の収納場所 




〇スペアタイヤは非常に重量があり 
ます。スペアタイヤを取りがずとき 
は、スペアタイヤを落下させてけが 
をしないよラにミ主意して < ださい。 

スペアタイヤの収納 


①外周 カバー 
⑥ 後部カバー 

► 列周カバー①を矢印の方向に広げて 
外します。 

► 後部カバー®を手前に引いてがし 
ます。 

〇スペアタイヤの外周カバーや後部 
カバーを外すときは、必ず手袋など 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけびをずるおそれびありまず。 





⑨タイヤ ホルダーの 凹部 
⑨後部 カバーの 凸部 

► タイヤをタイヤホルダーにかけ、 
ナット （3 本）を締めて固定しまず。 

► 後部カバーの凸部⑨をタイヤホル 
ダーの凹部⑨に合わせ、後部カバー 
を取り付けまず。 


©タイヤホルダー 

► スペアタイヤを固定しているナツ 
卜® (3 本）をゆるめ、タイヤホル 
ダー③からスペアタイヤを取りが 
します。 



①外周 カバー 
④ 後部カバー 

► が周カバー①の□ックが下部にな 
るよラにして、が周カバーを後部 
カバー④に被せるよラに取り付け 
ます。 


■化：？ 0 >1 り 













③□ック 
⑩フック 


► フック⑩を反対側の外周カバーの 
取り付け巧に掛けまず。 

このとを、外周カバーにゆるみびな 
し、ことを確認しまず。 

► マイナスドライバーなどを□ック 
③の凹部 （^209 ページ）に差し込 
み、反時計回りに約45度まわしな 
びら、□ックを反巧側の外周カバー 
にかぶせまず。 

► □ックの凹部からマイナスドライ 
バーなどを巧さまず。 

□ックび確実に固定されていること 
をお認します。 

〇スペアタイヤは必ずタイヤホル 
ダーに取り付け、外周カパーおよび 
後部カノ（一を被せてくださし、。 

[I 外周カパーを取り付けるときは、 
必ず外周カパーび確実に後部カパー 
に被さっていることを確認してくだ 
さい。後部カバーび脱落ずるおそれ 
びありまず。 


故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告や注意、対応ち法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表示された 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 事故のおそれびありまず 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障した場含 
は、表示灯/警告口や故障/警告 
^ッセージが表示されません。車両 
操縦性などに悪影響をおよぼずよラ 
な故障や異常が発生した場合は内容 
が確認でさないた故、ただちに指定 
サービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の限 
られた装備についてであり、また表 
示される内容ち限られてし''まず。故 
障表示の機能は運転者を支援ずる装 
置です。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を維持する責任は運 
転者にあります。 

• 走行中にステア U ングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
がら操作ずると、事故を起こずおそ 
れがあ 0 ます。 

• 走行する前には必ずエンジンス 
イッチを2の位置にして、；一夕一 
パネルの表示灯/警告灯が点灯 
し、マルチファンクシヨンデイス 
プレイが表示されることを確認し 
て < ださい。 


■化：？ S - り 
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• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた指定 
サービスエ場で行なラことをお勧 
めしまず。 

特に安全に関わる整備については、 
必ず指定サービスエ場で点検整備 
や修理を行なってください。不適 
切な作業を行なラと、事故や故障 
の原因にな0まず。 

故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア U ングの！^または 
スイッチを押して、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障表示画面 
を表おさせまず。 

故障や異常がある場合は、 II ]ショウ 
力'' 3" のよラに故障件数が表示さ 
れます。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► ra または ra を押して、故障/警 
告^ ッセージを 順番に表おさせま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面に戻りまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い; ><ッ セージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解決 
ずるまで、故障/警告 ><ッ セージが 
繰り返し表示されまず。 

一部の^ ッ セージは車両に記憶され、 
手動で ><ッ セージを呼び出ずことがで 
さまず。 

六ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► ><ッセージが表示されているとさ 
に、ステア U ングの laiiBi や 
rara スイッチ、または U セッ 
トボタンを押しまず。 

※記載の故障/警告メッセージは、取 
扱説明書作成時点のをのです。マルチ 
フアン クシ ヨン ディスプレイの表記な 
どは、予告な<変更-追加されること 
がおります。 







A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備皆修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備については、必ず指定ヴービ 
スエ場で行なってください。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因になり 
ます。 


文字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ABS , ESP 

] ショウ 

A 事故のおそれがちりまず 


。乃レ 

故障のため、 ABS と ESP び作動しない状態になっている。 


サソショウ 

目 AS と 4 ETS の機能わ解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキ時は通常通り作動 
する。 

► 注意して走巧してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 

ABS , ESP 

巧ウ 

A 事故のおそれがちりまず 


劝ノウ 

電圧システムの自己診断び完了していない可能性びある 


マニユ乃レ 

ため、一時的に ABS と ESP び作動しない状態になってい 


サソショウ 

る。目 AS と 4 ETS の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキ時は通常通り作動 
する。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

AAS 

] ウグョウテ'’ 

A 事故のおそれがありまず 


テンケン 

故障のため、ヒルスタートアシストび作動しない状態に 
なっている。 

坂道でアクセルペダルから足を放した直後に、車び動を 
出ずおそれびおる。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

ESP 

] ショウ 

A 事故のおそれがありまず 


。アル 

故障のため、 ESP び作動しない状態になっている 。 BAS 


サンショウ 

と 4 ETS の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキ時は通常通り作動 
する。 

► 注意して走巧してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を毒けてください。 
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故障/警告メッ • 

























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ESP 

ショウ 

A 事故のおそれがありまず 


別ノウ 

システムの自己診断び売了していないため、一時的に 


。アル 

ESP び作動しない状態になっている。 BAS と 4 ETS の機 


サンショウ 

能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキ時は通萬通り作動 
ずる。 

►約 20 km / hL ^ 上の速度で短い距離を注意して走巧して 
ください。 

；^ッセージび消えれば、 ESP は待機状態になりまず。 

ESP 

ショウ 

A 事故のおそれがありまず 


フカノウ 

電圧低下のため、 ESP び作動しない状態になっている。 


。アル 

バッテリーび充電されていない可能性びある。目 AS と 


サンショウ 

4 ETS の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキ時は通萬通り作動 
ずる。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を貴けてください。 

► マルチフアンクションディスプレイの表示に従ってく 
ださし、。 

トランスミッション 

] ウシ''ョウテ'‘ 

トランス S ッションの作動び制限されている。 


テンケン 

► 注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点 
検を受けて < ださい。 

SRS 

SRS 

A けがのおそれがあ0まず 


システム 

乗員保護装置に異常びある。 


] ショウ 

] ウシ''ョウテ'‘ 

テンケン 

► ただちに指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


—ジ 
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se — り 



























故障/警告メッセージ 
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A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備については、必ず指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因になり 
まず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

B 53 

テールゲートび売全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲートを確実に閉じてください。 

m 


ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを確実に閉じてください。 

ggi 


複数の電気システムびマルチファンクションデイスプレ 
イに情報を表おでをない状態になっている。下のシス 
テムに異常びある可能性びある。 

• 冷却水温度計 

• タコ;ーター 

• クルーズコント□ールおよび可変スピードリ S ッター 
の表示 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

〇 


ラジェターの;令却ファンに異萬びある。 

►:令却水温度び約120に iiTF の場合は、最寄りの指定サー 
ビスエ場まで運転ずることびでさまず。 

►その場合は、山道での走行などでェンジンに大をな負 
荷をかけたり、発進/停止を繰り返さないでください。 


イラストメッセージ 


se — り 




























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

巧 


政下の理由により、バッテ U —び充電されていない。 

• オルタネーターの異常 

• V ベルトび切れている 

• 電気システムの故障 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちに安全な場所に停 
車して、 V ベルトを点検して < ださい。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しないでください。最寄りの指定サービスエ場に 
連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► ただちに指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

巧 


バッテ1」一の電圧び恆下している。 

► エンジンを始動して<ださい。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

の 

アレ-キ 

n 。 ツド 

マモウ 

アレ-キ 

オイルレへ‘、ル 

テンケン 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► ずみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換 
してください。 


画 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の状況に注意しなびら、すみやかにを全な場所に 
停車してください。 

►が況を問わず、走行しないで<ださい。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補 
給してち問題は解消しません。 

画 

アいキ 

つ。 レツ外 

アン A ソ 

] の''ヨウテ'‘ 

テンケン 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBV の機能び停止している。 BAS 右作動し 
ない状態になっている。 

通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を貴けてください。 


n 。 -キング 

アレ-キ 

カイシ''ヨ 

パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 


—ジ 
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se — り 



































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 


BOi > を 


WilM 


mwswm 


WilM 


SRS 

システム 
] ショウ 
] ウダ’ョウテ'' 
テソケン 

ネンリョウ 
つィルタ 
セイソウ 

トランスつァ 
ケ-スノシフト 
了 □セス 
チュウグン 

トランスつァ 
キリカエ 
ダ’ョウケン 
の'‘ユウアン 

トランスつァ 
セレクタ 
N ソレマス 

トランスつァ 
トス 

] ウシ''ョウテ'' 
テンケン 
レイキヤクスイ 
テイシヤシテ 
I ングン 
テイシ！ 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A けがのおそれがありまず 

栗員保護装置び故障している。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を養けてください。 


燃料タンクに水び混入している。水を振く必要びある。 
► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ク□スカント I 」ーギアのシフト操作び中酣された。 
► 再度、シフト操作を行なってください。 


ク□スカント U —ギアのシフト条件を1つ政上満たして 
いない。 

► 再度、シフト操作を行なってください。 


ク□スカントリーギアびニュートラル位置になっている。 

► ク□スカント U —ギアを H に H または LOW にシフト 
してください。 


ク□スカントリーギアに異常びある。 

► ク□スカント U —ギアのシフト操作を巧なわないでく 
ださし、。 

►ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


冷却水の温度び高ずぎる。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださし、。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

►六ッセージび消えてか6エンジンを始動して<ださい。 
木 ッセージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷 
するおそれびあ0ます。 

► 冷却水温度を点検して<ださい。 

► 冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちに指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ Q >- り 





























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

〇 

レイ朴クスイ 

テイシヤシテ 

Iングン 

テイシ！ 

Vベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださい。 

► エンジンを停止して<ださい。 

► Vベルトを点検してください。 

Vベルトが切れているとを 

►走行しないで<ださい。最寄りの指をサービスエ場 
に連絡して < ださい。 

Vベルトが損傷していないとさ 

► ;><ッセージび消えない場合はエンジンを始動しない 
でください。エンジンを損傷するおそれびあります。 


レイキトクスイ 

ホグユウ 

にュ乃レ 

サンショウ 

:令却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を守りなびら、冷却水を補給 
して < ださい。 

► 通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、指定 
ヴービスエ場で点検を費けてください。 

四 

ヒグリ□-ピ-ム 1) 

左ヘッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► 指定サービスエ場で点検を寶けてください。 

四 

才-トラ仆 

] ショウ 

ランプセンサーに異常びある。へッドランプ点なモード 
coil 9ページ）びオンになる。 

►マルチフアンクションディスプレイの各種設定:で、ラン 
プを手動点灯モードに切り曽えてください。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消灯してください。 

m 

I アク IJ - ナ 

] 巧ン 

エンジンエアフィルターの交換時期になっている。 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


—ジ 
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1) 他のランプび切れたときは、この例 L 以外の;><ッセージび表示されまず。 
車外ランプのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所び表示されまず。 
































ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


キ助ノサイ 

エンジンオイル量び限界まで下びっている。 

I ソダン 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してく 


オイル LA '’ ル 

ださい。 


テンケン 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合 
は、指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れて 
いないか点検を受けて<ださい。 


I ングン 

エンジンオイル量び不足している。 

オイルレへ、’ル 

エンジンを損傷するおそれびある。 


テイシヤシテ 

►周囲の状況に注意しなびら、ま全な場所に停車してく 


I ングン 

ださい。 


テイシ！ 

► エンジンを停止して<ださい。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検し 
てくださし、。 


エングン 

エンジンオイル量びをずざる。 

オイルレへ、’ル 

エンジンや触媒を損傷ずるおそれびある。 


] ウダヨウテ'' 

►規定の量になるまで、エンジンオイルを抜いてくださ 


テンケン 

し、。 

エンジンオイルを廃棄するときは、規則に従ってくだ 
さし、。 


I ングン 

エンジンオイルに水び混じっている。 

オイル LA '’ ル 

] ウダヨウテ'' 

テソケン 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I ングン 

エンジンオイル量び限巧まで下びっている。 

オイルレへ、’ル 

►エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してく 


] ウダヨウテ'' 

ださい。 


テソケン 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合 
は、指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れて 
いないか点検を黃けてください。 


I ソグン 

エンジンオイル量計測システムに異常びある。 

オイルレへ、’ル 

ソクテイ 

つカノウ 

► 指をサービスエ場で点検を受けてください。 
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—ジ 


故障/警告メッ • 


se — り 
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トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備については、必ず指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因になり 
ます。 


スイツチやボタンの表示む/警告'打 


トラブル 


シートヒータースイツチの表示巧び点 
滅している。 


エアコンデイシヨナーの AC スイッチ 
la を押して右、表示なび点なしな 
かったり、点ミ威する。 

除湿/冷房された空気び送風されなし、 


考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下し、 
シートヒーターび自動的に停止している。 

►ルームランプや読書ななど、必要のない電気装備を停 
止して < ださい。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動し 
まず。 

エアコンデイショナーの冷媒び不足している。 

► 指定サービスエ場で点検を寶けてください。 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


キ-ヲ 

キーび機能しなくなっている。 

] ウカン 

シテク》、'サイ 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 


回 

クル-で 

クルーズコント□ールまたは可蜜ス ピー ドリミッターが 

] ン阳-ル 

作動しない状態になっている。 


トリミッタ 

► 指定サービスエ場で点検を寶けてください。 


] ショウ 




燃料の残量びみな<なっている。燃料計の指針び下限を 
のしてし）る。 

El 

ネンリョウ 

リサ、'-ア 


► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


ウォツ外巧 

ホダュウ 

1」ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで 
減ってし)る。 


シテクタ'、サイ！ 

► ウォッシ巾一液を補給してください。 


■化：？？り 
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トラブル 


考え5れる原因および症げ/ ► 対応 


U アデ フォッ ガーの表示なび点滅して 
いる。 IJ アデ フォッ ガーび短時間で停 
止したり、スイッチを押しても作動し 
なし、。 


多くの電気装備び使用されているために電圧び低下して 
し、る。 

►ルームランプや読書 I ななど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフオッガーは自動的に作動 
します。 


センターコンソールの助手席エアバッ 
グオフ表示口び点灯している。 


助手席にセンサー付を純正チヤイルドセーフテイシート 
び装着されているため、助手席エアバッグび作動しない 
状態になっている。 


A けびのおそれがありまず 

助手席にセンサー付を純正チャイルドセーフティシート 
を装着していない場合は、チャイルドセーフティシート 
検知システムび故障している。 

►後ろ向さに装着ずるタイプのチャイルドセーフティ 
シートを使用ずる場合は、必ずリアシートに裳着して 
ください。 

► 助手席のシート座面に下のわのを置いているとさは 
取り除いてください。 

• パソコン 
• 携帯電話 

• 磁気カードやにカード 

電子機器 やカードを取り除いてら助手席エアバッグオフ 
表示灯が点灯ずるとさ 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I 
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トラブルの原因と巧応 


表示な/警告な 


トラブル 


■觸 1 


■觸1 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告むび点灯ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告なび点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。そのため、 
ESP と BAS の機能も觸除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しな 
いため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする巧能 
性びある。 

ABS コント□ールユニットび故障している場合は、パー 
クト□ニック、ナビゲーシヨンシステム、オートマチッ 
クトランス云ッシヨンなどび故障している可能性びある。 
► 注意して走巧してください。 

►マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警告方ッ 
セージに従ってください。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を壁けて<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。バッテ 
I 」一び充電されていない可能性びある。 

ESP 、 BAS 、4 ETS の機能わ解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しな 
いため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能 
性びある。 

►ルームランプや読書灯など、必要のない電気装備を停 
止して < ださい。 

電圧び回復ずると、 ABS は待機状態になりまず。 

► マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警告六ッ 
セージに従ってください。 

ディファレンシャル□ックをオンにしている。 

► ディファレンシャル□ックをオフにしてください。 

ABS び待機状態になります。 


■化：？？り 
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トラブル 


E1 


E1 


画 


画 


走行中に黄色の ESP 
表示灯び点滅ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP 
表示灯び点灯する。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告灯び点なする。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告なび点な 
ずる。 


走巧中にホ色のブ 
レーキ警告なび点な 
する。 

警告音わ鳴った。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

タイヤびグリップを失いかけているか、空転している、 
または□ックしているため、 ESP や ABS 、 トラクシヨン 
コント□ールなどび作動している。 

► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要じ(上に踏み込 
まないで < ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を解除しないでください（雪道などでの走 
巧を除<)。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能び辭除されている。 

車び横滑りしたとをや車輪び空輯したとさに、車両操縦 
性和走行安定性を確保ずることびでさない。 

► ESP を待機状態にしてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ディファレンシャル□ックをオンにしたため、 ABS 、 
ESP 、4 ETS 、 BAS の機能び解除された。 

► ディファレンシャル□ックをオフにしてください。 

ABS 、 ESP 、 斗 ETS 、 BAS び待機状態になりまず。 
►マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従って<ださい。 

A けがのおそれがありまず 

栗員保護装置び故障している。 

ェァバッグやシートベルトテンシヨナーび不意に作動し 
たり、事故のとさに作動しない可能性びある。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を養けてください。 

パーキングブレーキを効かせている。 

► ノ f ーキングブレーキを辭除してください。 

警告灯び消なします。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

► ノ f ーキングブレーキを辭除してください。 

警告なび消なし、警告音び鳴り止みまず。 


■化：？ e - り 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


画 


ESI 


E9 


エンジンびかかって 
いるときに赤色のブ 
レーキ警告灯び点な 
ずる。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色のェ 
ンジン警告なび点な 
ずる。 


フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動ず 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告灯び点な 
ずる。 



P ンびかかって 
さに黄色の燃 
警告灯び点な 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►状況を問わず、走行しないでください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイの故障/警告六ッ 
セージに従ってください。 

► 絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ 
液を補給してわ問題は解消しません。 

下のわのび故障している可能性びある。 

• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグ ニッション システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエ 
マージエンシーモードになっている可能性びある。 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を寅けて<ださい。 

エンジンの電気システムび故障している。 

エンジンの出力びほ下している。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

► アクセルペダルを踏みすざないよラにし、エンジン回 
転数び2,500回輯を超えないよラに運転してくださし、。 

A けがのおそれがおりまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、。 

► シートベルトを着用して<ださい。 

シートベルト警告灯び消なしまず。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定してください。 

シートベルト警告灯び消なしまず。 

燃料の残量びみな<なっている。燃料計の指針び下限を 
术している。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


■化：？？り 
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警告音 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、運転席ドア 
またはテールゲートをエマージェンシーキーで觸錠して 

開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のときに、車内からド 
アまたはテールゲートを開いたか、ボンネットの□ック 
を解除して開いた。 

►キーの解錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

►故障/警ち;<ッセージをご覧<ださい （>211 ページ 
〜)。 

警告音び鳴った。 

パーキングブレーキを解除しないで走巧している。 

► ノ f ーキングブレーキを解除してください。 

警告音び鳴った。 

車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを 
抜さ、運輯席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを D の位置にしてください。 

走行速度び約 25 km/h L ん^になった 
とさに警告音び鳴った。 

A けびのおそれがありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着巧していない。 

► シートベルトを着巧してください。 


■化：？ e - り 
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トラブルの原因と巧応 


事故のとを 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 火災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 
漏れた燃料に引火したり、爆発ずるおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止して<ださい。 

► エンジンスイッチからキーを振いて<ださい。 

状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動して<ださい。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 火災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

► が況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

►U モコン操作で解錠してください。 

燃料給油フラップの開閉機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください（>234 
ぺージ)。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


■化：？？り 
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エンジン 


トラブル 考え5れる原因および症:!犬/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 • エンジンの電気システムに異常びある。 

エンジンスイッチを3の位置にずる • 燃料供給に異萬びある。 

とスターターモーターの音びずる。 ^エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイッチを0の 

位置に戻してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち巧なラと、 
パッテ IJ 一びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてち、エンジンが始動しないとを 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 バッテ IJ 一びあびっているか、充電されていないため、 

エンジンスイッチを3の位置にしてバッテ I 」一の電圧びほくなっている。 

もスターターモーターの音びしない。►他車のバッテ1」一を電源として始動してください 

0249ページ）。 

他車のバッテリーを電源としてちエンジンが始動しない 
とさ 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく、ミスエンジンの電気システム、またはエンジン制御システム 
ファイアも起きている。 に異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずざないで<ださい。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を養けてください。 
触媒を損傷するおそれびあります。 


■化：？ 6- り 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 


冷却水温度び約120でを超えている。 
警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

U ザーブタンクの冷却水量び不足している。 

:令却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に冷却されて 
いない。 

►ずみやかに安全な場所に停車し、ェンジンと;令却水 
を冷传して < ださい。 

► ェンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、必 
要であれば、冷却水補給時の注意事項を守りなびら、 
冷却水を補給してください （>174 ぺージ）。 

:令却か量び正常なとさは、ラジェターの冷却フアンび故 
障している可能性びある。 

:令却かの温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されて 
いない。 

► 冷却水温度び約120で^1下の場合は、最寄りの指定ヴー 
ビスエ場まで運転ずることびでをまず。 

► その場合は、山道の走行などでェンジンオイルに大さな 
負荷をかけたり、発進/停止を繰り返さないでください。 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 


トランスミッションび正しく変速し 
なし、。 


加速性能び悪化している。 

トランスミツシヨンび変速しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点 
検を受けて < ださい。 

トランス S ッションびエマージェンシーモードになって 
いる。 

2速ギアかリバースギアで走行でさる場合びある。 

► 停車してください。 

► セレクターレバーを EI に入れて<ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にしてください。 

►約10秒 L 分上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレバーを El に入れまず。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを〇に入れまず。 

1」 バース ギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点 
検を受けて < ださい。 


■か：？？り 
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パークト□ニック 


トラブル 考え5れる原因および症:!犬/ ► 対応 

車び後退しているとをに警告音び鳴る。パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物など 

びある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください(>203 
ぺージ)。 

►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び辭除され 
ている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してく 
ださい （>134 ぺージ）。 

車び後退しているとさに警告音び鳴る。パークト□ニックの故障により、機能び停止している。 
または、セレクターレバーを ra に ► すみ和かに指定サービスエ場でパークト□ニックの点 
入れたとさに警告音び鳴らず、パーク 検を寅けてください。 

卜□ニックのインジケーターち点なし 
なし、。 



示なの内側び曇つている。 ►へッドランプを点なして走巧してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の量りは取 
れまず。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び 
侵入している。 

► 指定ヴービスエ場でへッドランプの点検を寶けてくだ 
さし、。 


I 
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トラブルの原因と対応 


ワイパー 


か 

AJ 

e 

I 

杉 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーび正し < 作動しない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している 
可能性びある。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを揣いてく 
ださい。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを 
選択してください。 

►指をサービスエ場でワイパーの点検を寅けてください。 


ウインドウ 


トラブル 考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ドアウインドウび閉じない。 ドアウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟 

まつている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じて < ださし、。 


ドア内側のガイドレールなどに障害になる物びあり、ド 
アウインドウの上昇を妨げている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウを閉じて < ださし、。 

原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを引さまず。 

ドアウインドウび閉じないときは、指をサービスエ場で 
点検を寅けて < ださい。 


ドア S ラー 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ドア S ラーび無理に前方/禮方に曲 

► ドア=ラーを走巧時の位置に戻してください。 

げちれた。 





























トラブルの原因と巧応 
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キ— 


トラブル 考え5れる原因および症:!犬/ ► 対応 

U モコン操作で解錠/施錠でをない。キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離 
から再度 IJ モコン操作をしてください。 

リモコン操作がでさないとさ 

► エマージェンシーキーで運転席ドアやテールゲートを 
解錠/施錠してください（>233、23斗ぺージ)。 
►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください 
([>237ぺージ）。 

キーが故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアやテールゲートを 
解錠/施錠してください。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 
キーのボタンを押しても表示なび点なキーの電池び消耗している。 

しない。 ►キーの電池を交換してください0237ページ）。 

キーを紛失した。 ► 指定ヴービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 

さし)。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して 
<ださい。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換して< ださい。 

エマージェンシーキーを紛失した。 ► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して 

<ださい。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換して < ださい。 


I 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 


エンジンスイッチびまねらない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンスイッチからキーを振かずに0の位置で長時間 
放置していた。 

► エンジンスイッチからキーを抜き、再度差してください。 
►バッテ1」一を点検し、必要であれば充電してください。 
► エンジンを始動して<ださい。 

バッテ1」一の電圧び低下している。 

►シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気 
裳備を停止してから再度エンジンスイッチをまわして 
<ださい。 

それでちエンジンスイッチがまわらないとさ 

►バッテ1」一を点検し、必要であれば充電してください。 
または 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください 
(>249ぺージ）。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


車を使用しないとを 


トラブル 


エンジンを始動しない期間び約6週間 
が上におよぶとさ。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する 
可能性びある。 

► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 
►バッテ U —からケーブルを外して < ださい。 


■か：？？り 












非常時の施綻 / 解綻 
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非常時の施綻/解綻 


エマージェンシーキー I 

U モコン操作で車両を解錠でさないと 
さは、エマージェンシーキーで運転席 
ドアやテールゲートを解顏でさまず。 

車を施結した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやテールゲートを解 
綻して開くと、盗難防止警報び作動し 
ます。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

► キーの解錯ボタンか施錠ボタンを 
押す。 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 
エマージてンシーキーで運転席ドアを 
解錯してを、他のドア、テールゲート、 
燃料給油フラップは解錠されません。 

キー から エマー ジェン シーキーを 取り 
夕1•ず 



①エマージェンシーキー 
③ストツバー 


運転席ドアの解綻 _ 

U モコン操作で車両を解錠でさないと 
きは、し U 下の操作を行なってください。 
► キーからエマージ; L ンシーキーを 
取り外しまず。 

► エマージェンシーキーを、運転席 
ドアのキーシ U ンダー①に差し込 
みます。 


( J つ = 


r - - 




1 


①キーシリンダー 
③解錠ち向 


► エマージェンシーキーを解錠方向③ 
(前方）にまわしまず。 

運転席ドアの □ ックノブび上びり、 
運転席ドアび解淀されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置 
にまねして、キーシ U ンダー①か 
らなさまず。 


► ストッパー③を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー①を巧 
をます。 


I 
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非常時の施錠/解錠 


車両の施綻 _ 

U モコン操作で車両を施錠でさないと 
をは、(下の操作を行なってください。 

► 助手席ドア、1」アドア、テールゲー 
卜を閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押 
します058ぺージ）。 

► 助手席ドア、1」アドア、テールゲー 
卜の□ックノブび下びっているこ 
とを確認します。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みまず。 


► 運転席ドアを閉じまず。 


( Jr 

|;!L 


_— か 

庭 



i 

■j 

n 一— 


① キーシリンダー 
③施錠方向 


► キーからエマージ; L ンシーキーを 
取り外しまず。 

► エマージてンシーキーを、運転席 
ドアのキーシ U ンダー①に差し込 
みます。 

► エマージェンシーキーを施錠方向③ 
(後方）にまわしまず。 


► エマージェンシーキーを元の位置 
にまねして、キーシ U ンダー①か 
ら巧きまず。 

► すべてのドアとテールゲートび施 
錠されていることを確認しまず。 


燃料給油フラツプの手動解錠 


A けびのおそれびありまず 

ボディの内側には、金属び露出してい 
る部分や鋭利な部分びあ0まず。けび 
をしないよラにを意してください。 


燃料給油フラップの U U — スストラッ 
プは、ラゲッジルームち側のテール 
ゲート開□部横の内側にありまず。 



①カバー 
③インナーモール 


► テールゲートを開さまず。 

► インナーモール③を取り外しまず。 
► カバー①を外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 


運転席ドアの □ ックノブが下がり、 
運転席ドアが施錠されまず。 


















非常時の施錠/解錠 
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③ストラッフ 

► ストラップ③を矢印の方向に引さ上 
げまず。 

燃料給油フラップび解淀されまず。 

► 燃料給油フラップを開さまず。 

スライディングルーフの手動操作 

バッテ U —あびりやスライディング 
ルーフの故障などで、スイッチで閉じ 
にりチルトダウンできないとさは、手 
動で操作することびでさまず。 

スライディングルーフの手動操作部 
は、ラゲツジルーム左側のテールゲー 
卜開□部横の内側にありまず。 


① テールゲート 

② カバー 

③ インナーモール 

► テールゲート①を開さまず。 

► インナーモール③を取り外しまず。 
► カバー③を外しまず。 

.も 



④手動駆動部 
⑥ホイ ー ルレンチ 


車載工具のホイールレンチ⑥を手動 
用駆動部（六角おのボルト）④に差 
し込みます。 

ホイールレンチ⑥を時計回りにまわ 
します。 


※車種や仕様により、ホイールレンチ⑥ 
の代わ0に車載の専用工具を使用する 
場合びあ0ます。 


I 
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非常時の施錠/解錠 


〇ホイールレンチは確実に奥に差し 
込んでください。差し込みび十分で 
ないと、駆動部を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇手動駆動部を無理にまわさないで 
ください。スライデイングルーフを 
損傷するおそれびありまず。 


パーキング□ックの解除 _ 

バッテ U —びあびつたとさや電気装備 
に巧障び発生したとさは、セレクター 
レバーを EI から動かずことびでさ 
な < なることびありまず。 

このよ5なとさは、手動でパーキング 
□ックを解除してセレクターレバーを 
EI から動かしまず。 


投ク 



①差し込み □ 

③ドライバーなど 


J キング□ックを解除ずる 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► セレクターレバーの左側後方にある 
差し込み□①にドライバーなど③を 
差し込みます。 


► ドライバーなどを押しなびら、セレ 
クターレバーを EI から他の位置 
に動かしまず。 

〇この方法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、指定サービスエ場 
に連絡して < ださい。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
でさにとさでを、指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


■化：？ 0 >1 り 






キーの電池交換 
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キーの電池交換 


U モコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

A 中毒のおそれびありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物質 
が含まれています。子供の手の届かな 
いところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったとさ 
は、ただちに医師の診断を受けてくだ 
さい。 


Cp 環境 

電池を家庭用ゴ吉として廃棄しないで 
ください。電池には非常に強い有毒物 
質び含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお買 
いホめになった販売店に処分を巧頼す 
るか、ボタン電池専用の回収箱に廃棄 
して < ださい。 


キーの電池を点検ずる 

► キーの解淀ボタンまたは施錯ボタン 
を押します。 

キーの表示灯び一回点滅ずれば電ミ也 
は正常でず。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージてンシーキーで解蟲/施錠 
できまず0233、234ぺージ）。 


電池の交換 


U チウム電池 ( CR 2025) を2個用意 
し 9 〇 



①エマージェンシー キー 
③ストッパー 


電池の交換手順 

► ストッパー③を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー①を巧 
さ取りまず。 



①エマージェンシー キー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 


► エマー ジェン シーキー ①でストツ 
パーの凹部④を押しなびら、電池 
ケース③を引きまず。 


I 
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電球の交換 


— 0 

■•如 

© @ 


@電池ケース 
©電池 
⑥電極板 

► 電池⑤を外し、新しい電池と交換し 
まず。 

電池は2個とを库)を上にして、電極 
板⑧の間に取り付けまず。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージェンシーキー ①を キーに 収 
納します。 

〇 電池を交換するときは2個同時に 
交換してください。 

〇 電池の表面に、ミちれや脂分などが 
付着していないことを確認して<だ 
さし、。 


電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのランプ類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてランプが点口しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したランプがずぐに切 
れた場合は、指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

電球の交換は指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めしまず。やむを得ずお 
客様自身で交換するとさは、下のま 
意を守って該当箇所の電球を交換して 
<ださい。 

電球には素手で触れないよ5にして< 
ださい。電球の表面にかしでちミちれや 
脂分が付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命が短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用するか、パルブの金属部を持 
つよラにして < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 






A けがのおそれびありまず 

• 電球は非常に熱くな0ます。電球の 
交換は電球が;令えた状態で行なって 
<ださい。火傷をずるおそれがあり 
ます。 

• 電球は子供の手の届かないところに 
保管してください。 

• 落下した0、衝撃が加わった電球を 
使用しないで<ださい。破裂するお 
それがあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封入 
されているため、電球が熱くなって 
いるとさに電球に触れたり、電球を 
取り外さないでください。破裂する 
おそれがありまず。 

• 電球を交換するときは、防護眼鏡や 
手袋などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにしてください。 


/h けびのおそれがありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかつているとさ、エンジンス 
イッチが2の位置のとさは、バイキセ 
ノンへッドランプのバルブソケットや 
配線に手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分があ0、それ 
らに触れると非常に危険でず。 


電球の交換 


Uled の交換は行なわないでくださ 
し、。 LED や車両の部品を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇指定(外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるにめ、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告メッセージび表示されにとさは 
(0211 ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやひに電球を交換 
して < ださい。 


■化：？ S - り 


バイキセノンへッドランプの交換は行 
なわないでください。交換は必ず指定 
サービスエ場で行なってください。 




240 


電球の交換 


P 電球の交換を行な5とさは、車両 
に装着されている電球の規格を確認 
して <ださい。 


電球—覧 



ランプ 

ワッ曜雕） 

① 

ドアミラー方向指 
示灯 

LED 

③ 

フ□ン h 方向ホ灯 

21 W (黄色） 

⑤ 

へッドランプ 

35 W (キセ 
ノン D 1 S ) 

車幅灯/フ□ント 
パーキングランプ 

5 W (青色） 

④ 

フ□ントフォグラ 
ンプ 

55 W ( H 11) 

⑤ 

八イマウントブ 
レーキランプ 

LED 


U ア方向指示灯 

21 W (黄色） 


ブレーキランプ/ 
テールランプ 

21 W / 5 W 


テールランプ / U 
アパーキングランプ 

5 W 

⑦ 

1」アフォグランプ 

21 W 

④ 

ライセンスランプ 

5 W 

@ 

パックランプ 

21 W 



se — り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあ0ます。 












八ンクしたとま 
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パンクしたとを 


A 事故のおそれびありまず 

• パンクしたとさは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。ス 
テアリングをしっかり握って徐々に 
速度を落とし、安全な場所に停車し 
て < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないでく 
ださい。車のコント □— ルを失い、 
事故を起こすおそれがありまず。ま 
た、タイヤが異常に過熱して、火災 
が発生するおそれがあります。 

• 路上でタイヤ交撰をするとさは、非 
常点滅灯を点滅させてください。ま 
た、十分ミ主意しながら車の後方に停 
止表示板を置し''て < ださい。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で車を押 したり 、タイヤ交換など 
で車を持ち上げるとさは、エンジン 
スイッチを0の位置にしてくださ 
し、。車輪び回転ずると車び自動的に 
施綻され、車がに閉め出されるおそ 
れびありまず。 

。タイヤ交換を ずると さは、おず手 
袋を着用してください。素手で作業 
を行な5とけびをずるおそれびあり 
ます。 

。タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 


タイヤ交換の準備 _ 

► 安全を確保でさる、かた<てずベり 
に<し、水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅灯を点滅させまず。 

► 車速感応ドア□ックを解除しまず 
(>122 ページ）。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを ra に入 
れまず。 

► 周囲の状況にま意しながら乗員を車 
から降ろし、ただちに安全な場所に 
避難させます。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き、 
ステア U ングが□ックされたことを 
確認しまず。 

► 車から降りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 


パンクしたタイヤを交換ずる 


心 事故のおそれびありまず 

• 装着しているスペアタイヤが6年 
経過している場合や車両に適合 
しないタイプやサイズの場含は、最 
寄0の指定ヴービスエ場で新品に交 
換してください。 

• スペアタイヤを2本！;!上装着して 
走行しないでください。 


I se—^ 
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心 事故のおそれびありまず 

• G 日日 AMG long は、スペアタイヤ 
に交換したとさは必ず 80 km / h じ ( 
下で走行してください。また、短い 
時間の使用にとどが、できるだけ早 
く標準タイヤに戻してください。 

• G 55 AMG long はスペアタイヤと 
標準タイヤのサイズが異なるため、 
スペアタイヤを装着した場含、走行 
特性が大さく変化しまず。ミ主意して 
走行してください。 


タイヤ交換の準備 


► 車載工具とジャッキを取り出しまず 
0208ページ）。 

►スペアタイヤを取りがしまず 
([>209ページ）。 

► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとをは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 


ジヤツキアップずる 


A けがのおそれびあ0まず 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップする 
ためだけに設計されていまず。 

• ジャッキは、かたくてすべりにくし、、 
水平な場所で使用してください。ま 
た、ジャッキの下に、ブ□ックや木 
材などを置いてジャッキアップしな 
いで<ださい。ジャッキアップした 
車が落下するおそれがあります。 

• ジャッキアップしているとさは、エ 
ンジンを始動したり、ドアやテール 
ゲートを開閉したり、パーキングブ 
レーキを解除しないで<ださい。車 
が落下するおそれがありまず。 

• ジャッキに不具含や損傷があるとさ 
は使用しないで < ださい。 

• 傾斜のきつい斜面ではジャッキアッ 
プしないで<ださい。ジャッキが外 
れると、車に挟まれて致命的なけが 
をするおそれがおります。 

• 車が車載のジャッキだけでまえられ 
ているとさは、決して車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキが 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
がをずるおそれがあ0まず。ジャッ 
キは車を一時的に持ち上げるときだ 
けに使用してください。 

A 事故のおそれびありまず 

ジャッキは正しい位置で使用してくだ 

さし、。ジャッキが外れてけがをしたり、 

車両を損傷ずるおそれがありまず。 

また、ジャッキを使用する前に、ジャッ 

キが当たる部分に異物や';ちれがないこ 

とを確認してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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①ホイールレンチ 


► ホイールレンチ①で、交換ずる夕 
イヤのす、イールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ぶイールボルトを取 
りがしません。 

P ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ホイール 
ボルトを損傷するおそれがありま 
す。 iU 下の点にま意して<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 


► 3分割のジャッキレバーを1本に組 
が 1 Z _ てます0 



©ジャッキレバー 
@ソケット 
@リリースバルブ 


► 切り欠さがある側のジャッキレバー 
③の先端を UU —スバルブ④に差し 
込み、時計回りにまわして停止ずる 
ことを確認しまず。 

〇 ジャッキレバーを時計回0にまわ 
して停止したとさは、それ政上無理 
にまわさないで<ださい。ジャッキ 
を損傷するおそれがありまず。 


I 
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► ジャッキレノ く一を1」 U —スノ U レブか 
ら外し、切り欠きびある側のジャッ 
キレバーの先端を、ソケット③の奧 
まで差し込み、反時計回りにまわし 
て固定します。 

► ジャッキレバーを上下に動かして、 
ジヤツキび上昇ずることを確認し 
ます。 



⑥車軸チューブ 


► ジャッキを車軸チューブの下に置さ 
ます。 

〇車軸チューブ(外の場所に使用し 
ないで < ださい。 

〇ジャッキの下に、ブ□ックや木ネオ 
などを置いてジャッキアップしない 
でください。ジャッキアップした車 
び落下ずるおそれびあ0まず。 

〇ジャッキアームび正し<車軸 
チューブの下に置かれていることを 
確認して < ださい。 

〇ジャッキは側面から見て、垂直に 
なるよラにして< ださい。 

〇ジャッキの底面び、確実に路面に 
接地するよラにしてください。 



► ジャッキレバーを上下に動かし、夕 
イヤび化面から離れるまでジヤツキ 
アップします。 


ジャッキアップしにとさのタイヤの 
高さは、地面から約 3 cm (内にし 
て < ださい。 

► ぶイールボルトをがしまず。 



► タイヤを取りがしまず。 


■ホ：？ 0 >1 り 
















パンクしたとを 


245 


。ぶイールやぶイールボルトをがし 

たとさは、(下の点にま意して<だ 

さし、。 

• ぶイールボルトに砂や泥が付着 
しないようにミ主意してくださし、。 

• タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールのが側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷が付< お 
それがあ0まず。 

• ぶイールを取りがしたときは、 
ぶイールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。リムの凹 
みや曲がりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

スペアタイヤを取り付ける 


A 事故のおそれびありまず 

ホイールボルトに損傷や鏡があるとさ 
は交換してください。また、ネジ山に 
は決してオイルやグ U スを塗布しない 
でください。ホイールボルトがゆるむ 
おそれがありまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイール八ブのネジ巧が損傷している 
とさは、走行しないで、指定サービス 
工場に連絡してください。 


A 事故のおそれびありまず 

スペアタイヤの取り付けには、標準夕 
イヤのホイールボルトを使用します。 
異なるホイールボルトを使用するとホ 
イールを十分に固定することがでさ 
ず、走行中にホイールが外れるおそれ 
があります。 

ジャッキアップした状態でホイールボ 
ルトを強く締め付けないでください。 
締め付ける勢いでジャッキが外れるお 
それがあ0まず。 


► スペアタイヤのぶイールおよび八ブ 
の接合面に砂やミちれなどがないこと 
を確認します。 



► スペアタイヤをぶイール八ブに挿入 
してぶイールボルトを差し込み、ホ 
イールの位置決めを行ないまず。 


► ずべてのホイールボルトを差し込 
み、軽< 締め付けまず。 


I selp 
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ジャッキダウンずる 


► ジャッキレバー (0243 ページ）を 
ソケット （0243 ぺージ）から外し、 
切り欠さびある側の先端を1」1」ース 
バルブ （0243 ページ）に取り付け 
ます。 

► ジャッキレバーを反時計回0にゆつ 
くりまわして車を下げ、ジャッキを 
外します。 

Huu —スバルブは、車を下げると 
さに、1〜2回転だけゆるめて < だ 
さい。ゆるめすざると内部から液が 
漏れるおそれがありまず。 



► ぶイールボルトを図の順序で何度か 
にわけて締め付けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は 13 kg-m (130 Nm ) でず。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールを交換した後は、すみやかに 
ホイールボルトの締め付けトルクを確 
認してください。 


P ホイールレンチを使用ずるとさ、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷ずるおそれがありま 
ず。 iu 下の点にま意して<ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 

また、ぶイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ぶイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ジャッ 
キの U U —スバルブを停止ずるまで 
時計回りにまわしまず。 

► ジャッキと車載工具を元の位置に戻 
しま弓。 

► がしたタイヤをラゲッジルーム内 
に収納しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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こ IJ — 


バッテ u —取り扱いの一般的なま意 I 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
てください。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 


車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


瓜 

爆発の危険があ0ます。 



バッテ U —を取り扱ってい 
るとさは、火気や裸火、火 
花、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 


バッテ U —液は腐食性があ 
ります。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 

バッテ U -液が付着したと 
さは、すぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診斷 
を受けて < ださい。 



バッテ U —を取り扱5とき 
は保護眼鏡を着用して<だ 
さい。 

バッテ U —液び付着したと 
さは、ずぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 


テ供を近付けないで<だ 
ごい。 

偷 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


A けびのおそれびありまず 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリーを 

取り扱ラとさは似下の事項を守つてく 

ださい。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにしな 
いで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの上 
に置かないで<ださい。バッテリー 
がショートして可燃性のガスに発火 
し、バッテ U —が爆発するおそれが 
あ0ます。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣服 
を着用しないで < ださい。また、カー 
ぺットの上などでバッテリーを引さ 
ずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に車 
体などに触れて、身体の静電気を放 
電させて < ださい。 

• 巧などでバッテリーを拭かないでく 
ださい。静電気や火花が発生して、 
バッテ U —が爆発するおそれがあり 
ます。 


I se—^ 









パツテリー 


〇ま全のため、バッテ U —端子をゆ 
るめたり外ずときは、エンジンス 
イッチからキーを巧いてください。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 バッテ U —の点検や交換は、指 
定サービスエ場で行なって < ださ 
し、。かなくとを2年ごとまたは 
20.000 km ごとに点検-交換を行 
なって< ださし、 

〇 バッテ U —端テの取り外しや、 
バッテ U — の取り外し、充電、交換 
については、指定サービスエ場で作 
業ずることをお勧めしまず。 

斗）環境 

環境保護のため、使用;きみのバッテ 
U —を廃棄するとさは、新しいバッテ 
U —をお買い求めになった販売店に廃 
棄処分を依頼してください。 



①1」アシート足元中央部のフ□アカバー 
③ノブ 


リアシート足元中央部のフ□アカバー 
を取りがず 

► ノブ③をまわしまず。 

► U アシート足元中央部のフ□アカ 
バー①を取り外しまず。 


インジケーター付をバッテ IJ — 



①インジケーター 

ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一のびあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとをは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
て < ださし、。 

また 、危険でずので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


se — り 


バッテリーはリアシート足元中央部の 
フ□アカバー下にありまず。 


















パッテリーがあがつたとま 
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バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーフルを使用してイ也車のバッテ 
1」一を電源として始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルは、エンジン ルー 
ム内にあるブースターケーブル専用の 
[+ ] 端テと卜]端子に接続しまず。 

作業を始める前に、必ず(降に記載ず 
る説巧を読んで < ださい。 

• エンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってください。 

• バッテ U —び凍結しているときは 
エンジン始動を行なわないで<だ 
ごい。 

• 救援車のバッテ U — び、1 2 V バッ 
テ U —であることを確認して < だ 
さい。 

•十分な容量と太さびあり、絶縁ご 
れたクランプを持つブースター 
ケーブルを使用してください。 

A けびのおそれびあ0まず 

. 他車のバッテ1」一を電源として始動 
しているとさは、バッテ1」一をのぞ 
き込まないでください。 万一' 爆発 
したとをにけびをするおそれびあり 
ます。 

. 他車のバッテ1」一を電源として始動 
するとをは、バッテ U —を傾けない 
で<ださい。バッテ1」一び爆発して 
けびをするおそれびあります。 


A 爆発のおそれがありまず 

たばこなどの火気をお付けた0、乂 
巧を発生さはたりしないでくださし、。 
バッテ1」一び爆発してけびをずるおそ 
れびお0まず。 


©パ' ッテ U —び凍結しているとさ 
は、乂気を近付けずにバッテ U —全 
体を暖め （50° CLU 下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
て < ださい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくは指定 
サービスエ場におにずねください。 

D リアシート足元中央部のフ□ア下 
にあるバッテ U —には直接ブース 
ターケーブルを接続しないで<ださ 
しん電気装備を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

D エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさは指定サービスエ 
場に連絡してください。 

エンジンを始動でさたとをを、ずみ 
やひに指定サービスエ場でバッテ 
U —の点検を行なってください。 

D 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

〇エンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテ U — を電源として始動 
しないで < ださい。 

[ I ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は使用してください。 


■化：？ Q >- り 
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〇ブースター ケーブルびラジェ ター 
冷却フアンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよ5にして < ださい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

►バッテ U —電圧び同じり 2 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► パーキングブレーキを効かせまず。 

► セレクターレバーを匿ミ I に入れ 
ます。 

► 救援車のェンジンを停止しまず。 

► 両車の電気装置をずベて停止し、ェ 
ンジンスイッチを0の位置にしまず。 

► ボンネットを開さまず。 



①自車の©端モカバー 
③自車の@端モ 
③自車の©端モ 


► 救援車のバッテ U —のを)端モ I こ赤色 
ブースターケーブルの反対側を接続 
し 9 〇 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —の 0 端モ I こ黒色 
ブースターケーブルを接続しまず。 

► 自車のバッテ U —の台端テ③に黒色 
ブースターケーブルの反巧側を接続 
しまず。 

〇電気回路を守るため、エンジンを 
始動したら、ただちに1」アデフォッ 
ガーなどの電気装備を作動ごせてく 
ださい。ただし、ランプは点灯させ 
ないで < ださい。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► 両車の 0 端子を接続しているケープ 
ル、次に両車の@端テを接続してい 
るケーブルを取り外しまず。 

いずれのケーブルを取り外ずとさ 
を、自車の端テから先に取り外し 
ます。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 

► 指定サービスエ場でバッテ U —の点 
検を受けてください。 


► 自車のエンジンルーム運転席側にあ 
る@端モカノ く一①を開きまず。 

► 自車のバッテ U —の©端モ③にホ色 
ブースターケーブルを接続します。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 事故のおそれびありまず 

• エンジンがかかっていないとさはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜かないでくだ 
さし、。 

• ステア U ング□ックを解除でさない 
とさは、けん引を行なわないでくだ 
さし、。 


〇けん引はでさるだけ避けて<ださ 
し、。自走でさないとさは、専門業を 
に依頼して車両運搬車で移送してく 
ださい。 

〇けん引されるときは、ゆっくり発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇けん引されるとさは、けん引防止 
警報機能を解除してください(>50 
ページ)。 

〇けん引されるとをは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
( D >1 22ページ）。車輪び回転ずると 
車び自動的に施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびありまず。 

〇一般道では 30 km/h (下の速度 
で、距離は 50 km LU 内に限り、け 
ん引走行ずることびでさまず。距離 
び 50 km を超えるときは、車両運 
搬車で移送してください。トランス 
ミツシヨンを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


〇エンジンが停止した状態でけん引 
走行するときでち、エンジンスイッ 
チからキーを抜かないで<ださい。 
ステアリング□ックが作動し、ステ 
アリング操作がでさな < なりまず。 

Q エンジンびかかっていないとさは 
ブレーキやステア U ングの操作に非 
常に大さな力び必要になりまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固定 
するとをは、固定□ープをサスペン 
シヨンなどのメンバー部分にかけな 
いでください。車体を損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとをは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• □ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に明示して < ださし、。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• けん引フック LU がには□—プを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
ように前車のブレーキランプに 
ま意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないでください。車を損傷 
するおそれがあ0ます。 
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けん引 


けん引フックの取り付け位置 


フ□ント 



①けん引フック（フ□ント） 

フ□ントのけん引フック①はバンパー 
の向かってち側下部にあ0まず。 

IJ ア 



③けん引フック（リア） 

U アのけん引フック③はノ（ンノ く一の向 
かって左側下部にあ0まず。 


けん引ずる _ 

► □ープをけん引フックにかけまず。 

► 車間距離び 5 m LU 巧になるよ5に 
□ープを結びまず。 

► プの中央に白い巧 
(30 cmX 30 cm liLh ) を付けまず。 

► わレクターレバーを—■に入れ 
ます。 

〇 フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるときは、必ずエンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 
ESP び作動して接化している車輪 
にブレーキびかひ0まず。また、ブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇バッ テ1」一びあびっているとさや 
バッテ U —の接続び断たれていると 
をは、セレクターレバーを ra か 
ら動かずことびでさません。このよ 
ラなとさは、パーキング□ックを手 
動で解除してください（>236ペー 
ジ)。 

エンジン/ トランス5 ッシヨン/ 電 

気系統び故障しているとを 

► セレクターレバーを眶21に入れて、 
トランスファーをニュートラルにし 
ます0100ぺージ）。 

〇 トランスファーをニュートラルに 
でさないとさは、前後いずれかの 
アクスルを持ち上げてけん引して 
ください。このとさは、持ち上げ 
たアクスルとトランスファーケー 
スの間のドライブシャフトを外し、 
エンジンスイッチを1の位置にし 
て < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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トランスファーケースび故障している 

とを 

► 前後のアクスルからドライブシャフ 
卜を取りがし、フ□ントアクスルを 
持ち上げまず。 

フ□ントアクスルを損傷しているとを 

► U アアクスルとトランスファー 
ケース間のドライブシャフトを取 
りがし、フ□ントアクスルを持ち 
上げまず。 

リアアクスルを損傷しているとを 

► フ□ントアクスルとトランス 
ファーケース間のドライブシャフ 
卜を取りがし、 U アアクスルを持 
ち上げ、フ□ントアクスルにホイー 
ル□ーラーを取り付けまず。 

ホイール□ーラーを取0付けない 
と、フ□ントアクスルの直進性が失 
われます。 

Q ドライブシャフトの取り付けナツ 
卜は再使用できません。ドライブ 
シャフトを取り付けるとさは、必ず 
新品の取り付けナツトを使用して< 
ださい。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにち使用で'さまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みながらシ 
フトポジシヨンを E 1 にしまず。 

Q 車両運搬車に積載して車両を固定 
ずるとさは、固定□ープをサスぺ 
ンシヨンなどの ><ンバー部分にか 
けないで<ださい。車体を損傷ず 
るおそれがありまず。 


めかるみからけん引ずるとを 

めかるみに埋まって動けなくなったと 

さは、下の点にま意してけん引して 

<ださい。 

• 車を急激に引さ出したり、斜めに引 
さ出さないで<ださい。車体を損傷 
するおそれがありまず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶巧にトレーラーを接続したま 
ま車を弓 I さ出さないでください。 

この場合はトレーラーをがし、車両 
後部のトレーラーカップ U ングを引 
くようにして、できるだけ走行して 
さたわだちに沿って後方へ引さ出し 
て < ださい。 

• 駆動輪が柔らかい地面やめかるみの 
中に埋まって動かな<なった車を引 
さ出すとさは、慎重に行なって<だ 
さい。積載物があるとさは特にミ主意 
して < ださい。 
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L - ズ 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

A 义災のおそれびあ0まず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造や 
修理をしたヒューズを使用しないでく 
ださい。電気回路に負荷びかか0、火 
巧の原因になります。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は指 
定サービスエ場に作業を巧頼してくだ 
さし、。 

〇な下のよ5なとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

• ヒューズを交換してをすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとき 

〇ヒューズボックスのカバーを脱着 
するとさは、内部に水分やほこりな 
どび入らないよ5にして < ださし、。 

〇ヒューズボックスを開くとさに、 
先のとびったをのを使用しないでく 
ださい。カバーやダッシュボードを 
損傷するおそれびありまず。 

。センターコンソールち側後部およ 
びグ□ーブボックス下部のヒュー 
ズボックスのヒューズの交換は指定 
サービスエ場で行なってください。 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• ランプスイッチ横 

• グ□ーブボックス下部のヒューズ 
ボックス 

• センターコンソールち側後部 
• バッテ U —収納部 


ヒュ~ズボックスを開< _ 

► 停車して、すべての電気装備を停止 
し 9 〇 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、エンジンスイッチからキーを巧 
さまず。 


ランプスイツチ横①ヒューズボツクス 



①ヒューズボックスカバー 


ヒューズボックスカバーを取りがず 

► 運転席ドアを開さまず。 

► ヒューズボックスカバー①を矢印の 
方向に引いて取り外しまず。 

〇ヒューズボックスを開くときに、 
ドライバーなどを使用しないでくだ 
さい。カバーやダッシュボードを損 
傷するおそれびありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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グ□ーブボックス下部のヒューズボッ 


クス 



① センターコンソールのカバー 
③ビス 

③1 2 V 電源ソケットのビス 


ヒユーズボックスカバーを 取りがず 

► ビス③を外してから、センターコン 
ソールのカバー ①を取り外しまず。 

►12 V 電源ソケットのビス③を外し 
ます。 



④ ダッシュボー ド下部の カバー 
⑥ビス 


► ビス⑥を外してから、ダッシュボー 
ド下部のカバー④を取り外しまず。 



⑥ビス 


グ□ーブボックス下部のヒューズボッ 
クスは、交換作業を容易にずるため、 
ビス⑧を外ずことにより、かしだけ動 
かずことびでをまず。 


センターコンソ ー J レち測後部のヒュー 
ズボックス 



①ヒューズボックスカバー 
③スクリュー 

ヒューズボックスカバーを取りがず 

► 助手席シートをもっとを前および 
をっとを高し、位置にしまず。 

► スク1」ュー③を水平の位置 I こしまず。 

► ヒューズボックスカバー①を取り外 
します。 
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バッテリー収納部のヒューズボックス 

リアシート足元中央部フ□アカバー下 
のバッテ U —収納部にヒューズボック 
スびありまず。 

バッテ U —収納部のヒューズは交換 
の必要はありません。 

ヒューズ交換び必要な場合は、指定 
サービスエ場に作業を依頼してくだ 
ごし、。 


ヒューズを交換ずる 

► 停車しまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、エンジンスイッチからキーを巧 
さまず。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 


ヒューズー覧 


ヒューズボックス1 
( センターコンソールち側を部） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

30 A 

オプション 

吕 

30 A 

オプション 

3 

7.己 A 

CQMAND システム 

4 

20 A 

燃料ポンプコント n —ルュ 
ニット （ G 已已 AM 白 Ion 居） 

已 

- 

未使用 

6 

7.己 A 

燃料ポンプ巧タンク （ G 己5 
AMG Ion 呂） 

7 

- 

未使用 

8 

7.己 A 

盗難防止警報システム 

白 

2已 A 

盗難防止警報システム、ルー 
ムランプ、バニティ S ラー照 
明、自動防眩 S ラー、レイン 
センサー、スライディング 
ルーフ 

10 

20 A 

U アデフォッガー 

11 

] 己 A 

CQMAND システム 

12 

] 己 A 

トランスミッションセンサー 

13 

- 

オプション 

14 

] 己 A 

U アウインドウウォッシヤー 

1已 

7.己 A 

または 

10 A 

燃料給油フラップ□、ック、夕 
ンクキヤップリリース 

16 

己 A 

オプション 

17 

20 A 

オプション 

18 

20 A 

オプション 

1白 

20 A 

オプション 

20 

7.己 A 

または 

10 A 

IJ アドアセントラルロッキ 
ング 


ヒューズボックス2 
(ライトスイツチ横） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

21 

30 A 

ミラー調整、ドアミラーヒー 
ター、フ□ントパワーウイン 
ドウ、ステア U ング調整 

22 

30 A 

ミラー調整、ドアミラーヒー 
ター、フ n ントパワーウイン 


ドク 


■化：？ 6— り 























ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

43A 

1已 A 

ホーン 

43己 

- 

未使用 

44 

己 A 

電話 

4已 

7.5A 

エアバッグコント□ールユ 
ニット、エアバッグ警告な 

46 

20A 

ワイ パー 

47 

1已 A 

ライター、 グ□ーブボックス 
ランプ 

48 

1已 A 

イグニッションコイル 

4白 

7.已 A 

エアバッグコント□ールユ 
ニット、エアバッグ警告な 

已〇 

已 A 

U アシートヒーター 

已] 

7.5A 

ーターパネル 

已2 

1已 A 

スターター 

已3 

1已 A 

エンジンエレクト□ニクス 

已4 

1已 A 

エンジンエレクト□ニクス 

已己 

7.5A 

トランス S ッシヨンエレクト 
□ニクス 

已6 

己 A 

デイファレンシャル□ック 

已7 

己 A 

スターター 

已8 

40A 

オプション 

已白 

己 OA 

ESP 

60 

40A 

オプション 

61 

1已 A 

電源ソケット 

62 

己 A 

診狮ソケット、ヘッドランプ 

63 

己 A 

ヘッドランプ、デイファレン 
シャルロック 

64 

10A 

オプション 

6已 

40A 

セカンダ U —エアインジェク 
ション 


(A463 54512 00 2008-03-11) 


〇 ヒューズ配置表は、ヒューズボッ 
クス2の中にありまず。 

〇 仕様-装備などの違いにより、装 
倫されているヒューズび異なること 
びありまず。 


ヒューズボックス3 
(グ□-ブボックス下部） 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

23 

巳 A 

ルームランプ 

24 

- 

ま使用 

25 

30A 

シートヒーター 

吕白 

7.已 A 

乗降用ランプ、イルミネー 
テッドステップカバー 

27 

40A 

運転席シート調整、ステア U 
ング調整 

28 

ISA 

電源ソケット 

2白 

1百 A 

オプション 

30 

40A 

エアコンデイシヨナー、ブロ 
ワーモーター 

31 

20A 

スターター、ステアリング 
□ック 

32 

30A 

U ァパワーウインドウ 

33 

30A 

U ァパワーウインドウ 

34 

1已 A 

オプション 

35 

- 

未使用 

36 

- 

未使用 

37 

ISA 

デイファレンシャル□ック 

38 

40A 

助手席シート調整 

39 

40A 

トランスファーケース 

40 

2已 A 

ESP 

41 

7.已 A 

エアコンデイシヨナー、ブロ 
ワーモーター、ドア□ックス 
イッチ、非常点滅口、 U アデ 
フオツ カー 

42 

7.已 A 

エアバッグ警告な、 木ーター 
パネル、 

A 

7.已 A 

または 

10A 

ブレーキランプ、 ESP、 回転 
センサー 

巨 

10A 

循環ポンプ （ G 己5 AMG 
Ion 旨）、エンジンオイル冷却 
装置（白已已 AMG long) 

C 

巳 A 

へッ ドランプ 

D 

巳 A 

オプション 

E 

20A 

COMAND システム 

F 

20A 

U アシートヒーター 

G 

己 A 

オプション 

H 

7.已 A 

オプション 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサ U — についてち、ダイムラー 
社またはルセデス-ベンツ日本株式 
会社が指定ずる製品だけを使用して< 
ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品な 
どの重要な安部品や走行系統に使用す 
る部品には、純正部品！;(外のをのを使 
用しないでください。事故や故障の原 
因になります。 

〇車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因にな0まず。また、関連ず 
るイ也の装備にを悪影響を与えるおそ 
れびあ0まず。 

〇車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとさは、指定サー 
ビスエ場に相談してください。装 
着方法などび適切でないと、車の 
電モ制御部品に悪影響を与えるお 
それびあ0まず。また、電気配線 
を間違えると、乂災や故障の原因 
になりまず。 

〇ウインドウに透日月な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透巧な吸盤びレン 
ズとして作用して、乂災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 


〇し U 下の場所の周辺には、エアバッ 
グや シー トベルトテン シヨ ナ ーの 本 
体、柔員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、柔員保護装 
置の作動に悪影響をちえるおそれび 
ありまず。 

• エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インスト ル ントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 
• ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 

爭環境 

ダイムラー社では、資源の有効利用を 
促進するため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 

〇 純正部品 iu がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 








ビークルプレート 


純正部品を注文ずるとさに車台番号や 
エンジン番号などが必要になることが 
ありまず。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されていまず。 


1ューカープレート 



車台番号 



車台番号®は、ち側フ□ントぶイール 
アーチ 巧のフレームに巧刻されてい 
まず。 


オプションコードプレート 



① ニューカープレート 

車の車台番号やカラーコードを記載し 
たこューカープレート①は、運転席側 
のセンターピラー下部に貼付されてい 
ます。 


③オフシヨンコードプレート 

オプシヨンコードを示ず プレー ト③ 
は、助手席側のセンターピラー下部に 
貼付されています。 


エンジンま号 


エンジンま号は、エンジンブ□ックの 
ち側後部に巧刻してありまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


■もふ5—ゎ 


⑤車台番号 
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オイル•液類/パ’ッ; 


オイル•液類に関ずる注意 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッションオイル、 
パワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ずダイ 
ムラー社またはルセデス-ベンツ曰 
本株式会社の指定品のみを使用して< 
ださい。 

詳し<は、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

〇 指定品 iu がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

オイル-液類は子供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
近くには保管しないでください。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 

平環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃棄 
して < ださい。 


燃料 


A 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料を 
取り扱ラとさは、火をお付けたり、近 
<で喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停止 
してください。 


A けびのおそれびありまず 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに注 
意してください。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化した 
燃料を聴い込むと、健康に悪影響をち 
无ます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約96尼 

警告な点な時の 

残量 

約13尼 


〇軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油をミ居ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。か量でち軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
ずるおそれびありまず。誤って輕油 
を給油して故障び発生したとさは、 
保証の対象外になりまず。 

[ I 指定し U 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐をや損傷などによりエ 
ンジンを損傷しにり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定(外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 
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燃料消費について 


下のよ5な状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

〇燃料に添加剤を使用しないで<だ 
さい。エンジン内部の摩耗び道んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
ます。 

平環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

緩やかな運転をむがけ、定期的に点検- 
整備を行なラことにより、 C 0 2 排出量 
を最小限に抑えることがで量ます。 


エンジンオイル 

Q エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないで<ださい。エンジン内部の摩 
串毛が進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれがありまず。添加剤を使用し 
て故障が発生したとさは、保証の巧 
象がになりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にミちれたり劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちし<は 
交換してください。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

G 550 long 

約9.日 

G 55 AMG long 

約 8.5 

〇 容量はオイルフィルター分を含ん 


だ数値でず。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用して<だ 
さい。詳し<は指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 


グレードと粘嵐ま、下図を参考にして、 
使用する場所の列気温度に合わせて選 
択してください。 





オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランス三ッションオ 
イルの交換については、別冊「整備手 
帳」を参照して<ださい。 

P オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 


■もふ5—ゎ 
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〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス S ッシヨン内部の 
摩辞が進んだり、トランスミッシヨ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の巧象がになりまず。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッシヨンの作動に異常を感じ 
たとさは、指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


冷却水 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
して<ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して< だ' 
さい。 

A 乂災のおそれびあ0まず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれがあ 
0まず。 


不凍液の濃度 


通苗は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 

車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37む 

約已5% 

- 45で 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約55% Li (上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


ブレーキ 液 


定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、や 
水分がリヴーブタンクの中に入らない 
よラにして<ださい。たとえ小さな3 
S でち、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがおりまず。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を颐収して劣化します。劣化し 
た状態で使用すると、過酷な条件下で 
はべーノて一 □ ックが発生するおそれが 
おりまず。 

ベーパー□ックとは、長い下0坂や急 
な下0坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液び沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでち 
圧力が伝わらず、ブレーキが効かな< 
なる現象のことです。 


■み—も 51.4 
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〇ウォッシャー液は、 U ザーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ畳ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とぞ用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 

ウオッシヤー液容量 


全車 約 7.5 e 


A 义災のおそれびあ0まず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体で 
す。ウォッシャー液を取り扱うときは、 
火気をお付けたり、お<で喫煙しない 
で < ださい。 


車載バッ テリーの 電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

90 Ah / 9已 Ah / 100 Ah 


※車種や仕様により、上記のいずれかの容量の 
バッテ U —び装備されます。 


車種 

ルーフ 

全車 

200 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量を含まれ 
ます。 


バッテリー 


ウォッシャー液 


積載荷物の制限重量 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイ ー j レは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 


純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、ま 
全性の保証はでさません。 



〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響を与えるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フエンダーの内側 
やサスペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してありまず（[>180ぺージ）。 


1K 

K 

U 


〇 タイヤやホイールに関して、 
さし、。 


詳し < は指定サービスエ場におたずね< だ 


か 標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

G 550 long 

265 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

63 mm 

G 55 AMG long 

275 / 55 R 19 

軽合金9.引 X 19 

已 0 mm 


OG 55 AMG long は、標準タイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 

OG 550 long の標準タイヤおよびスペアタイヤには、ブ U デストン製または 
ヨコノ \マ製の指定タイヤを使用ずることをお勧めしまず。 


詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、指定サービスエ場にごネ目 
談< ださい。 
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車種 

タイヤサイズ 

ホイール 

オフセット 

G 550 long 

26己 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

63 mm 

G 55 AMG long 

26己 / 60 R 18 

軽合金7.引 X 18 

43 mm 


A 事故のおそれびありまず 

• G 日日 AMG long はスペアタイヤに交換したときは、必ず 80 km/h で走行 
してください。短い時間の使用にとどが、でさるだけ早く標準タイヤに戻して 
<ださい。 

• G 日日 AMG long はスペアタイヤと標準タイヤのサイズが異なるため、スペアタ 
イヤを装着した場合、走行特性が大を<変化しまず。ミ主意して走行して<ださし、。 


〇〇 55 AMG long のスペアタイヤには、ヨコ八マ製の指定タイヤを使用ず与 
ことをお勧めしまず。 

詳し<は指定サービスエ場におたずね<ださい。 


スペアタイヤ 


■も—度；：11.4 














対象モデル 


G 500 long 
G 55 AMG long 


" ESP ®" はダイムラー社の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2009年6月現在のわのです。 
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